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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　白びやつ虎こ家の大きな門の向こうには、金きん箔ぱくが貼はられた黒くろ塗ぬりの牛ぎつ車しやが何台も並んでいた。

　それを囲むように、数えるのも面めん倒どうなほどの侍じ従じゆう達が荷物を抱かかえて立っている。

　白はく桜おうは母おも屋やの中からこっそりその光景を見つめて、冷や汗あせをかいていた。

　百人はいるだろう彼らは、龍りゆう宝ほう帝ていからの贈おくり物を持った使者達だ。

「これは夢だ。きっと夢に違ちがいない。これが全部、里り桜お姫ひめへの結けつ婚こんの申し込みの使者と贈り物だなんて、そんな事が現実にあるはずないんだ。しかも結婚相手は青せい丞じようだなんて！」

　頰ほおをつねりながら呟つぶやくと、女によう房ぼうの橘たちばなが腕うでにすがりついた。

「白桜様！　夢ではございませんよ。御ご使者の代表が里桜姫にお目にかかりたいと仰おつしやってます。どうしましょう。すぐに裳も唐から衣ぎぬにお着き替がえなさいますか？」

　里桜姫は姉という事になっているが、本当は白桜のもう一つの姿だ。

　白桜は白虎家の跡あと取とりの男子という事になっているが、本当は女だった。

　それは世間には知られてはならない秘密で、橘は真実を知っている数少ない一人だ。

「き、着替え？　そうだな、今すぐ着替えを……いや、待て待て。もし里桜姫として使者と会って結婚を申し込まれたら断れないんじゃないか？　だって主上からの申し込みを断るなんて、そんな恐おそれ多い事をしたら白虎家は終わりだ！」

　頭を抱えて叫さけんだ。自分が放った言葉に震ふるえが走る。

　帝みかどからの命令は絶対だ。結婚の申し込みを断る権利はあるが、帝からの正式な使者が来たのならば、それは命令と同じで嫌いやだなんて言えるはずがなかった。

　しかも帝の子息、青丞との婚こん姻いんだ。

　それを断るなら、相当の理由と帝に嫌きらわれて都を追われるぐらいの覚かく悟ごがいる。

「里桜姫と使者が会うのはまずい！　とりあえず白桜として会って、何とか穏おん便びんに帰ってもらおう。わたしは男として生きると決めているんだ。青丞と結婚なんてできるわけがない」

「穏便にって……いったいどうやったらこの状じよう況きようが穏便に済むと言うんですか？」

「そ、それは……。あ、そうだ！　里桜姫は病で床とこに臥ふしていると言おう。申し込みは体調のいい時にしてほしいと言って帰ってもらうんだ。断ったわけでも受け入れたわけでもないから、この場は乗り切れる！」

「ですがそれでは答えを先送りしただけです。また日を改めて御使者がいらっしゃいますよ」

「わかっている！　だけど今は時間を稼かせがないと。突とつ然ぜん結婚なんて話がふって湧わいたのには、何かわけがあるはずだ。それを調べれば、もしかしたら断る糸口が摑つかめるかもしれない。ええっと、まずは使者に会って何とか帰ってもらって、そして主上の所に行って話を聞いて……」

　焦あせりつつも頭の中でこれからどうするかを考えながら、使者がいる母屋の奥へ足を向けた。
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　大だい内だい裏りの広間で、白桜は背筋を伸のばして座っていた。

　正面の御み帳ちよう台だいには、陽や真ま乙と国こくを治める龍宝帝が鎮ちん座ざしている。

　むすっとした顔で前を見み据すえていると、龍宝帝がにこやかに口を開いた。

「何だ白桜、その顔は。お前がどうしても話があるというから、何とか時間を作ったというのに、まるで私に文句があるような顔だな」

「主上に文句だなんて恐れ多いです。ただ、先日〝突然〟姉に結婚の申し込みがあったのですが、あまりに〝突然〟すぎたので驚おどろいているのです。そうそう、御使者は主上の命令で参ったと仰っていましたが〝突然〟の結婚の申し込みには何か理由でもあるのでしょうか？」

　思いっきり『突然』を繰くり返しつつ強調すると、龍宝帝が苦く笑しようした。

「嫌みを言うなど白桜にしては珍めずらしいな。お前もそろそろ都の貴族に染まってきたのか？　残念だ。お前は素す直なおで正直な所だけが取り柄えだと思っていたのに……」

　目元を覆おおって悲しむふりをされて、思わず目が据すわった。

「泣きまねなどそれこそ主上にはお珍しい。そうしてごまかそうとされるのは、やはり結婚の話には何か理由があるからでしょう？……先日は姉の体調が悪く、御使者にはお帰り願いました。また今度いらっしゃる前に、なぜ結婚の申し込みをされたのか理由をお聞かせください」

　ごまかされないぞという気持ちを込めて、表情一つ変えず毅き然ぜんとした態度をとる。

　龍宝帝が仕方なさそうに息をついた。

「今日の白桜は珍しく厳しいな。……確かに急に結婚の話が浮ふ上じようしたのには理由がある。実は尚侍ないしのかみとして大内裏に上がった里桜姫の事を、我が腹心達がいたく気に入ってな」

　龍宝帝の腹心達とは、右大臣の光みつ永ながに中なか務つかさ省しようの如月きさらぎ。式部省の正まさ治はる卿きように兵ひよう部ぶ省しようの蔵くら持もち卿。そして、大おお蔵くら省しようの景かげ恒つね卿だ。この五人は大内裏でも重じゆう鎮ちんであり、政まつりごとに関して龍宝帝に意見を述べられる高い地位にある者達だった。

（腹心達か……。すごく立派な人達なんだけど、全員が都合の悪い事は一いつ切さい耳に入らない、人の話は聞かないというとんでもない人達だった。そういえば、里桜姫として大内裏に上がった時、彼らに主上の妻になれって言われて花はな嫁よめ修しゆ業ぎようさせられたよな……）

　今思いだしても、あの時は大変だった。彼らは龍宝帝が進める大学寮りようの改革に賛成し、大内裏で謀む反ほん騒さわぎが起こった時も、龍宝帝の味方をした。とても有能で忠義に厚い彼らは、いろいろとあってすっかり里桜姫を気に入り、強ごう引いんに龍宝帝の正室にしようと企たくらんだ。

「腹心の方々ですか。姉を気に入って中ちゆう宮ぐうにと望んでいらしたのは知っています。ですが、結局いろいろあって姉は白虎家の屋や敷しきに戻もどったので、その話は立ち消えになったはずですが」

　里桜姫が大内裏を去ったあと、彼らから戻ってきてくれとしつこく文ふみがきていたが、丁てい寧ねいに断りの文を送っていた。もちろん書いたのは自分だ。

「ああ、中宮は泣く泣く諦あきらめたようだな。だが、今度は違う提案をしてきた」

　その一言に眉まゆ根ねを寄せた。

「……どんな提案ですか？」

　聞くのも怖こわいが、聞かなければ事情がわからない。

　勇気を出して口を開くと、龍宝帝が持っていた扇せん子すをさっと拡ひろげて口元を覆った。

「わかりやすく言うと、彼らはみんな里桜姫の事を、私の妻が駄だ目めなら青丞の妻にどうかと言っているのだ」

「はぁ!?　どうして主上が駄目なら青丞なのですか？　その思考が理解できません！」

「そうか？　彼らは里桜姫が聡そう明めいで政をよく理解していると褒ほめていた。その才能を生かすべきだとな。青丞は青せい龍りゆう家の跡あと継つぎで次期帝候補。たとえ帝にならなくても、高い地位に就つく事が約束されている。その妻ならきっと彼女の才能を生かせるだろうと言っていた」

　開いた口が塞ふさがらなかった。確かに里桜姫の姿で大内裏に上がった時、彼らから改革についての意見を求められ、答えた事があった。

　陽真乙国の貴族の女性は、御み簾すの中からほとんど出ないで暮らす。

　世間とは隔かく離りされたような状況だから、自分の意見をはっきり述べた里桜姫が彼らの目には聡明だと映ったのかもしれない。だけど、それは違うのだと叫びたかった。

（『里桜姫』がはっきり意見を言えたのは『白桜』としての経験があったからで、特別に賢かしこいわけでも聡明なわけでもないんだ。……って言いたい。すごく言いたい！　でも言えない！）

　白桜と里桜姫が同一人物だというのは、世間には秘密だ。もしばれたら、帝と世間を騙だました罪で、自分だけでなく白虎家の一族全員が連帯責任で処しよ刑けいされてもおかしくなかった。

「主上、姉は身体からだが弱く、とても青龍家の妻など務まりません」

「そうか？　尚侍をしていた時の彼女は、かなり元気そうだったぞ」

　ぐっと言葉に詰つまると、龍宝帝がやや身を乗り出した。

「青龍家にとっても、青丞と里桜姫の結婚は願ってもない事だ。それに、青丞は前々から里桜姫に好意を持っている。請こわれて妻になるのが女性としての一番の幸せだと私は思う。ぜひ結婚の申し込みを受け入れてほしい」

　帝から直接言われたら、面と向かって嫌だとは言えない。だが秘密を守る為ためにも、絶対に受け入れるわけにはいかなかった。何とかうまく断れないかと、必死で考えを巡めぐらせる。

「お待ちください。今は白虎家の当主である祖父が旅に出ておりまして、わたしでは決められません。せめて、祖父が戻ってくるまで待って頂けないでしょうか？」

　四神の古ふる狸だぬきと言われる上総かずさだが帰ってくれば、何とか帝の顔を潰つぶさない断り方を考えてくれるかもしれない。官かん吏りになったばかりの若い自分では、龍宝帝の怒いかりを買わずにうまく断る術すべが思いつかなかった。

「お前は白虎家の跡取りだろう。上総がいないなら、今はお前が白虎家の当主だ。当主のお前が一族の女性の結けつ婚こんを決めればよいだろう」

　その言葉には違い和わ感かんがあって、思わず眉根を寄せる。

　一族の女性の結婚を当主が決める。それは陽真乙国の貴族ではごく当たり前の事だ。

　だが、龍宝帝は今まで相手の気持ちを無視するような意見を簡単に言ったりはしなかった。

（おかしいな。主上が里桜姫ひめの気持ちも聞かず、わたしに結婚を決めればいいと言うなんて。どうも様子がおかしいぞ。何か隠かくしている気がする。この結婚話、何かもっと違ちがう理由があるのかも）

　心の中で呟つぶやいて目をやると、龍宝帝が口元に笑えみを湛たたえていた。

「よいか、白桜。十日後にもう一度使者を送る。その時は何があろうと里桜姫と使者を会わせるように。これは命令だ」

　その言葉が決定的だった。政に関する事以外で、龍宝帝が〝命令〟などと口にするのは明らかにおかしな事だ。それに、どうも龍宝帝の笑顔が気になった。

（一見にこやかだけど、目が笑っていないんだよな。確か、こんな表情を前にも見た事があるような……。あ、そうだ！　里桜姫争そう奪だつ戦の時だ。あの時も主上はよくこんな顔をしていたぞ。あの時は争奪戦に隠れてある計画を実行していたんだよな）

　以前ならわからなかっただろうが、何度も龍宝帝の下もとで様々な事件に関かかわってきたので、そのわずかな表情の違いに気付けるようになった。どうも何か企んでいるような気がしたが、はっきりとした証しよう拠こがあるわけでもないので口にはできない。

　何より龍宝帝の命令は絶対だ。臣下である以上、従うのが当然だった。

「……かしこまりました」

　口ではそう言いつつ、心の中ではある決意をしていた。

（突然の結婚の申し込みには、何か他ほかに理由があるのかもしれない。もしそうなら、それを探さぐれば、結婚を断る正当な理由が見つかるかもしれないぞ。十日後に申し込みの使者がくるまでが期限だ。急がなくては！）

　うやうやしく一礼し、龍宝帝の御ご前ぜんを辞して、足早に大内裏の廊ろう下かを進んだ。
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「青丞！　ちょっといいですか？」

　白桜が呼び止めたのは、紺こん碧ぺきの髪かみと瞳ひとみを持つ、氷の貴公子と噂うわさされる青丞だった。

　書物が好きな彼は暇ひまさえあれば、大内裏の書庫にいる。

　きっと今日もそこだろうと当たりをつけてやってきたが、どうやら正解だったようだ。

「────どうした？」

　書物を片手に書庫から出てきた青丞が立ち止まった。

　少しばかり緊きん張ちようしているような声だったので、思わず首を傾かしげる。

（そういえば、最近青丞の様子がおかしいんだよな。龍りゆう陽ひ寮りように潜せん入にゆう捜そう査さしていた辺りから、急に心配性しようになって危ない事はするなと何度も言ったり）

　もともと面めん倒どう見みはよかったが、最近の彼は異常なほど世話を焼こうとしてくる。

　龍陽寮を出てからは落ち着いてきたものの、以前とは話し方や接し方が違うような気がしてならなかった。急に態度が変わった理由が知りたかったが、聞いても何でもないの一点張りで、結局原因はわからずじまいだ。ずっと気になっているが、今はそれを考えている暇はない。

「姉へ結婚の申し込みが来たのを知っていますか？」

　青丞の目の色が変わった。

「何だと！　いったい誰だれからの申し込みだ？」

「誰って……申し込みは主上からですが、結婚の相手は青丞です。知らなかったんですか？」

　青丞が息を吞のんで、すぐに頷うなずいた。どうやら本気で驚おどろいているようだ。

「本当に知らなかったんですか？……では、この結婚は当事者の二人を無視して、主上が勝手に申し込んできたという事ですね」

　予想通りではあった。つい先日青丞に会ったが、結婚なんて話はまったくでなかった。

　それでも青丞なら何か知っているのではと思い、会いに来たのだ。

　青丞が腰こしに手を当てて、怒りを顕あらわにした。

「まったく、主上は何を考えておられるのだ。よりにもよって里桜姫と結婚なんて、そんな事ができるわけないのに！」

「え……？　里桜姫と結婚できるわけないんですか？」

　青丞は何度も里桜姫のもとを訪おとずれていた。好きだと言ってくれたし、押し倒たおされた事だってある。結婚の話を聞いたら喜ぶと思ったのに、正反対の反応をされて面めん食くらった。

「当然だ。彼女とは結婚なんてできない」

　冷静に言い返されて、胸に鋭するどい何かが刺ささったような気がした。

（なんだろう。すごく胸が痛い。わたしからしたら、青丞が結婚できないと言ってくれた方が助かるのに……）

　感じた事のない胸の痛みに眉根を寄せていると、青丞に腕うでを引っぱられた。

「白桜、来い。主上の所に行くぞ」

　そのまま、引きずられるようにして清せい涼りよう殿でんへと連れて行かれる。

　帝みかどの私室がある清涼殿には許可なく入る事ができないが、さすがに息子むすこである青丞はずかずか入っていっても何も言われなかった。

　帝の私室の前で、青丞が息を吸い込んだ。

「失礼します」

　低い声を上げ、青丞が襖ふすまを開く。巻物を読んでいた龍宝帝が驚いたように顔を上げた。

「青丞か。どうした？」

　彼に手を引かれたまま、龍宝帝の前に座らされる。

　はらはらしながら見つめると、青丞は隣となりに姿勢良く座り、父である龍宝帝に顔を向けた。

「単刀直入に申し上げます。里桜姫へ俺との結婚の申し込みをされたとか。どういうつもりですか？」

　冷静な物言いだが、声には怒りの色があった。龍宝帝も戸と惑まどった表情を見せる。

「どういうつもりも何も、お前は里桜姫が好きだと言っていただろう。親としては息子の恋こいを叶かなえてやりたいと……」

「あなたが息子の恋を叶えてくれるほど、お優やさしい人だとは知りませんでした。はっきり言って余計なお世話です。きっぱりお断りします。里桜姫と結婚はできません」

　目を見張ったのは自分だけではなかった。龍宝帝も目を白黒させている。

「結婚できないとはどういう事だ？　お前は里桜姫が好きなのだろう？　彼女が尚侍ないしのかみとして大だい内だい裏りに上がった時も、私には渡わたさないと息巻いていたではないか」

　そんな事を言っていたなんて知らなかった。どうやら自分の見ていない所で、龍宝帝と青丞は里桜姫を巡って丁ちよう々ちよう発はつ止しの攻こう防ぼうを繰くり広げていたようだ。

「あの時とは状じよう況きようが違います」

　青丞がやや目を伏ふせた。物言いも冷たくて、どうしてそんな事を言うのかわからなかった。

（どういう事だろう……？　あんなに好きだと言ってくれていたのに。まさか嫌きらわれたとか？　でも、そうだとしたら、いったい何で嫌われたんだ？）

　考えを巡らせたが、嫌われるような理由に心当たりはなかった。そもそも最近は部隊を任されて合宿したり潜入捜査したりで忙いそがしく、里桜姫として彼に会っていなかった。

　以前は里桜姫に会う為ために数日おきに白虎家に通っていた青丞だが、最近はまったくその姿を見ない。里桜姫として最後に彼と会ったのはいつだろうと考えて、すぐには思いだせない自分がいた。途と端たんに、さぁっと顔から血の気が引く。

　彼が会いに来なくなったのは、もしや本当に里桜姫が嫌いになったからではないだろうかと気付いたのだ。

　まさかそんなはずはと思う半面、何か彼の気に入らない事をしたのではないかと焦あせった。

　龍宝帝が、青丞に向かって首を傾げる。

「わからぬな。どうしてそう急に心変わりした？」

　思わずうんうんと頷いていた。その理由を自分も聞きたかった。

「心変わりではありません。……ただ、以前と今とでは状況が違うのです」

　さきほどと同じ言葉を繰り返した青丞が、わずかにこちらに視線を向けた気がした。

　それに気付いて目を合わせようとすると、彼は慌あわてたように龍宝帝に視線を戻もどす。

「とにかく、結婚はできませんから。急にそんな事を言い出したのは、どうせまた何かよからぬ事を企たくらんでいるからでしょうが、別の手を考えてください」

「よからぬ事とは何だ、聞こえが悪い。私はただ、息子に幸せになってほしいだけだ」

　胸を張って答えた龍宝帝に、思わず顔が引きつった。

「うわっ、噓うそくさいです。主上」

「まったくです。どうせ噓をつくなら、少しは信じてもらえるような噓にしないと」

　たしなめるような言い方の青丞に、龍宝帝が胸に手を当てて身を乗り出した。

「私が若い二人に幸せになってもらいたいと思っているのが、そんなに信じられないのか」

「幸せなら自分の手で摑つかみます。親にお膳ぜん立だてされた結けつ婚こんには興味がありません」

　青丞は取り付く島もない。それでも龍宝帝は諦あきらめなかった。

「お前の気持ちはわかったが、そう言わずにもう一度よく考えてみろ。お前と里桜姫ひめが結婚すれば、長年確かく執しつのあった青龍家と白虎家の仲に雪解けが訪れる。お前は好きな女性を妻にできる。万ばん々ばん歳ざいではないか」

　何としてでも結婚にうんと言わせたいのだろう。

　龍宝帝がにこやかに両手を上げたが、青丞の表情はまったく変わらなかった。

「いいえ、お断りします。これ以上何を言われても意志は変わりませんので」

　頑かたくなな態度を崩くずさず、青丞は立ち上がって龍宝帝に背を向けた。

「青丞、お前は里桜姫に好意をもっているのだろう？　何が理由で断るのかは知らないが、結婚の話は進めるからな」

「御ご勝手に。ですが、俺は絶対に結婚しません」

　言い切って帝の私室をあとにした青丞を、慌てて追った。

（主上にここまで言われて、それでも断るなんて、やっぱり里桜姫は嫌われたのかもしれない。どうしよう……。ん？　待て待て、なぜ落ち込んでいるんだ。これでいいじゃないか。だってこれだけ青丞が嫌いやがれば、結婚話もなくなるかもしれないし。だけど……）

　先を歩く青丞の背中を見つめると、なぜか胸がずきずきして、息をするのも苦しくなった。

　どうしてこんな気持ちになるのかわからずに首を傾かしげた。
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　用事があるという青丞と別れたあと、白桜は一人で大内裏の廊ろう下かを歩いていた。

　頭の中は、さきほどの龍宝帝と青丞の会話でいっぱいだ。

　龍宝帝は青丞が拒きよ否ひしても結婚の話を進めると言っていた。

　そこまで強ごう引いんに進めるからには、やはり何かあるのではないかと勘かんが囁ささやく。まずはそれを調べるべきだが、里桜姫とは絶対に結婚できないという青丞の宣言が頭から離はなれない。

「やっと見付けた、白桜！」

　考え込みながら歩いていると、ふいに背後から肩かたを摑まれた。

　驚いて振ふり向くと、玄げん武ぶ家の跡あと取とりである鵬ほう玄げんが肩で息いきをしながら立っていた。

　妖よう鬼き帝ていと呼ばれるほどの凄すご腕うでの武官だった彼は、滅めつ多たな事では動じない。

　それなのに、表情には珍めずらしく焦りの色が窺うかがえた。

　漆しつ黒こくの夜の闇やみのような髪かみと瞳ひとみを持つ美び丈じよう夫ふは、大きく息を吸い込んで呼吸を整える。

「青丞と里桜姫が結婚するという噂うわさを聞いたぞ。まさか、本当ではないだろうな？」

　小声の鵬玄はそれとなく辺りを窺っていた。周りに人はいないが、大内裏の廊下でする話ではなかった。慌てて鵬玄を促うながして庭に出て、隅すみにある大きな木の陰かげに身を隠かくす。

　改めて鵬玄と向き合って、ため息をついた。

「その話だけどわたしもよくわからなくて困っているんだ。突とつ然ぜん主上から里桜姫へ結婚の申し込みがあって。しかも正式な使者を立てて贈おくり物まで持って来たからおいそれと断れなくて」

「何だと？　ではまさか、受け入れたのか？」

「いや、さすがにそれは無理だから。……だって、里桜姫は〝わたし〟だし」

　鵬玄は秘密を知る数少ない人物だ。

　実は親友だと思っていた彼に、〝好きだ〟と告白もされている。

　今はその思いには応こたえられていなかった。

　返事を待ってくれるという鵬玄の優しさに甘えている状況だ。

　鵬玄がわずかにほっとした表情を見せた。だがすぐに視線を鋭くする。

「そうか。だが帝みかどからの申し込みはそう簡単に断れまい。どうして急にそんな事に？」

　やはり誰だれもが疑問に思う事は同じようだ。一いつ瞬しゆん迷ったが、思い切って顔を上げた。

「実は、さっき主上にお目にかかった時の事だけど……」

　さきほどの龍宝帝との会話と、思った事を包み隠さず話した。

「……というわけで、どうも主上は何か企んでいるような感じがするんだ。わたしの勘だから、絶対とは言えないんだけど」

　鵬玄が考え込むように顎あごに手を当てた。

「白桜は勘がいい。お前がそう感じたのなら、結婚話には何か裏があるのかもしれない」

「ああ、だからまずその〝裏〟を調べようと思うんだ。主上からの正式な申し込みは絶対に断れないし、かといって結婚を受け入れるわけにもいかない。結婚だなんて言い出した理由がわかれば、突とつ破ぱ口こうが見つかるかもしれないし」

　鵬玄が大きく頷うなずいた。安心させるように微笑ほほえみを浮うかべ、肩に手を置いてくれる。

「わかった。では俺も手伝おう」

　力強い言葉が嬉うれしくて、思わず顔を綻ほころばせた。

「ありがとう。でも申し訳ないよ。鵬玄にはいつも世話になってばかりだから」
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「気にするな。それに礼は言わなくていい。俺はお前の為に何かしてやれるのが嬉しいんだ。好きな女性に尽つくすのは男として当たり前だからな」

　鵬玄が面と向かってそんな事を言うとは思わなくて、驚おどろいて顔が真っ赤になった。

「そ、そそそそんな、わたしは鵬玄にそんな事を言ってもらえるほど……」

　慌てて何度も首を振る。鵬玄は一見強面こわもてだが、整った男らしい顔立ちをしていた。

　強くて優やさしくて頼たよりがいがあって、きっと女性なら誰もが憧あこがれるような男性だ。

　その鵬玄がどうして自分を好きだと言ってくれるのか、まったくわからなかった。

　鵬玄がゆっくりと微笑んで、そっと頰ほおに手を当てた。

「知り合いのいない都に来て、男のふりをして女だとばれないように周りに終始気をつかって、気の休まる暇ひまもないだろう。お前は正直者だから、噓をついているのも辛つらいと思う」

　頰に当てられた大きな手が、とても温かかった。

　確かに都に来てから、いつも噓をついている事への罪悪感があった。人を騙だましている事を辛いと感じているのも事実だ。その気持ちを察してくれる鵬玄の言葉に涙なみだが出そうだ。

「お前は頑がん張ばりすぎだ。俺はお前の為に何かができるのが嬉しいと思っているんだ。だから頼れる時は頼ってくれ。遠えん慮りよはするな。お前の手伝いができれば、俺は喜ぶんだ。だから俺をもっと頼って喜ばせてくれ」

　ふっと気持ちが軽くなった。

　鵬玄が負担を感じさせないように、こう言ってくれているのはよくわかっていた。

　秘密を知っている鵬玄の前では噓をつかなくていい。

　そして彼は気持ちを察して負担をかけないようにしてくれている。

　大人の対応ができる鵬玄は、誰より頼りがいがあった。

「……ありがとう、鵬玄」

　好きだと言ってくれる彼の気持ちには、まだ応えられない。

　彼が大切だからこそ、ちゃんと向き合って考えたいと思っていた。それには時間が必要だ。

　鵬玄が頰に当てた手を離はなして、背中を軽く叩たたいた。

「気にするなと言っただろう。さあ、さっそく捜そう査さを開始しよう。今度は手て強ごわいぞ。相手はあの主上だからな」

　鵬玄が目を向けたのは、紫し宸しん殿でんがある方角だ。気を取り直して同じ方に顔を向けて頷く。

「ああ。でもこれ以上探さぐりを入れても、主上は本音を明かしたりしないだろう。……そうだ、まずは青丞と里桜姫の結婚を望んでいるっていう腹心達に探りを入れてみたらどうだろう」

　提案すると、鵬玄が渋しぶい顔をした。

「腹心達か。魑ち魅み魍もう魎りようが住む大だい内だい裏りで高い地位にとどまっていられるような方々ばかりだ。一ひと筋すじ縄なわではいかないぞ」

「わかっている。だけど今は彼らしか手がかりがないから、探ってみるしかない。……それとこの件とは関係ないんだけど、もう一つ調べたい事があるんだ」

「何を調べたいんだ？」

　優しい問いかけだった。躊ちゆう躇ちよしたものの、思い切って彼と向き合う。

「この間、龍陽寮りように潜せん入にゆうしただろう。その時に会った皐さ月つきだけど……」

「皐月？　ああ、蘇す芳おうという男を操って、雅が楽がくの会の舞ぶ台たいに爆ばく薬やくを仕し掛かけさせようとした奴やつか。確か逃にげてまだ捕つかまっていないと聞いたが。そいつがどうした？」

「皐月は……主上に恨うらみがあるようなんだ」

　どうしようかと迷ったが、一人で調べるのは無理だとわかっていた。頼りになって武官としても優ゆう秀しゆうな鵬玄に手助けを頼たのみたくて、皐月について知っている情報を説明した。

　皐月の兄が叢むら雲くもという男で、六年前に官かん吏りをしていた事。

　その叢雲が龍宝帝に裏切られ、無実の罪を着せられて自害したらしい事。

　兄の敵かたきを討うとうと、皐月が龍宝帝の命を狙ねらっている事を。

　すべて聞き終えた鵬玄の顔が、驚きに満ちる。

「まさか……！　主上がそんな事を？」

「わたしも信じられないんだ。だけど主上は、皐月の言っている事はすべて真実で、非は自分にあると仰おつしやった。でも、どうも何か事情があるようなんだ。皐月はわたしが説得したら、耳を貸すそぶりを見せた。何とか彼を説得して、復ふく讐しゆうをやめさせたいんだ」

　あの時は邪じや魔まが入って逃げられたが、今度会った時には、皐月ともう一度じっくり話がしたかった。そうすれば、彼は改心してくれるかもしれない。

「それにはまず、六年前に起こった事件と叢雲がどういう人物だったのかを調べる必要があると思うんだ。主上は叢雲の事になると、途と端たんに口が重くなって詳くわしい事を教えてくれない。だから自分で調べて事情を把は握あくしたい。そうすれば、皐月を説得できるかもしれないから」

　鵬玄が一瞬迷うように目をゆらめかせたが、すぐにこちらに視線をさだめた。

「……白桜、実は朱しゆ咒じゆから凌りよう箔はくという男の事を聞いたのだが」

　その名が鵬玄の口から出た事に、思わず目を見開いた。

「何だって？」

「すまない。白虎家の内密の話だからお前は知られたくなかっただろう。俺が無む理り矢や理り聞きだしたんだから、朱咒を責めないでくれ」

　朱雀すざく家の朱咒は、余計な事を話す男ではない。

　話した以上は必要だったからだろう。頷くと鵬玄が話を続けた。

「凌箔はもともと白虎家の跡あと取とりだったんだろう？　皐月と組んで、龍陽寮の事件にも関かかわっていたと聞いた。二人とも、主上に恨みを持っているらしいな」

「ああ、凌箔は叢雲と親友だったそうだ。主上が罠わなにはめたせいで叢雲が自害したと、凌箔は思っている。そのせいで主上を恨み、お命を狙っているんだ。わたしは皐月と彼をどうにかして止めたい……！」

　拳こぶしを握にぎり締しめると、鵬玄は何か考え込むそぶりを見せたが、やがて頷いた。

「そうか。凌箔は白虎家の跡取りの座も狙っているとも聞いた。だが主上に恨みを持つ者に、四神の跡取りは務まらない。……お前は女だが、立派な跡取りだ。俺はお前の頑張りを誰よりも知っている。凌箔に負けるな、胸を張れ」

　そう言われて俯うつむき加減だった自分に気付いた。顔を上げると鵬玄の優しい目とぶつかる。

「そうだ、最近お前は下を向いて歩いている事が多い。そんなの白虎家の白桜らしくないぞ。お前は堂々としていればいいんだ」

　言われてみれば、周囲を気にして俯き加減で歩いていたかもしれない。

　凌箔に最高の舞台で女だと公表すると言われて、内心ではびくびくしていた。

　鵬玄は、そんなわずかな変化にも気付くくらい見守っていてくれたのだろうか。

　じっと鵬玄を見つめて、そして苦く笑しようした。

「ありがとう。いろいろあってちょっと自信を失いかけてた。でもそれでは前に進めないな」

　息を吸い込んで気合いを入れた。気持ちで凌箔に負けてしまう所だった。

「わたしは白虎家の跡取り白桜だ。凌箔には跡取りの座は渡わたさない！」

　声に出すと、勇気が湧わいてくるから不思議だ。鵬玄が目を細めた。

「その意気だ。もちろん叢雲の事を調べるのにも協力しよう。皐月と凌箔の復讐を止めるぞ」

　鵬玄の言葉は力強かった。頷いて、姿勢を正した。

「皐月の話だけど、放ほうっておけばまた主上を狙うだろう。その前に止めたいんだ。だから叢雲の事を急いで調べたい。それで結けつ婚こんの真相を調べるのと同時に、叢雲の事も調べようと思うんだ。それに……」

　凌箔に、最高の舞台でお前の秘密を世間に明らかにしてやろうと言われた事を、話すべきか迷った。

　復讐をやめさせたいのも本心だが、秘密を暴ばく露ろされる前にどうにかして凌箔を捕まえたいという気持ちもある。

　一番いいのは凌箔が復讐をやめて都から出て行ってくれる事だ。

　そうすれば、秘密を脅おびやかす者はいなくなる。

　だからなるべく早く叢雲の事を調べて、皐月と凌箔を説得できる材料を揃そろえたかった。

「それに、なんだ？」

　顔をのぞき込まれて、無理をして笑えみを作った。

「ううん、何でもないんだ。二つ同時に調べるのは大変だけど、頑張ろう」

　これ以上鵬玄に心配をかけたくない。だから凌箔に秘密を明らかにすると言われた事は口には出せなかった。鵬玄は怪け訝げんな顔をしつつも頷うなずいた。

「ああ、一いつ緒しよに頑張ろう。俺は六年前はまだ大内裏に出入りしていなかったから、その叢雲という男の事は知らないが、武官だった頃ころのつてもある。任せておけ」

　鵬玄がぽんっと頭に手を置いた。

　その手が触ふれた箇か所しよから優やさしい体温が伝わってくる気がして、思わず頰を染めていた。
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「おや、白桜殿どの。これはお珍めずらしい」

「里桜姫ひめはお元気ですかな。とうとう青丞殿と結婚なさるそうで」

「本当にめでたいですな！」

　わはははと笑う声が庭に響ひびいて、白桜はうんざりしそうだった。

　如月をのぞく龍宝帝の腹心達四人が、大内裏の庭で花を愛めでつつ、酒の膳ぜんを囲んでいた。

「まだ日も高いのにお酒ですか？」

　鵬玄と一緒に眉まゆをひそめたが、腹心達は気にした様子もなかった。

「これが飲まずにいられますか。青丞殿と里桜姫が結婚ですぞ！」

「里桜姫は賢かしこい女性だ。以前尚侍ないしのかみとしてお会いした時に、改革に二の足を踏ふんでいた我らに活を入れてくださった」

「そうそう、女性に叱しかられたのは生まれて初めてでしたな。しかしまったく嫌いやではなかった。本当は帝みかどの妻として、中ちゆう宮ぐうの位から政まつりごとに関わって頂きたかったが、主上が駄だ目めだと仰って」

「それはしょうがあるまい。主上は最近よく青龍家の屋や敷しきにお戻もどりになる。それは若わか藤ふじ中ちゆう宮ぐうにお会いになる為ためのようだ。仲なか睦むつまじくされているのであれば、引き裂さく権利は我らにはない」

　若藤中宮とは、龍宝帝の正室で青丞の母だった。側室達に嫉しつ妬とされて命まで狙われ、数年前から青龍家の屋敷にこもりきりになっているらしい。いろいろとあったが、青丞が大事に思っている母と父である龍宝帝が仲睦まじいと聞いて、心の中でほっとした。

　正治卿きようがぐいっと酒を飲み干す。

「そうでございますな。しかし天は我らを見放さなかった。青丞殿は里桜姫にご執しゆう心しんだという。でしたら青丞殿の妻になれば、将来的に里桜姫がこの国の中ちゆう枢すうを担になう方の妻となる。きっと国の為に立派な助言をしてくださるに違ちがいない！」

　そうだそうだと歓かん声せいが上がって、こめかみに青筋が浮うかぶのが自分でもわかった。

「待ってください！　まずは姉の気持ちも聞いてください。だいたい、結婚なんて……」

　声を荒あららげたが、海千山千の腹心達はまったく聞く耳を持っていないようだった。

「さあさあ、酒をどうぞ。正治卿」

「おう、すみませぬな」

「無視しないで人の話を聞いてくださいっ」

　叫さけんだが、酒を酌くみ交かわす男達は結婚の話で盛り上がり、誰だれ一人ひとりとしてこちらを向かなかった。そんな状じよう況きように、思わず頰ほおが引きつる。

（そうだ、この人達は都合が悪いと人の話をまったく聞かなくなるんだった。里桜姫として大だい内だい裏りに来た時も、嫌だって言ったのに無理矢理花はな嫁よめ修しゆ業ぎようさせられたんだっけ。だけど、今度は負けられないぞ！）

「青丞は、姉と結婚はできないと言っていましたよ」

　冷静な声で言い放つと、腹心達の会話がぴたりと止まった。

「姉も身体からだの調子が悪いので、青龍家に嫁とつぐなんてとても無理だと言っていました。二人とも嫌だと言っているのですから、今回は諦あきらめて……」

「なりませぬぞ！　里桜姫は素す晴ばらしい女性だ。ぜひまたお会いして政についての意見をお聞きしたい」

「そうだ、そうだ！」

　ようやくこちらの話を聞く気になったようだ。鵬玄と一緒に腰こしを下ろして彼らを見回した。

「ですが、二人の気持ちを優先させるべきだと思います。どうか、結婚の申し込みを諦めて頂けるように主上に進言してもらえませんか？」

　もともと結婚を進言した彼らが願い出れば、この結婚話もなくなるかもしれない。

　そんな期待を込めて話してみたが、腹心達は顔を見合わせて渋しぶい顔をした。

「それは……我らとて、青丞殿と里桜姫がどうしても嫌だと言うのなら、強ごう引いんに事を進めるのはどうかとも思う。我らは里桜姫を気に入っているのだ。幸せになってほしいと思っている。しかし……主上が納なつ得とくなさるかどうか」

　右大臣光永の言葉に他ほかの腹心達が頷いた。

「どういう事ですか？　青丞と姉を結婚させてはと言い出したのはあなた方でしょう？　あなた方が結婚は諦めましょうと言ってくだされば主上も……」

「いや、確かに青丞殿と里桜姫の結婚を言い出したのは我らだ。主上は最初、本人達の意向もあるからと、あまり乗り気ではなかった。しかしつい最近になって、急に結婚の話を進めようと言い出されてな」

　蔵持卿の話に、景恒卿が頷いた。

「そうじゃ。青丞殿が里桜姫に会いに白虎家をよく訪おとずれていると聞いていたから、てっきり青丞殿が結婚したいと主上に願い出たのだと思っておった。それならば応おう援えんしようと思ってな」

　驚おどろいた顔をしている彼らは、噓うそをついているようには思えなかった。

（やっぱり、主上が何か企たくらんでいる可能性が高いな。だから急に乗り気になったんだろう。だけどそれはいったい何だ？）

　首を捻ひねって考えてみても、さっぱりわからなかった。

「どうして主上は急に結婚の話に乗り気になったのでしょうね？」

　疑問をそのまま口にすると、腹心達が全員うーんと考え込むような顔つきになる。

「それは我らではわかりませぬな。そうだ、如月に聞いてみては？　如月は主上の一番の側近でございます。主上の事なら如月に聞くのが一番かと」

　確かにそうかもしれないと思った。

　中なか務つかさ省しようの如月は、龍宝帝の身の回りの事から政の細かな事までいろんな事に携たずさわっている。

　龍宝帝が何か企む時に、如月が何も知らないというのはまずあり得ない。

「そうですね。ではすぐにでも如月様にお目にかかって……」

　希望の光を見いだして顔を綻ほころばせると、蔵持卿が何か思いだしたようにぽんと手を叩たたいた。

「いや、待たれよ。如月は今日は確か、主上の命令で外出しているはずだ。帰ってくるのは夜になるだろう。すぐに会うのは無理だろうな」

「そんな、急いでいるのに……」

　がっくりと肩かたを落としていると、再び酒を飲み始めた光永にばんばんと背中を叩かれた。

「何を落ち込んでいらっしゃる。どうやら青丞殿と里桜姫の結婚が気に入らないようだが、あの二人はとてもお似合いでございますぞ！　祝福してさしあげなさい」

「しかし、二人とも結婚に乗り気ではないのですよ。二人の気持ちも考えて……」

「恋こいする男女は複雑です。乗り気ではないとみせかけて、恥はずかしがっておられるだけかも」

　光永の一言に、腹心達がいっせいに目を輝かがやかせた。

「そうか。だから結けつ婚こんの申し込みに、渋い顔をしているだけかもしれぬな。だったら、やはり我らで応援してさしあげねば」

　そうだそうだと再び盛り上がりだした彼らに、思わず目を剝むいた。

「そんな都合良く解かい釈しやくしないでくださいーっ」

　抗こう議ぎの声は、再び酒盛りを始めた彼らには聞こえないらしい。

　更さらに声を張り上げようとすると、隣となりにいた鵬玄が肩に手を置いた。

「白桜、彼らは魑ち魅み魍もう魎りようが住むという大内裏を渡わたり歩いてきた強つわ者ものだ。そんな彼らに言葉で勝とうというのは無理かもしれない。ここは一いつ旦たん引こう」

　悔くやしいが、確かにそうかもしれなかった。彼らから龍宝帝を説得してもらうのは無理そうなので、仕方なくもう一つの調べを進める事にした。

「……すみません。ではもう一つ質問させてください」

　聞いてはいないだろうから、返事には期待せず質問を口にした。

「六年前、叢雲という官かん吏りが大内裏にいたと思うのですが、彼について何か知っている事はありませんか？」

　一番近くにいた光永がさっとこちらを向いた。

「叢雲……？　そういう名には心当たりがございませんな」

「ちゃんと聞こえてるんじゃないですか！　さっきは無視したくせにっ」

　突つっ込んだが、光永はどこ吹ふく風の表情だ。

「青丞殿と里桜姫の結婚を応援すると約束してくださるのなら、どんな話でも伺うかがいますぞ」

　にっこり返されて、思わず呆あきれる。

（この狸たぬき達め……！　いや、ここは抑えよう。今は叢雲の事を聞かなくては）

「では光永様、結婚とは違う話なので答えてください。六年前、叢雲という官吏がいたはずなんです。……横領を行ったり賄わい賂ろを受け取ったりして罪に問われ、自害したらしいのですが……」

　世間的にはそうなっているが、本当は叢雲は罪を犯おかしてはいない。

　噓だと皐月も凌箔も言い、龍宝帝も認めた。

「そんな事件がありましたかな？」

「さあ、私は聞いた事がありませぬな」

　腹心達の誰もが首を傾かしげている。そんなはずはないと、身を乗り出した。

「叢雲という官吏です。まだ多分若かったと思います。官吏になったばかりだったようなので。彼について、何か知っている事はありませんか？」

「官吏は大内裏だけで千人以上はおります。その一人一人を覚えているわけではありませぬので」

　蔵持卿に言われて、確かにそうかもしれないと肩を落とした。

（でも叢雲の事は知らなくても、事件の事まで知らないのはおかしいぞ。どういう事だ？）

　考え込んでいると、光永が何かを思いだしたように手を叩いた。

「そうそう。六年前なら、息子むすこが行ぎよう儀ぎ見習いで大内裏に上がった頃ころでございますな。確か、その時に官吏になりたての者達と一いつ緒しよに仕事をさせていたので、息子なら叢雲という男を覚えているかもしれませぬ」

　希望の光が差してきて、思わず顔が綻んだ。

「本当ですか？」

「ええ、息子に大内裏の事を勉強させようと思いまして、大学寮りように入る前に一年ほど官吏の仕事を手伝わせました。いろんな官吏と会って話を聞いたと言っていたのでもしかしたら……」

　光永に向かって身を乗り出した。

「ご子息にぜひお話を伺いたいのですが！」

「よろしいですぞ。大たい雅がは屋や敷しきにおりますので、訪ねてみられるとよいでしょう」

　色よい返事に喜んだのもつかの間、聞いた覚えのある名前に思わず顔が引きつった。

「あの……大雅殿どのというのはもしかして、里桜姫ひめ争そう奪だつ戦の時に参加された……？」

「そうでございます。争奪戦の時は、何やら白桜殿に無礼を働いたとか。申し訳なかったな。我が息子ながら、なかなか血の気が多くて困っております」

　にこやかな光永とは反対に、真っ青になった。

（争奪戦の時に、里桜姫を手に入れて出世してやるって息巻いてたあの大雅殿だよな。あの人には脅おどされたり追いかけ回されたりして、嫌いやな目にあわされたんだ）

　出世欲よくの強い大雅は、白虎家の里桜姫と婚こん姻いんを結んで更に上の地位を目指そうとしていた。

　争奪戦に勝つ為ためにも手段は選ばなかったという、正直苦手な相手だ。

　どうするべきかと考えを巡めぐらせた。結婚の申し込みの使者がくるまでもうあまり日がない。

　どうやら龍宝帝が何か企んでいるようなので、そちらの捜そう査さを進めたい所だが、事情を知っているかもしれない如月に会うのは早くても今夜になるだろう。

　それまでの時間が惜おしかった。

（じっとしていても始まらない。如月様が帰ってくるまでの間に大雅殿に話を聞きに行こう。あまり会いたいとは思えない相手だけど仕方ないな）

「……光永様、お屋敷に伺わせて頂きます」

　心を強く持って腹心達に一礼し、鵬玄と一緒にその場をあとにした。
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　右大臣家は大だい内だい裏りの東南に位置していた。

　白虎家と変わらぬほど大きな門を見上げて、白桜はため息をつきそうになる。

「大雅殿に会うのは憂ゆう鬱うつだな……。でも叢雲の話はどうしても聞きたいし。一人では不安だけど頑がん張ばるしかないか」

　鵬玄は武官の頃の知り合いに叢雲の事を聞く為に、大内裏に残っていた。

　一人では危ないと心配していたが、時間が惜しいので二手に分かれた方がいい事と、父親の紹しよう介かいで来たのに何かするほど大雅も愚おろかではないだろうと話して何とか納なつ得とくしてもらった。

　気合いを入れて門に近づき、光永が書いてくれた文ふみを門番に見せると、すぐに中に通された。

　右手に手入れされた松や鯉こいが泳ぐ池を見ながら、母おも屋やらしき建物へ案内される。

　綺き麗れいに掃そう除じされてちり一つない広間に足を踏ふみ入れて、緊きん張ちようしつつ真ん中に座った。

「これは、白桜殿。久しぶりだな」

　しばらくそのまま待っていると、背後から穏おだやかな声が聞こえた。

　驚おどろいてそちらに目を向けると、大雅が広間に入ってくる所だった。

　大雅はおそらく二十代前半。体格がよく癖くせのある短たん髪ぱつで、日に焼けた浅黒い肌はだをしていた。

　切れ長の瞳ひとみは、以前は自信に満ちて傲ごう慢まんな印象を与あたえたが、今は優やさしげに細められている。

（何だか、前と雰ふん囲い気きが違ちがうな）

　それが久々に会った大雅の第一印象だった。

　彼に会うのは里桜姫争奪戦以来だ。

　あの時の彼は里桜姫を手に入れようと焦あせっていた。里桜姫に会う為に必要な宝物を見付ける手がかりを持っていたせいで、大雅に脅されて追いかけ回されたのだ。

　そしてそれを知った青丞が彼を殴なぐった。

〝これ以上、白桜に近づくな〟そう言って怒おこってくれた青丞を、今でもよく覚えている。

　戸と惑まどいつつも、正面に座った大雅に礼をした。

「急に押しかけて申し訳ありません」

「いや、こちらこそわざわざお越こし頂いて恐きよう縮しゆくだ。用事があるなら、こちらから伺ったのに」

　にこやかな大雅に、思わず目を見張った。自分が知っている大雅は出世欲が強くて、その為なら人を陥おとしいれてもかまわないと思っている人間だったはずだ。

　いつも自信満々の顔をして人を馬ば鹿かにしたような笑えみを浮うかべていた彼が、今は優しげで穏やかな顔つきになっている。まるで別人のようだった。

「白桜殿、ちょうどよかった。実はずっと謝りたいと思っていた。里桜姫争奪戦の時に、お前にはとんでもない事をした。あの時の俺はさぞかし嫌な奴やつだっただろう」

　苦く笑しようして頭を下げた大雅に、啞あ然ぜんとした。

「いえ、そんな事は……」

　ない、と言いたいが、それでは噓うそになる。口ごもると、大雅が申し訳なさそうな顔をした。

「本当にすまなかった。あのあと、青丞殿ともめた事が大内裏に伝わって、閑かん職しよくに追いやられた。最初はお前達を恨うらんだが……今は違う」

　寂さみしげな微笑ほほえみだったが、こちらを責めるような気配はみじんもなかった。

「新たな職場は下級貴族達ばかりで、最初はそんな奴らと仕事をするのは不満があったが、つきあってみると気のいい奴らばかりだった。その時初めて、のし上がろうと考えてばかりの自分がどれだけ愚かで嫌な奴だったのか気付いた」

　つきものが落ちたように穏やかに淡たん々たんと話す大雅に、思わず目を瞬またたかせた。

「それに気付いたら、気持ちが楽になった。新しい仲間達もできて楽しく仕事もしている。昔は出世しなければと気ばかりが焦っていたが、今は穏やかに毎日が暮らせるようになった。こんな生活が送れるようになったのも、白桜殿と青丞殿のおかげかもしれない。ありがとう」

　再び頭を下げられて、面めん食くらった。

（すごい変わり様だ。本当なのかって疑いたくなるけど、噓を言っているようには見えないな。それに何より、以前は眉み間けんにしわを寄せて厳しい顔つきばかりだったけど、今はすごく優しい顔をするようになった）

「……わたしも青丞も頭を下げてもらうような事は何もしていません。毎日が充じゆう実じつして暮らせるのなら、それは大雅殿の努力のたまものです。新しい仕事は最初は不満だったかもしれませんが、腐くさらずに前向きにお仕事をなさったから、今のあなたがあるのだと思います」

　大雅とこうして笑い合える日がくるなんて思ってもいなかった。

　ふいに大雅が、何かを思いだしたようにぽんっと膝ひざを打った。

「そうそう、さきほど父からの文を読んだが、何か俺に聞きたい事があるそうだな。俺の知っている事なら何でも答えよう。せめてもの罪つみ滅ほろぼしだ」

　いろいろあったが、大雅は昔に比べて落ち着いたようで、話もしやすくなっていた。

　言葉に甘えて、話を切り出す。

「実は、大雅殿が六年前に大内裏に出入りしていたと聞きまして。その時に官かん吏りになりたての方達と一緒にお仕事をされていたのでしょう？　その時期に官吏になったばかりの叢雲という男の事を調べているのですが、ご存じありませんか？」

　大雅が考え込むように首を傾かしげて、顎あごに手を当てた。

「叢雲……？　聞いた事がないな。官吏達と一緒に仕事をしていたと言っても、こっちは見習いで使いっ走りばかりだったからな」

　思わず項うな垂だれた。腹心達も叢雲の名を知らないと言っていた。官吏になる者は毎年かなりの人数がいるから仕方ないのかもしれないが、何とか知っている人を探せないかと思う。

（官吏として何の仕事をしていたとか、役職とかがわかれば知っている人を探しやすいのに、それもわからないんだよな。困ったな。……よし、違う方向から質問してみよう）

「では、六年前に起こった事件はご存じですか？　横領や賄わい賂ろなどの疑いをかけられ、官吏が自害したらしいのですが」

　眉まゆ根ねを寄せて考え込んでいた大雅だが、やがて軽く目を見開いて頷うなずいた。

「そういえば、そんな事があったような……。だが詳くわしい事は何も知らない。俺はその時は見習いだったから詳しい大内裏の事情は知らないし、そういう話はあまり外聞がよくないから、隠いん蔽ぺいされてしまう事が多いんだ」

「そんな……。隠蔽されるっていったい誰だれがそんな事を？」

「大内裏の官吏達がこぞってだ。上役にも報告されずに闇やみに葬ほうむられた事件が、それ以外でもかなりある。俺が知っているだけでな。配下の者が不ふ祥しよう事じを起こしたと知られれば、直接の上役も責任をとらされる。それを避さける為に、事件をもみ消すんだ」

　大内裏には貴族という名の魑ち魅み魍もう魎りようが住むという。

　その意味がわかった気がして、恐おそろしささえ感じた。

（もしかしたら、叢雲の事件も表おもて沙ざ汰たにされずにもみ消されたのかも。だから光永様達腹心の方々が知らなかったのかもしれない。そして、もみ消したのは……）

　頭に龍宝帝の顔が浮かんだ。龍宝帝は叢雲に罪を被かぶせたと認めた。自害した叢雲の事を隠蔽したのは、自分がした事が発覚するのを恐れた龍宝帝かもしれない。

　そう考えると、怒いかりがこみ上げてくる。

　何かそうせざるをえなかった理由があると信じたいが、あまりにも叢雲が可哀かわい想そうだった。

（……絶対に真相を探さぐろう。皐月は主上に復ふく讐しゆうして叢雲の無念を晴らすつもりだろうけど、真実を公おおやけにする事が叢雲の名めい誉よを回復させる事になると思う。それにはやっぱり、彼の事を調べて六年前の真実を知らなくては！）

　改めて心の中で決意した。

　大雅が申し訳なさそうな顔になる。

「すまないな、大した力になれなくて」

「とんでもありません。あなたとお話しできてよかった」

　大雅の顔が綻ほころぶ。整った男らしい顔立ちだから笑みを浮かべると眩まぶしく感じた。

「俺もまたお前と話せてよかった。……虫のいい話だが、これからも会ったら気軽に話せるような仲になれると嬉うれしく思う。お前は正直者で話していて気持ちがいいからな」

　以前の大雅なら躊ちゆう躇ちよするが、今の大雅なら大だい歓かん迎げいだ。

「わたしは都にあまり親しい友人はいません。だからそう言ってくださると嬉しいです」

　どうやら新たな友人ができそうだ。

　叢雲に関しては何の収しゆう穫かくもなかったが、ここに来て良かったと思った。
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「……というわけで、大雅殿どのからは何も聞きだせなかったんだ」

　大だい内だい裏りで鵬玄と待ち合わせた白桜は、人ひと気けのない庭の隅すみで彼と向き合っていた。

　そしてさきほどの右大臣家での出来事を話して聞かせる。

「そうか。それにしても、収穫がなかったのに嬉しそうな顔だな」

「ああ、大雅殿の様子がすっかり変わっていて、すごく穏おだやかになっていたんだ。争そう奪だつ戦のあとにいろいろ苦労したみたいだけど、今の彼の方がつきあいやすいな」

　大雅の事を思いだす。まるで別人のように優しい表情を浮かべていた。

「彼の噂うわさは俺も聞いている。争奪戦のあとに宮く内ない省しようから刑ぎよう部ぶ省しように配はい置ち換がえになって、今はどうやら罪人達がいる牢ろうを見張るような仕事をしているようだ」

　驚おどろいて目を見張った。牢の見張りは下級役人の仕事で、右大臣の息子むすこであり官吏として華はな々ばなしい道を歩いていた大雅がするような仕事ではなかった。

「最初は腐って仕事を投げ出したようだが、最近になってようやくまじめになったらしい。以前は少々性格に問題があったが、今はだいぶ落ち着いてきたと評判もよくなっているようだ」

　確かにさきほど会った大雅は、以前とはまったく別人のようだった。

　このまま心を入れ替かえてほしいと願いつつ、腰こしに手を当てて息をついた。

「大雅殿が落ち着かれたのはよかったけど、結局叢雲の事も事件の事もわからなかったんだよな……。鵬玄の方はどうだった？　昔の知り合いに話を聞いてくれたんだろう？」

「それが、誰も叢雲なんて官吏は知らないと言うんだ。やはり官吏の数が多すぎるから、六年も前に勤めていた官吏の名前なんて、一々覚えていないと言われた」

「やっぱりそうか。せめてどこでどんな仕事をしていたとか手がかりがあれば、知っている人を見付けやすいのにな」

　肩かたを落とすと、微笑んだ鵬玄に背中をぽんと叩たたかれた。

「そう気を落とすな。いい情報も手に入れてきたぞ。大内裏に勤めた事のある官吏の身分書が中なか務つかさ省しようにあるらしい。そこには官吏一人一人の経歴が書かれているそうだ。十年間は保管するようにという決まりもあるから、叢雲が六年前に官吏だったなら、必ず身分書があるはずだ」

　新たな希望の光だった。思わず顔を上げて鵬玄を見つめる。

「すごい！　それならきっと叢雲の情報があるはずだ。叢雲がどういう生まれで、大内裏のどこでどんな仕事をしていたのかわかったら調べも進むよ。さすがに鵬玄は頼たよりになるな！」

　尊敬の眼まな差ざしを向けると、鵬玄がやや恥はずかしそうに微笑んだ。

「お前の役に立てて嬉しい。お前がそうして喜んでくれるなら何でもするつもりだ」

　男らしい低い声はどこかに甘さが含ふくまれていた。その甘さに、つい顔が赤くなる。

「ああ、すまない。変な事を言ってしまったな。お前を見ていると、つい本心が出てしまう。気にしないでくれ」

　鵬玄は無骨な見かけによらず、恋こいには一直線なのかもしれない。

　好意を前面に押し出す事も躊躇がないようだった。

　さすがに恥ずかしくてあたふたしていると、鵬玄が苦く笑しようした。

「身分書の話だが、中務省は如月様が取り仕切っている。知らぬ仲ではないから、見せてほしいと頼たのんでみよう。結けつ婚こんの方でも如月様に話を聞きに行くのだろう？」

「ああ、でも外出しているらしいし」

「中務省で聞いたが、さきほど戻もどられたらしいぞ。今は自室にいらっしゃるそうだ」

　鵬玄は本当に抜ぬけ目がなかった。

「よし、じゃあ如月様に突とつ撃げきだ！」

　声と同時に気合いを入れて、鵬玄の案内で如月の自室へと足を向けた。







　中務省の如月は有能で、龍宝帝の一番の側近であるが、一番の被ひ害がい者しやでもある。

　それが大内裏での彼の評判だった。

　白桜は鵬玄と一いつ緒しよに如月の自室を訪おとずれていた。如月の部屋は整理整せい頓とんされていて、ちり一つない。部屋の奥では、如月が文ふ机づくえに向かって書き物をしていた。

「失礼します。如月様。……お疲つかれのようですね」

　如月の顔色があまりよくなかった。文机を挟はさんで座ると、如月が筆をおく。

「ええ、夜も明けきらないうちから大内裏を出発して、都の外れまで馬を走らせてお茶を買い、やっとさきほど帰ってきました」

　声も顔つきも普ふ段だん通りだが、目だけが据すわっていた。どうやら怒おこっているようだ。

「お茶？　なぜ如月様がお茶を買いに行かれるのですか？　誰かに頼んだらよかったのに」

　首を傾かしげると、ふいに如月の全身から怒りが[image: ]ほとばしった。

「ええ、私もそうしたかったのですが、どうしてもどうしても私に買いに行けと仰おつしやる方がいまして。私が買ってきたお茶しか飲まないと、わけのわからないわがままを仰るので仕方なく」

　それが誰だかぴんときて、乾かわいた笑いを浮うかべた。

「ああ……。主上に頼まれたんですね」

　龍宝帝はなぜだかいつも如月に無理難題を押しつける。

　できないとつっぱねればいいものを、まじめで有能な如月はどんな命令でもこなしてしまうのだ。結局そのせいでいつも大変な目にあっていた。

「最近主上は私におつかいをさせるのが楽しいようです。この間は都で噂になっているお菓か子しを買ってこいと言われましたし。おつかいに時間を取られて仕事に支障をきたして困っている私の顔が見たいようですが、絶対にそんな情けない姿は見せません」

　何でもないような口ぶりだが、きっと寝ねる間もないぐらい忙いそがしいだろうと想像はつく。

「大変ですね。主上のわがままにつきあいつつ、仕事もこなすなんて如月様にしかできません」

「ええ、ですがこの苦痛もあと少しです。主上のお気に入りの白桜にすべてを押しつけて……いえ、中務省を任せて私は引退して、好きな勉強をしてのんびり過ごすのですから」

「ええっ!?　無理です。無理無理無理。わたしには主上のお世話なんて務まりません！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。主上への生け贄にえは白桜が適任です」

　恐おそろしい事を口にされて、思わず青ざめた。

「駄だ目めです！　主上の面めん倒どうは如月様しか見られないんですから。それより、わたしの話を聞いてください。用事があってきたんです。ええっと、まずは姉と青丞の結婚の話なんですが」

　強ごう引いんに話を変えた。そうしないと、今すぐにでも中務省に連れて行かれて仕事の引き継つぎをされてしまう気がした。

「主上が突とつ然ぜん結婚と言い出したのはわけがあるのではと思ったんですが、ご存じですか？」

　如月が表情一つ変えずに首を捻ひねった。

「さあ？　主上のご命令で里桜姫ひめへの贈おくり物の手配はしましたが、特に理由は聞いていません。主上のお考えになる事は私にはさっぱりわかりませんし。私にお茶を買いに行かせたみたいに、ただの気まぐれで結婚なんて言い出したのかもしれませんしね」

　それはあり得ない……とは言えなかった。龍宝帝の気まぐれは今に始まった事ではない。

　単に、青丞と里桜姫が結婚したら面おも白しろいだろうとかそんな理由だと考えられなくもなかった。

　鵬玄がやや身を乗り出した。

「気まぐれで結婚なんてさせられては、里桜姫が可哀かわい想そうだ。何とか結婚を諦あきらめてもらえるように、如月様から主上に進言してもらえないだろうか？」

「私が言ったぐらいで何かを諦めてくれるほど主上が素す直なおな方なら、苦労はしません」

「確かに……」

　如月が龍宝帝を説得できるなら、都の外れまで買い物に行けなんて面倒な命令も断れるはずだ。それができないから、如月は文句を言いつつも命令に従っているのだ。

　鵬玄と目を見合わせる。どうやら如月から結婚についての情報は、これ以上聞きだせそうもなかった。仕方なくもう一つ聞きたかった事を口にした。

「話は変わりますが、中務省には官かん吏りの方々の経歴を書いた身分書があると聞きました。それを見せて頂きたいのですが」

「身分書？　どうしてまた」

　不思議そうな顔の如月に、鵬玄が口を開いた。

「事情があって、叢雲という男の事を調べている。六年前に官吏をしていたはずなのだが、如月様はご存じか？」

　如月が一いつ瞬しゆん目を伏ふせたような気がした。いつもまっすぐに相手を見る如月にしては珍めずらしい表情で、不思議に思って彼の顔をのぞき込もうとした。

　だがその前に如月が視線をこちらに戻して、首を振ふった。

「そういう名前の方は知りませんね。私が官吏になったのは五年前なので、それ以前の事はわかりません」

「そうですか……。ならば、やはり身分書を見せてもらえないですか？　叢雲が官吏だったのは間ま違ちがいないので、身分書に書いてある経歴を辿たどって、彼を知っている人間を見付けますので」

　如月が困ったような顔になって、腰こし帯おびに手をやる。帯には、大きな鉄の輪がぶら下がっていた。その鉄の輪に、いくつもの鍵かぎが取り付けられている。

　如月は鉄の輪を帯から外して、その中から持ち手が花びらの形に似ている鍵を取り出した。

「これが身分書がある倉の鍵ですが、そう簡単にはお貸しできません」

「ええ!?　そんな。何とかなりませんか？」

　目的の鍵が目の前にあった。

　喉のどから手が出るほど欲しくて詰つめ寄ったが、如月は難しい顔をして腕うでを組んだ。

「協力したいのは山々ですが、身分書は官吏一人一人の家族や学歴や病気の有う無むまで、その人の生おい立ちにかなり踏ふみ込んだ事が書いてあります。おいそれと他人に見せられるものではありません。どうしても見たかったら、主上の許可をもらってきてください」

　そんなに大事なものなら、確かに如月の判断だけでは勝手に他人に見せたりはできないだろう。だが叢雲の事を探さぐってほしくない様子だった龍宝帝が、許可してくれるとは思えない。

「困ったな」

　呟つぶやくと、如月がにっこり笑った。

「もし、白桜が私の代わりに中務省に入って主上の奴ど隷れい……ああ、いや、主上の遊び道具……ああ、いや、主上の退たい屈くつしのぎの相手……ああ、いや、とにかくそんな感じの事をしてくれるなら、こっそり鍵を貸さない事もないですけど」

「いえ、それは遠えん慮りよします！　わたしでは主上のお相手は絶対に無理なので。失礼します！」

　提案は魅み力りよく的だが、如月の代わりなんてとても務まらない。

　慌あわてて立ち上がり、逃にげるようにして鵬玄と一緒に如月の部屋をあとにした。
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　清せい涼りよう殿でんの廊ろう下かを歩いていた白桜は、さきほどの如月の様子を思いだして息をついた。

「如月様、だいぶ疲れていらっしゃるみたいだったけど大丈夫かな」

　隣となりを歩いていた鵬玄が肩かたを竦すくめる。

「中務省は帝みかどの身の回りの事から大だい内だい裏りの人事まで仕事は幅はば広ひろい。大内裏の中でもっとも重要な省だと言われるぐらいだ。そこを実質仕切っているのが如月様だからな。その仕事をこなした上で主上の気まぐれで無理難題を言い渡わたされる。疲れもするだろう」

　それだけの事をこなせるのは、如月が優ゆう秀しゆうだからだ。それでも彼が気の毒でならなかった。

「……それにしても、身分書が見たかったのに主上の許しがないと駄目だなんて。確かに大切なものだから、見るのに許可が必要なのはわかるけど、でも主上は叢雲の事にはこれ以上関かかわってほしくないみたいだし。願い出てもきっと許しはもらえないだろうな」

　廊下を歩きながら話していると、ふいに正面から誰だれかがやってきた。

　見慣れた紺こん碧ぺきの髪かみは青丞だ。

　青丞はこちらを見て口角を上げたが、すぐに隣の鵬玄に目を移して口元を引き締しめた。

「……何をしている？」

　声も冷たかった。立ち止まって、なるべくいつもと変わらない表情を心がけた。

「別に何もありませんよ」

　答えはお気に召めさなかったようで、青丞の目つきが鋭するどくなった。

「何もないだと？　噓うそをつけ。鵬玄と一いつ緒しよに腹心達と話をしていたと聞いたぞ。二人で何をこそこそしているんだ？　何か調べている事でもあるのか？」

　鋭く聞かれて、鵬玄と顔を見合わせた。

（どうしよう。でも黙だまっていても、青丞は勘かんもいいし行動力もあるからすぐに何をしているか探り当てられてしまうだろうな。それよりは事情を話した方がいいのだろうか？）

　悩なやんでいると、鵬玄が言いにくそうに口を開いた。

「白桜、実は凌箔の話を聞いた時、青丞もいたんだ。彼も事情を知っている」

　思わず目を見開いた。青丞がさっと辺りに目を配る。

「ここじゃ誰が聞いているかわからない。こっちにこい」

　促うながした青丞についていく。廊下の角を折れた先にある襖ふすまを開けて、青丞が手招いた。

「ここは宿直とのいする者達が仮か眠みんをとる部屋だ。日があるうちは人はこない。入れ」

　鵬玄と一緒に入ると、狭せまくて何もない部屋だった。立ったまま、青丞がこちらに向き直った。

「凌箔という白虎家の跡あと取とりだった男が、皐月と組んで龍陽寮りようの事件で暗あん躍やくしていたと朱咒に聞いた。主上に深い恨うらみを抱いだいていて、お命を狙ねらった事もあるともな。どうして黙っていたんだ。相談してくれれば、もっと早く対処ができたかもしれないんだぞ」

　責めるような感じではなく、心配するような口調だった。

「すみません。できたら内々に解決したくて」

「お前一人では限界もあるだろう。凌箔という男は、おそらく一ひと筋すじ縄なわではいかない。……俺達は四神の跡取りとして主上に仕える身だ。主上に仇あだをなす凌箔は、俺達全員の敵だ。だから一緒にそいつを捕つかまえるぞ」

　淡たん々たんとした物言いではあったが、青丞が心配してくれているのは十分伝わってきた。

「ありがとうございます……」

　不覚にも涙なみだが出そうになった。

　凌箔は策略に長たけていて、一人では太刀たち打うちできないと痛感していた。

　更さらに凌箔には〝最高の舞ぶ台たいでお前の秘密を世間に明らかにしてやろう〟と言われていた。

　彼には女だと知られている。いつそれを暴ばく露ろする気なのかがわからなくて、内心ずっと怯おびえていた。青丞が肩に手を置いて、安心させるようにぽんぽんと叩たたいた。

「それで、お前達はいったい何をしていたんだ？」

「実は……」

　青丞に何もかも話す事にした。

　結けつ婚こんの裏に何か理由がありそうなので調べている事。

　凌箔と皐月が龍宝帝を恨む原因になった、叢雲という男について調べている事を。

　聞き終わった青丞が口元に手を当てて、視線を巡めぐらせた。

「なるほど。俺も結婚の裏には何か主上の企たくらみがありそうだと思う。きっぱりと断ったが、もし企みがあるのならそう簡単には諦あきらめないだろうな。……わかった、俺も主上に探りを入れてみよう。それと」

　青丞の目に鋭い光が宿った。

「皐月の兄が叢雲という男なのか？　その叢雲が凌箔の親友で、二人は叢雲の敵かたきを討うとうとしているわけか」

「はい。ですが、主上が叢雲に無実の罪を着せて自害に追い込んだという話は、どうも信じられなくて」

　青丞が厳しい表情のまま、息をついた。

「いや、それが政まつりごとをする上でどうしても必要な犠ぎ牲せいだったら、主上は涙を吞のんで叢雲に罪を着せるだろう。あの方はそういう方だ」

　息子むすこである青丞の言葉は、妙みように説得力があった。

「主上が罪を着せたかどうか確かめるには、お前の言う通り叢雲の事を調べる必要があるな」

　黙って聞いていた鵬玄が、やや身を乗り出した。

「青丞は昔から大内裏に出入りしていたんだろう？　叢雲を知らないか？　六年前に官かん吏りだったらしいのだが」

「いや、そういう名の官吏は知らないな。六年前はちょうど母に対する側室達の嫌いやがらせがひどくなった頃ころだ。母を守るのに必死で、周りを気にしている余よ裕ゆうはなかった」

　青丞の母である若藤中ちゆう宮ぐうは、その嫌がらせに耐たえられず、今は青龍家の屋や敷しきにこもりきりという話だった。青丞が考えを巡らせるように視線を動かした。

「まだあの頃は子供だったし、そんなに政にも関わっていなかったから、その時に大内裏で起こっていた事件もよくは知らないんだ」

　肩を落とすと、青丞がわずかに微笑ほほえんだ。

「だが調べる術すべはある。中なか務つかさ省しように身分書があるはずだ。その身分書には官吏の情報が……」

「あ、それなら鵬玄に聞きました」

　手を上げて伝えると、青丞がむっとした顔になって鵬玄に目をやる。

　なぜだか鵬玄が薄うすく笑った。

「俺だってそのぐらいの事を調べるつては持っている」

　口調は挑ちよう戦せん的で、ますます青丞の機き嫌げんが悪くなるのを感じた。

「なるほど。だったらなぜ身分書を見に行かない？　如月が身分書を保管しているはずだが」

「主上の許可がないと見せられないと言われて、身分書が保管されている倉の鍵を貸してもらえなかったんだ」

　互たがいに火花でも散りそうなくらいの視線を交わらせ、どんどん口調もきつくなっていく。

（な、なんだ!?　急に喧けん嘩か腰ごしになったぞ。あっ、そういえば、龍陽寮に潜せん入にゆうしていた時から、青丞も鵬玄も何だか仲が悪くなってたよな。二人ともどうしたんだろう？）

　不思議に思っていると、ふいに青丞がこちらを向いた。

「だいたい、なぜ結婚の事や叢雲の事を調べるのに鵬玄に手伝ってもらうんだ。俺を頼たよれ」

　言い切られて、目が点になった。

（俺を頼れって……面と向かってそんな事を言うなんて、いつもの青丞からは考えられない。龍陽寮に潜入した頃からおかしかったけど、更におかしな事を言うようになったぞ！）

　心の中で叫さけんでいると、鵬玄がふんっと鼻で笑った。

「お前は主上の息子として顔が知られているから目立つし、調べるのには向かない。俺の方が頼りになる」

　頭の上で背の高い男二人が睨にらみ合っていた。

　どうも張り合っているような感じがしたが、それがなぜなのかまったくわからなかった。

「二人とも、おかしいですよ。どうしたんですか？　三人で協力すればいいじゃないですか」

　彼らを交こう互ごに見つめる。二人はふいにばつの悪い顔になって、互いにそっぽを向いた。

　先に口を開いたのは青丞だ。

「……そうだな。俺とした事が大人げない真似まねをした。すまない。身分書のある倉の鍵かぎだが、手に入れられるかもしれない」

「本当ですか！」

　目を輝かがやかせると、青丞が頷うなずいた。

「ああ、ちょっと時間をくれ」

「わかりました。……ではわたしは光永様の所に行ってきます。お屋敷を訪ねさせて頂くのに文ふみを書いてもらったりしたので、お礼に伺うかがわないと」

　鵬玄に目をやると、彼は軽く手を振ふった。

「俺は別の方向からもう一度叢雲の事を調べてみる」

　頷いて先に部屋を出ようとした。だが二人が何だか険悪な雰ふん囲い気きだったので、残していくのが心配だった。振り向くと、彼らはにこやかに手を振っている。その姿にほっと安心した。

（そうだよな、二人とも四神の跡取りなんだし、まさか大だい内だい裏りで喧嘩なんかしないよな）

「では、またあとで」

　軽く頭を下げて部屋を出て、廊ろう下かを急ぎ足で進んだ。
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　光永のもとに行くという白桜が、部屋を出て襖を閉めた。

　途と端たんに狭い部屋で、激しい睨み合いの火花が散る。青丞は腕うで組ぐみして鵬玄を睨みつけた。

「互いに抜ぬけ駆がけはしない約束だが、どうして俺に内ない緒しよで白桜と二人で調査を始めた？」

　鵬玄がふっと笑えみを浮うかべた。

「別に内緒にしていたわけではない。それに白桜が誰だれを頼るかは、白桜の勝手だ。それより、結婚の話はどうやら主上の思おも惑わくがあるようだが、念の為ために聞くぞ。絶対に結婚はしないな」

　青丞は不機嫌な顔をそのままに鵬玄を見み据すえた。

「ちゃんと断った。主上からは考えてみろと言われたが受け入れるつもりはない。白桜の秘密を守る為にも、何を言われても結婚はしない」

　白桜の秘密、それは彼が彼女である事だ。

　そして彼女の時の名は里桜姫ひめという。それはずっと恋こい焦こがれた愛いとしい人の名だった。

　里桜姫と結婚できるのであれば、本当なら喜んで受け入れる所だが、そんな事をしたら白桜の秘密がばれてしまうかもしれない。

　どうやら白桜は、女に戻もどっても都で官吏として働けるように大学寮の改革をしたいと思っているようだった。その夢を叶かなえる協力がしたくて、陰ながら支えようと決意した。

　だからこの結婚はどうあっても受け入れるわけにはいかなかった。

「……それより、お前の方こそ抜け駆けはしないと約束したはずだ。調査にかこつけて、白桜のそばにいて信しん頼らいを勝ち取るつもりか？」

　冷たい声を発すると、鵬玄がわずかに口角を上げた。

「そうだとしたらなんだ？　俺はこれ以上白桜に好きだと言わないと約束したが、白桜のそばにいるのをやめるなんて言ったつもりはない」

　堂々と言い返されて、思わず目を見張った。

「何だと？」

「誰が何と言おうと、俺は白桜のそばにいる。そしてこれからも白桜の信頼を得る為に努力を惜おしまないつもりだ」

　鵬玄は無骨で色いろ恋こいには無む縁えんな印象があったが、どうやらそうではないらしい。

「お前らしくないな。いつからそんなに積極的になった？」

「俺の何をお前が知っている？　俺はもともと欲しいものは力ちから尽ずくでも手に入れる男だ。好きな女性の為に尽つくして何が悪い」

　鵬玄がこんな事を言うとは思ってもいなかった。驚おどろいていると鵬玄が自信ありげに微笑む。

「俺はお前には負けない。最後に白桜をこの腕うでに抱だくのは俺だ」

　胸に手を当てた鵬玄を見て、青丞も強気な笑みを浮かべた。

「いいだろう。正々堂々勝負だ。俺もお前に負けるつもりはないからな」

　睨み合いつつも、互いに不敵に笑う。手て強ごわい相手だが、それだけやりがいもあった。
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「如月。風ふ呂ろに行くのだろう。俺も今夜は宿直とのいだ。たまには一いつ緒しよに行こう」

　青丞が部屋から出てきた如月に声をかけている。

　白桜は鵬玄と一緒に大きな柱に隠かくれてそれを見つめていた。如月が軽く首を傾かしげる。

「珍めずらしいですね。青丞様が私と一緒に風呂だなんて。何を企たくらんでいらっしゃるのやら」

「何も企んではいないさ。お前は寝ねる暇ひまがないくらい忙いそがしくても、毎日必ず風呂には入るだろう。風呂好きなお前にたまにはつきあおうと思ってな。……これでもいつも父が迷めい惑わくをかけてすまないと思っているんだ。背中でも流させてくれ」

　申し訳なさそうな顔をした青丞に、如月がやや眉まゆをひそめた。

　しかしそれ以上は何も言わずに、一緒に湯ゆ殿どのの方へと歩き出す。

「なるほどな、確かに風呂の中までは鍵を持って行ったりしないだろう。青丞も考えたな」

　感心したような鵬玄の声に頷いた。

　青丞から、こっそり鍵を借りようと提案されたのはついさっきだ。

　最初にこの提案を聞いた時に一度は止めたが、青丞に如月は規律に厳しく主上の許可がなければ貸せないと言った以上は、絶対に貸してはくれない。ならば身分書を見るのを諦あきらめるかこっそり見るかのどちらかだと言われて、悩なやんだ末にこっそり見る方を選んだ。つきあいの長い青丞が如月を湯殿で足止めしている間に、鵬玄と二人で鍵を手に入れて倉へ行く予定だ。

　手元にある鍵を見つめた。それは持ち手が花びらの形をしている鍵で、さきほど如月に見せられた倉の鍵とそっくりだった。

「これと倉の鍵をすり替かえるけど、本当にばれないかな」

「大だい丈じよう夫ぶだ。見た目はよく似ているから、鍵を錠じように差し込んで確かめない限りばれはしない」

　計画は今のところ順調だが、ついため息が出た。こっそり借りると言っているが、結局は盗ぬすむという事だ。気が重いが、どうしても叢雲の事を調べたかった。

（叢雲と彼の関かかわった事件を知るのが、凌箔の復ふく讐しゆうを止める一番の近道だと思う。凌箔にはわたしの秘密を知られているから、急いで彼を止めないと暴ばく露ろされてしまうかもしれない。ここは気が進まなくても、鍵を盗んでどうにか叢雲の経歴を見ないと）

　最高の舞ぶ台たいで秘密を明らかにすると言っていた凌箔の顔が、頭から離はなれない。

　もし秘密が知られたら、白虎家の一族全員がただではすまないだろう。

　家族を守る為にも、何とかこの危機を乗り越こえなくてはならなかった。

　鵬玄と一緒に息を殺して青丞と如月のあとをつけ、湯殿に入っていく二人の姿を見届けた。

　しばらく待っていると、鵬玄が辺りを何度か見回して一歩踏ふみ出す。

「鍵を貸してくれ。俺がすり替えてくるから、お前はここで誰も来ないか見張っていてくれ」

「いや、鵬玄だけにそんな危ない事はさせられないよ。わたしも行く」

　身を乗り出したが、鵬玄はやや困ったように眉根を寄せた。

「だが、男の湯殿だぞ。お前は入らない方がいい」

「大丈夫だよ、二人とももうお湯につかっている頃ころだし。この湯殿には他ほかに誰も入らないよう青丞が手配してくれているし。着物が置いてある所と湯殿は仕切りもあるから」

　女だと知っている鵬玄は、気をつかってくれているようだ。さすがに男の湯殿に入るのは勇気もいるし恥はずかしいとも思う。だが鍵を盗むなんて事を鵬玄だけにやらせるつもりはない。

「さあ、行こう」

　なるべく気にしていないふりをして、湯殿に近づいた。

　木戸をそっと開けると、もわっとゆげが立ちこめる。中は床ゆか張ばりで、両方の壁かべに棚たなが取り付けられていた。奥にもう一つ木戸があり、その向こうが湯殿のようだった。

　水音と話し声が聞こえてきて、青丞と如月が湯につかっている様子が伝わってきた。

「急ごう、如月様の着物は……」

　さすがに緊きん張ちようして鼓こ動どうが速くなった。手に汗あせをかきつつ、着物が置かれている籠かごに近寄る。

　二つある籠のうち、左側はさきほど青丞が着ていた着物が置いてあった。

「こっちが如月様の荷物だな」

　右側に置いてある籠に手を伸のばすと、鵬玄が耳元で囁ささやいた。

「籠の中を引っかき回すなよ。如月様は目め端はしが利きく。籠を探さぐった事に気付かれないようにな」

　確かに着物は如月の性格を表したかのように、きっちり端はしと端を揃そろえて畳たたまれていた。

　その形を崩くずさないよう気をつけて籠の下に手を入れると、固くて冷たいものに手が当たる。

「あった……！」

　握にぎって引き出してみると、鍵かぎの束だった。

　その中から持ち手が花びらの形をした鍵を見つけ出して、偽にせ物ものと取り替える。

「よし、これであとは鍵を戻せば……」

　ほっとして、鍵の束を着物の下に戻そうとすると、ふいに背後の木戸ががらりと開いた。

「あれ、鵬玄殿どのと白桜ではありませんか？」

　如月の声だった。心臓が止まるほど驚いて、慌あわてて持っていた鍵の束を籠の中に突つっ込んだ。

　鵬玄がすぐさま背中で庇かばうように移動して、如月と向き合う。

「ああ、こんな所で会うとは偶ぐう然ぜんだな。俺達も風呂に入ろうと思ってきたんだ」

　すぐに立ち上がり、如月の方へと身体からだを向けた。

「そうなんです……うわっ！」

　思わず両手で目を覆おおった。当たり前だが、如月は腰こしに手ぬぐいを巻いているだけの裸はだかだ。

（ど、どどどどうしよう!?　こんな間近で男の人の裸を見るなんて！）

　ちらりと見えた如月の身体は、よく鍛きたえているのかとても逞たくましかった。

「どうしました、白桜。何をそんなに慌てているんです」

「お前の傷に驚いているんじゃないか。よく生きてたなと思うくらいの傷だからな」

　青丞の声が聞こえたが、間ま違ちがいなく彼も裸だろうから目を向けられなかった。

「ああ、この傷ですね。ずいぶん昔のものなんですが消えなくて」

　何事もないように話しているが、ちらりと見えた如月の傷は目に焼き付くほどひどかった。

（胸から腹にかけての切り傷だった。確かに生きているのが不思議なほどの傷だったな。……いやいや今はそんな事を考えている場合じゃない。何とかここから逃にげないと！）

「……あ、しまった。手ぬぐいを忘れてきたみたいだ。ちょっと取ってくるよ」

　裸の二人を見ないようにしながら、鵬玄へと話しかける。

「ああ、俺もお前に誘さそわれて慌ててきたから、帯を忘れた。どうやら二人して今日はうっかりしているようだな。一緒に取りに戻もどろう」

　うまく話を合わせてくれた鵬玄と、足早に湯殿を出て行った。
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「あったぞ。白桜、これじゃないか？」

　鵬玄の声が背後で聞こえて、白桜は目を通していた巻物から顔を上げた。

　ここは文書などを保管している校きよう書しよ殿でんの庭にある倉の中だ。何とか鍵を手に入れ、見回りの衛兵の目をかいくぐり、鵬玄と一緒に身分書が保管されている倉へと侵しん入にゆうしていた。

　人一人が通れるくらいの隙すき間まを空けて並んでいる棚には、大量の文書と巻物の山があった。

　見ただけでうんざりする書類の多さだったが、鵬玄と手分けして叢雲の身分書を探した。

　もうすぐ日の出の時刻なので焦あせっていると、ようやく鵬玄が目的のものを見付けたようだ。

　あまりに酷こく使ししすぎてかすんでいた目をこすりつつ、慌てて鵬玄のもとに駆かけ寄る。

　そして彼が手にしている冊子をのぞき込んだ。

「名前や大学寮りようの成績に親兄弟の名前、それに配属先が書いてある……きっとこれだ！」

「ああ、この辺りの棚に置いてある冊子はすべて身分書のようだ。年号が書いてあるから、六年前は……これだ」

　鵬玄が棚の真ん中にあった冊子を引き抜ぬいた。

「いろは順に名前がのってるみたいだね。それなら叢雲の名はこの辺りに……」

　鵬玄から分厚い冊子を受け取って、ぱらぱらとめくった。

　どうやら管理している如月の性格が出たようで、綺き麗れいに整理してあるから調べやすかった。

「……あれ？　この冊子にのっているはずなのに」

　手にした冊子をもう一度めくってみるが、何度見ても叢雲の名はなかった。

「どういう事だ。いろは順にのっているから、〝む〟で始まる名前だったらこの辺りに……」

「待て、白桜。ここを見ろ」

　鵬玄が指した箇か所しよでめくる手を止める。

　よくよく見ると、その部分にあるはずの紙が破かれた形けい跡せきがあった。

「名前の順に正確に並んでいるから、叢雲の情報は間違いなくここにのっていたはずだ。でもここは破かれている。これはもしかして、誰だれかが持ち去ったのか……？」

　呟つぶやいて鵬玄に目をやると、考え込むように顎あごに手を当てていた。

「そう考えるべきだな。おそらく叢雲の事を調べてほしくない誰かがいるのだろう。ここの鍵は如月様が管理されている。簡単に入れるはずがないんだが、いったい誰がこんな事を……」

　鵬玄が急に言葉を止めて、倉の入り口に目をやった。

「誰か来る！」

　慌ててろうそくの火を消し身を屈かがめた。同時に倉の外から声が聞こえる。

「中に誰かいるのかっ」

　おそらく見回りの衛兵だろう。声の大きさからすると扉とびらのすぐ向こうにいるようだ。

　今出て行けば鉢はち合あわせすると思って倉の奥に移動し身を潜ひそめる。

　息を殺していると、鵬玄が囁いた。

「俺が出て行って衛兵の気をそらすから、お前は隙すきを見て逃げるんだ」

「でも……！」

「大丈夫だ。俺は衛兵にも顔が利く。一人なら何とでも言い訳ができる。それに、こんな所で足止めされたら、如月様に鍵を返す機会を失うぞ。今夜中には鍵を返さないと偽物の鍵だとばれるかもしれない。ここは俺が何とかするから、お前は鍵を返しておいてくれ」

　確かにそうだった。今夜一晩、青丞が宿直とのいだと言って如月に張り付いていた。

　隙を見て鍵をまた入れ替えるから、今夜中に調べを終えろと言われていた。

　ふっと男らしい笑えみを浮うかべた鵬玄が、右手を伸ばして頰ほおを撫なでる。

「それにお前を危険な目にあわせたくない。男だ女だというつもりはないがお前を守りたい」

　優やさしく微笑ほほえまれて、どうしていいかわからなくなった。

「ここは俺に任せるんだ。お前は何も心配しなくていい」

　いつのまにか暗い倉の中で、壁を背にして正面にいる鵬玄の腕うでに抱だかれるような形になっていた。息がかかるほど間近に彼の顔があるのに気付いて、頰が紅潮する。

（どうしよう。こんなに近くで見つめられたら、心臓が飛び出そうになる！）

　あたふたしていると、鵬玄が名残なごり惜おしそうに頰から手を離はなし、きびすを返した。

「とりあえずここにいろ。俺が様子を見て合図するから、そうしたら逃げろ」

　落ち着いた声だった。広い背中はすがりたくなるほどの安心感を与あたえてくれた。

　鵬玄に任せておけば大丈夫、そんな気持ちにすらなって、胸がずくんとうずいた。

「誰だ！」

　扉が開いて、衛兵がろうそくでこちらを照らした。鵬玄が堂々とした態度で扉に近づく。

「見回りご苦労」

「お前は……！」

　衛兵が上げた声はどこかで聞いた事があるような気がした。

「……ん？　あなたは大雅殿か？」

　鵬玄の驚おどろいた声が聞こえた。まさかと思いつつ、そっと扉の方に目をやる。

　明かりを手にした衛兵は、確かに大雅だった。鵬玄がやや首を傾かしげる。

「どうしてこんな所に？　あなたは刑ぎよう部ぶ省しように配はい置ち換がえになったと聞いたが」

　大雅は目つきを険しくしていたが、すぐに唇くちびるを嚙かむような仕草を見せて俯うつむいた。

「……人手が足りないからと、二、三日の間、見回りの仕事に出向させられているんだ」

　ぼそぼそとした声だった。目は足もとに向けられて、むすっとした顔をしている。

（あれ？　何だか昼間話した時と感じが違ちがうな。昼間は今の仕事も楽しくやっていると言っていたのに……）

　大雅がようやく顔を上げ、鵬玄に一歩近づいた。

「そんな事より、ここで何をしている」

「主上の命令で捜さがし物をしていたんだが、少々手間取って遅おそくなってしまったんだ。もう帰る所だった。驚かせてすまなかったな」

　大雅からこちらが見えないよう、さりげない仕草で鵬玄が身体の角度を変えた。

「本当か？　いったい何の捜し物だ」

　大雅がじろりと倉の中を見回した。

　背中を冷や汗あせが流れる。彼はなかなか鋭するどいし、大学寮を首席で卒業した秀しゆう才さいだとも聞いていた。そう簡単にごまかせる相手ではないだろう。

「それは言えない。主上からの密命だからな。だから俺がここにいた事は黙だまっていてくれ」

　言葉だけを聞くと穏おだやかだが、鵬玄からは有う無むを言わせない迫はく力りよくが感じられた。

　さすがの大雅も、その迫力に押されるように後ずさる。

「しかしそういうわけには……」

「もし誰かに話せばお前もまずい事になるぞ。……もっと格下の仕事に就つきたいのか？」

　脅おどしともとれる言葉を聞いて、大雅の顔色が変わる。鵬玄が大雅に近づいて腕を摑つかんだ。

「こっちに来い。じっくり話をしようじゃないか」

　強ごう引いんに腕を引かれて、大雅が出て行く。

　鵬玄が扉を出る一いつ瞬しゆんの隙に、こちらに顔を向けて、小さく頷うなずいた。

（今の、逃げろって合図だよな。……よし！）

　すぐに扉まで足音を忍しのばせて近づいた。わずかに開いた扉の隙間から外を見ると、入り口から少し離れた所で、鵬玄と大雅が話をしていた。

（……大雅殿が背中を向けている。……今だ！）

　身を低くして扉から出て、近くの木こ陰かげに駆け込んだ。

　鵬玄の方を見ると、大雅とまだ話をしている。どうやら大雅には気付かれなかったようだ。

　ほっと胸をなで下ろし、校書殿の庭を抜け出して、清せい涼りよう殿でんの近くまで辿たどり着く。

　辺りに人がいない事を確かく認にんして、大きく息をついた。

「鵬玄のおかげで助かった。それにしても、大雅殿の様子が昼間とずいぶん違っていたような気がしたけど……」

　さきほどの大雅の様子を思いだす。どうも見回りの仕事を不満に思っているように感じた。

「……人手が足りなくて出向しているって言ってたから、慣れない仕事で疲つかれていただけかもな。それでも放ほうり出したりせず見回りをしているのは、頑がん張ばっている証しよう拠こだ」

　そう思い直して、改めて校きよう書しよ殿でんがある方へと目を向けた。

「何とか見つからずにすんでよかった。鵬玄は大だい丈じよう夫ぶかな。……鵬玄は頼たよりがいがあって優しくて一いつ緒しよにいるとすごく安心できる。わたしのやりたい事を理解して協力してくれる。それってわたしが好きだから……？」

　呟くと同時に顔が真っ赤になった。

「でも、わたしはそこまでしてもらうほどの価値がある人間なんだろうか？　だって美人でもないし、おしとやかでもないし、心引かれるような恋こい文ぶみも書けないし……」

　考えれば考えるほど、女性としての魅み力りよくはないような気がした。

　鵬玄もわかっているだろうに、それでも好きだと言ってくれる。

　それはつまり、自分に女性らしさを求めているわけではないのだろうと思った。

「……鵬玄の気持ちにどう応こたえたらいいんだろう」

　考え込んでいると、ふいに背後でガサッと音がした。慌あわてて振ふり向いて、目を見開く。

「朱咒!?」

「やあ、白桜、こんな所で何をしているんだい？」

　月明かりの下で、朱咒がにこやかに微笑んでいた。

　四神の跡あと取とりの一人、朱雀家の朱咒は燃えるような赤い髪かみと瞳ひとみをしている。この国で一番女性にもてるという噂うわさだが、それが真実だと思わせるような男の色気に満ちていた。

「ええっと、ちょっと散歩に」

「散歩？　こんな夜中に？」

　不ふ審しんそうな顔をされて、口ごもるしかなかった。

「……朱咒の方こそ、こんな夜中に何をしているんですか？」

「可愛かわいい女官達と楽しく遊んでいたら、いつのまにかこんな時間になっていてね。女官達と親しくしているのがばれたら少々面めん倒どうだから、ここで会った事は内ない緒しよにしておいてくれ」

　朱咒が片目を瞑つぶって人差し指を口元に当てた。

　相変わらず色いろ恋こいに忙いそがしいようだ。呆あきれていると、朱咒がふいに右手に顔を向けた。

「さっき校書殿の方から出てくるのを見かけたけど、あんな所で何をしていたのかな？　そうそう、君と鵬玄はあちこちで〝叢雲〟という男の話を聞いて回っているようだね。その叢雲は官かん吏りだったとか。そういえば校書殿の倉には、官吏の経歴を書いた身分書があったはず」

　朱咒は、この世のすべてを知っているのではないかと思う時がある。

　額に汗をかきつつ、目をきょろきょろさせていると、朱咒がにっこりと笑った。

「まさかとは思うけど、校書殿の倉に忍び込んだりはしていないよね。いやいや、いくら白桜が無む謀ぼうでもそんなお馬ば鹿かさんな事はしないよね。そうそう、倉の鍵かぎは如月が管理しているはずだけど、あいつがそう簡単に貸すはずはないし」

　腕うで組ぐみをしてうんうんと頷く朱咒の一言一言に、汗がたらたらと流れた。

「もし倉に忍び込んだとしたら、鍵は盗ぬすむしかないね。だけどまさか主上のお気に入りの白桜が、そんな愚おろかでとんでもないことをしでかすはずがない。そんな事をしてもし見つかったら、いくら四神の跡取りでも処しよ罰ばつは免まぬかれないからね」

（すっごく軽い調子で言ってるけど、目が笑ってないよ！　これは絶対に倉に忍び込んだのに気付かれてる。朱咒をそう簡単にごまかせるはずないし……）

　もう噓うそはつけないと思った。やや俯き加減になって、渋しぶ々しぶと口を開く。

「……どうしても調べたかったんです。皐月と凌箔の復ふく讐しゆうを止める為ためには、叢雲の事を調べる必要があって」

　朱咒は内ない偵てい官吏という裏の顔を持っている。凌箔が白虎一族の一人で龍宝帝の命を狙ねらっている事も彼は知っていた。そして、自分が女だという秘密にも彼は感づいていた。

　朱咒に今までに知った事実を包み隠かくさず話した。

　彼は何を考えているのかわからない所もあるが、知ち恵えがあって行動力もある。

　帝みかど直属の内偵官吏の彼に、できたら情報をもらえないかという思いもあった。

「……なるほど。皐月の兄で凌箔の親友の叢雲ね。あの二人が主上に恨うらみを持っているのは知っていたけど、その理由は叢雲の敵かたきを討うつ為だったのか」

「ええ、朱咒は叢雲の事をご存じないですか？　六年前官吏だったはずなんですが」

「うーん。官吏といってもたくさんいるからね。いくら私が頭脳明めい晰せきでも、一人一人の名前まで覚えていないよ」

「やっぱりそうですか……。叢雲の身元を調べたくて身分書を探したんですが、彼の経歴が書かれているはずの箇か所しよが破かれていました。どうやら彼の事を調べてほしくない誰だれかがいるみたいです」

　ため息をつくと、朱咒が肩かたを竦すくめた。

「事情はわかったけど、皐月と凌箔の復讐を止める為に白桜が無理をするのはいただけないな。彼らを助けたいと思っているんだろうけど、そんな義理はないだろう？」

「でも、あの二人は主上を狙っています。このままだととんでもない事をしてしまう気がするんです。放っておくわけにはいきません」

「だったら、あの二人を捕とらえればすむ話だ」

　あっさり言い返されて、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

（何だか朱咒がおかしい気がするな。いつもならこんな冷たい言い方はしないのに）

　不思議に思っているのに気付かないのか、朱咒が微笑ほほえんだ。

「君が心配なんだよ。あの二人は罪人だ。情けをかける必要はないんじゃないかな」

　朱咒の言い分は理解できる。だが、妙みような違い和わ感かんがあった。

　声や言い方は優やさしいが、要するに皐月と凌箔を見捨てろと言っているのだ。いつもの朱咒なら、いくら敵とはいえ、情けをかける必要はないなんて簡単に言うはずがなかった。

「いいかい、白桜。君は白虎一族を背負っているんだ。それに大きな秘密を抱かかえてもいる。余計な事をして目立つのはまずいんじゃないか？」

「それはそうですけど……」

　心配してくれているのだと思うが、どうもおかしな感じがした。

　具体的に何がおかしいのだろうと考えていると、朱咒が手を差し出した。

「倉の鍵はまだ持っているんだろう？　私がこっそり返しておくから渡わたして」

　如月とは親友だと公言する朱咒の方が、鍵をそれとなく返せるかもしれない。

　懐ふところから鍵を出して渡すと、ふいに朱咒が真しん剣けんな表情になった。

「これ以上叢雲の事は調べない方がいい。皐月と凌箔を捕らえれば、すべて丸く収まるんだ。それに主上が里桜姫ひめに青丞との結けつ婚こんを申し込んだと聞いたよ。どうにかしないとまずいんじゃないか」

　確かにそうだった。申し込みの使者が来るまでにはもうそんなに日はない。

「朱咒、その結婚の話なんですが、どうやら主上が何か企たくらんでおられるようなんです。それが何かも調べないといけないんですけど……。事情を知りませんか？」

　内偵官吏の朱咒は、以前も龍宝帝に命じられて里桜姫は絶世の美び姫きだと噂を立て、里桜姫争そう奪だつ戦を開かい催さいするよう画策した。その時は裏で龍宝帝と朱咒がある企みを持っていた。
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「いや、今回は私は関かかわっていないんだ」

「え!?　本当ですか？　主上の企みにはいつも朱咒が一枚嚙かんでいると思ってましたけど」

　思わず疑いの目を向けると、朱咒が軽く両手を拡ひろげた。

「そういつもいつも私が何かしているわけじゃない。それにさすがに里桜姫の結婚は阻そ止しするよ。前にも言ったけど、私は君が気に入っている。だから君の秘密を守る為に手を貸そうと思っている。だけど結婚なんて事になったら、さすがに秘密がばれる可能性が高くなるだろう」

　珍めずらしく真剣な顔をした朱咒は、噓をついているようには思えなかった。

（確かにそうかもな。秘密を知っている朱咒なら、里桜姫と青丞の結婚がどのぐらいまずい事かわかっているはずだし。さすがに結婚させようって主上の計画を手伝ったりしないはず）

　項うな垂だれると、心配そうな顔をした朱咒が肩に手を置いた。

「早く何とかしないと結婚させられるよ。乗り気の主上を止めるのは至難の業わざだ。君が……いや、里桜姫が結婚なんてしたら、私は可愛くて楽しいおもちゃを一つなくしてしまうよ」

「……可愛くて楽しい〝おもちゃ〟って誰の事ですか？」

　聞き捨てならなくてむっとすると、朱咒が苦く笑しようした。

「冗じよう談だんだよ。じゃあ、私はこれを返してくるから。そうそう、お駄だ賃ちんはもらわないとね」

　素す早ばやい動作で朱咒に手を握にぎられた。あっと思う間もなく、手の甲こうに口付けられる。

「ああっ！　またこんな事をして……！」

　怒いかりの声を上げたが、朱咒は笑いながらさっと背を向けた。

「勘かんのいい如月にこっそり鍵を返すなんて、けっこう大変なんだよ。これぐらいのお駄賃はもらわないと割に合わないよ。じゃあね」

　去っていく朱咒の背中を見つめ、ため息をついた。

　彼の姿が見えなくなってから、改めてこれからどうするべきかと考える。

「朱咒の言う通り、結婚の申し込みを先に何とかしないとまずいな。叢雲の事を調べて凌箔を説得しようと思ったけど、身分書が見つからなかったから、今はこれ以上何もできないし」

　叢雲の調べが中断してしまうが仕方ないと自分に言い聞かせ、屋や敷しきへ戻もどる為に駆かけ出した。
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　夜も更ふけ、ろうそくの明かりで書物を読んでいた龍宝帝は、人の気配を感じて顔を上げた。

「主上、失礼致いたします」

　襖ふすまが音もなく開いて顔を見せたのは、側近の如月だ。彼は目の前に座って礼をした。

「身分書の件ですが、うまくいったようです」

「そうか。だが油断するなよ。白桜はああ見えてなかなか鋭するどいからな」

「お任せください。叢雲の身元を確かく認にんする物は身分書だけでしたが、処分ずみですので過去を調べる術すべはありません。鍵を貸さないと言っても白桜は諦あきらめそうになかったので、わざと盗ませて身分書がない事を確認させました。これで調べる手段はなくなったとわかったはずです」

　白桜の顔を思い浮うかべる。まだ子どものような面おも差ざしでぼんやりとしている時もあるが、ここぞという時の度胸も頭の回転もいい。世間には知られたくない事情もあるので、これ以上白桜に叢雲の事を調べられたくなかった。

「どうやら青丞と鵬玄も白桜に協力しているようだな。面めん倒どうな事にならなければよいが」

　四神の跡あと取とり達はみんな個性的で優ゆう秀しゆうだ。

　国を預かる帝としては頼たのもしい限りだが、こんな場合は少しばかり困った。

　叢雲の痕こん跡せきは消している。官かん吏りとして特別な仕事に就ついていたから、彼を知っている者は限られていた。身分書がなければ、いくら調べても叢雲の身元を知る事はできないだろう。

　完かん璧ぺきなはずだが、それでも白桜はなかなかの脅きよう威いだった。

「如月。絶対に叢雲の事は知られるな。白桜を欺あざむけ」

「御ぎよ意い」

　如月が一礼して、部屋をあとにした。
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　白桜は大だい内だい裏りの広間で龍宝帝と向き合っていた。

　結婚の申し込みの使者が来るまであと七日。里桜姫と青丞の結婚を諦めてもらうにはどうしたらいいかと散々考えたが、結局いい案は浮かばなかった。

　こうなったら直接龍宝帝を説得するしかないと心を決めて、大内裏にやってきたのだ。

「主上、やはりいきなり結婚はいかがなものかと……」

「いきなりなものか。青丞は里桜姫に会いに足あし繁しげく白虎家に通っているし、二人はお見合いもしている。そろそろ青丞にも身を固めてもらわねばならないとずっと考えていた。ようやく青丞も一人前の官吏になった事でもあるし、いい機会ではないか」

　御み帳ちよう台だいに座る龍宝帝は、どんなに説得しても諦めてはくれなかった。

「しかし、姉は身体からだが弱く、結婚は難しいと思うのです」

「身体が弱いなら、国中の医者を集めて健康な身体にしてもらえばよい。それにしても、お前はよく里桜姫が病弱だと言うが、尚侍ないしのかみとして大内裏に上がった時の彼女はとても健康そうだったぞ。具体的にどこがどう弱いのだ？」

　うっと言葉に詰つまった。何とかそれを表には出さずに、冷静さを保つ。

「……具体的にと言われましても、姉はその時々でいろんな病にかかるので……」

　しどろもどろに答えて、これ以上話をするのは危険だと思った。

　やたら突つっ込まれると勘のいい龍宝帝に噓うそがばれる恐おそれがある。

　芋いもづる式に、白桜と里桜姫が同一人物だという秘密まで感づかれてはまずい。

「主上の仰おつしやりたい事はよくわかりました。では、お言葉を姉に伝えて参ります」

「うむ、そうするように」

　満足げな龍宝帝に見送られて、逃にげるように部屋を出た。廊ろう下かを歩きつつ、ため息をつく。

「やっぱり説得するのは無理か。せめて、どうして結婚させたいのか理由がわかればな」

　これからどうするべきかと悩なやみつつ、何気なく腰こしの辺りに手をやった。

　すると、腰こし帯おびに差していたはずの扇おうぎがない事に気付く。

「あれ？　さっきまであったのに。どこにやったっけ……？」

　今日の行動を頭の中で考えて、さきほど龍宝帝に謁えつ見けんした時に、座ると邪じや魔まになるからと傍かたわらに置いた事を思いだした。

「さっきの広間だな。取りに戻ろう」

　祖父の扇で、桜の絵え柄がらが綺き麗れいだったから借りているものだった。

　急いで戻り襖の所までくると、ふいに中から声がした。

「……主上、七日後の件ですが」

　声は如月だった。どうやら龍宝帝がまだ中にいるようだ。

　出直そうかと考えていると、如月の話し声が耳に入ってきた。

「里桜姫ひめへの結けつ婚こんの申し込みですが、前回よりも侍じ従じゆうを多く贈おくり物も倍にしようと思います」

「うむ、よいな。誰だれも見た事がないくらい派手にしろ」

　どうやら結婚の申し込みについての話をしているようだ。思わず顔が引きつった。

（そんなっ、前に来た時も侍従はかなり多かったし、贈り物だって庭いっぱいにあったんだぞ！　あれより派手にするっていったいどれだけ豪ごう華かにする気なんだ!?）

　めまいすら覚えて額に手を当てると、中からまた声がした。

「ん？　如月。何を笑っているのだ」

「いえ、事情があるとはいえ、息子むすこの結婚を駆け引きにつかえる主上は素す晴ばらしいなと」

　その言葉に、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

（事情ってなんだ？　駆け引きとか言ってるし、どういう事だろう？）

　帝みかどの話を盗ぬすみ聞きするなんて、とんでもない事だとわかっていた。

　もしばれたら四神の跡取りといえどただではすまないだろう。

　それでも今の話は聞き捨てならず、息を殺して耳を澄すます。

「嫌いやみな言い方だな。青丞は今は嫌がっているが、里桜姫に好意をもっているのは間ま違ちがいがない。結婚すれば青丞も落ち着くだろうし、里桜姫という可愛かわいい嫁よめがくる。万ばん々ばん歳ざいではないか。それにほんの少し、私の事情が加わるだけだ」

「その事情ですが、どうやら大学寮りようの改革についての話し合いがまたしても漏もれていたようです。このままでは改革に支障がでます。早々に何とかしないと」

「そうか。龍陽寮の事件の時も、白桜が私に報告した内容が敵に漏れていた。やはり、大内裏に『裏切り者』がいるのだな」

　声が低く厳しくなった。裏切り者という言葉に、心臓が射い貫ぬかれるほどの衝しよう撃げきを受ける。

　信じがたいが、今の話には心当たりがあった。

　龍陽寮に潜せん入にゆうした時、龍宝帝に報告した内容を皐月が知っていた。

（皐月は大内裏にも仲間がいると言っていたけど、もしかしたらそれが主上が今話している裏切り者の事なのだろうか？　もし本当に裏切り者がいるとしたら、大おお事ごとだぞ！）

　部屋の中からは如月の声が聞こえてきた。

「白桜が報告に来た時、隣りん室しつで私と腹心達も話を聞いておりました。人ひと払ばらいをしていたので、話が聞こえる場所には他ほかに誰もいなかったはずです。ですから私を含ふくめた腹心達の中に裏切り者がいる可能性が高いかと」

「お前は含めなくていい」

「おや、信用してくださるのですか？」

「ああ、お前は裏切るならもっとうまくやるだろう。こんなしっぽは摑つかませないはずだ」

　苦く笑しようする気配がした。二人の会話を聞いて愕がく然ぜんとする。

（腹心達の中に裏切り者がいる。そんな、まさか……。だって彼らはみんな、想そう月げつの事件の時だって、命がけで主上を支持したのに）

　忌いみ神一族だった想月は、龍宝帝の息子、碧へき嵐らんを操あやつってこの国を手に入れようとした。

　碧嵐が龍宝帝の跡あと継つぎとして名乗りを上げた時に、賛成する貴族が多数出る中で毅き然ぜんとした態度で反対したのは腹心達だった。そんな彼らが、龍宝帝を裏切るなんて考えられなかった。

　あまりの事に、驚おどろくと同時に息を吞のんだ。

「誰だ！」

　鋭い声が部屋の中からした。慌あわててその場を離はなれようとしたが、それより早く襖が開いた。

「白桜……！」

　如月の驚いた顔が目の前にあった。驚きよう愕がくのあまり、思わず腰が抜ける。

　彼が素す早ばやい動作で太刀たちを抜き、喉のどに突きつけたのだ。

「何をしているのです。危あやうく殺す所でしたよ」

　如月が恐ろしいと感じたのは初めてだ。淡たん々たんとした仕草で太刀を納めた如月が、右手を差し出す。どうやら摑まれという意味らしいが、怖こわくて手を握にぎるのには躊ちゆう躇ちよした。

「どうしました？　さあ早く手を出しなさい」

　おそるおそる手を握る。軽々と起こしてくれる如月に、今までとは違ちがう印象を持った。

（如月様が太刀を抜いた所を初めて見た。怖いくらいの迫はく力りよくだった。この感じはどこかで……）

「白桜。こっちへ」

　考えようとしたが、龍宝帝の声で意識がそちらに向いた。

　部屋に入ると、龍宝帝の鋭するどい視線とぶつかる。

「盗み聞きとは行ぎよう儀ぎが悪いな。仕方ない、話を聞かれた以上は協力してもらうしかないな」

　にんまり笑う龍宝帝に嫌な予感がした。







「主上、その笑えみは里桜姫争そう奪だつ戦の時にも見た気がします。やっぱり何か企たくらんでいるんですね」

　白桜は龍宝帝の前に座った。じとっと見つめると、龍宝帝が苦笑する。

「ああ、企んでいるぞ。そしてお前に協力させようと思っている。白桜、青丞と結婚するよう、里桜姫を説得してくれ」

「嫌です。どうしてわたしが……」

　断ろうと身を乗り出すと、斜ななめ前にいた如月が意味深に笑った。

「帝の話を盗み聞きするとは何と恐れ多い！　これは罰ばつを受けてもらわないといけませんね。一族全員連帯責任で都落ちなんていかがですか？」

「うっ……！」

　思わず言葉に詰まった。さすがにこっそり話を聞いたのはまずかったという自覚はある。

「……確かに話を聞きました。ですが忘れ物をしたので取りにきたら偶ぐう然ぜん聞こえただけです」

「偶然！　何て都合のいい言葉でしょう。ではその偶然のせいで白虎一族は都から追放になるわけですね、主上」

「そうだな。大だい内だい裏りで私の話を盗み聞きしたのだ。もしもわずかにでも申し訳ないと思っているのなら、誠意を態度で示してもらえたら、私も考える余地がないわけでもないが」

　声こわ高だかに話す龍宝帝と如月に、思わず頰ほおが引きつった。

「……その芝しば居いがかった会話はやめてください。〝誠意〟とは〝言う事を聞け〟という意味でしょう？……さっき如月様と話していた、腹心達の中に裏切り者がいるというのと、姉と青丞の結婚の話は何か繫つながりがあるようですね。まずは事情を教えて頂けませんか？」

　事情を聞いたら、関かかわる事になってしまうかもしれないと予想はついた。

　それでも大内裏に裏切り者がいるという話は聞き捨てならない。

　視線を鋭くすると、龍宝帝がゆっくりと頷うなずいた。

「では話そう。──実は、大内裏での話し合いが外に漏れているようなのだ。それも大学寮の改革についての内容がな。話し合いに参加しているのは、私と腹心達。そしてその時々で、大学寮の頭かみや意見を聞く為ために学者を呼んだりしていた。彼らの誰かが裏切り者の可能性がある」

　大学寮の改革とは、今まで身分の高い貴族しか入れなかった大学寮に、優ゆう秀しゆうな平民達も入学できるようにしようというものだった。龍宝帝は身分に関係なく、優秀な者や努力した者が官かん吏りとなり、大内裏で活かつ躍やくできるような世の中にしたいと言っていた。

　龍宝帝は厳しい顔つきのまま、話を続ける。

「そこで、私は彼らを試ためす事にした。話し合いに参加した者を何人かずつに分けて、大事な話をする時に理由をつけて隣室で聞かせるようにした。そして、敵は白桜が報告した内容を知っていた。あの時隣室で話を聞いていたのは……如月を含めた五人の腹心達だった」

　信じられなくて、思わず目を見張った。

「腹心達とは、右大臣の光永様、式部省の正治卿きように兵ひよう部ぶ省しようの蔵持卿。それと、大おお蔵くら省しようの景恒卿ですね。しかし、あの方達の中に裏切り者がいるなんて……」

　一人一人の顔を思いだす。人の話は聞かないし強ごう引いんではあるが、国を思う気持ちは誰よりも熱い者達ばかりだ。彼らが龍宝帝を裏切るなんて思えない。

「私も信じたくない。しかしお前が報告した時、近くにいたのは彼らだけ。それで話が漏れたのならば、彼らの誰かが敵に話したとしか思えない。その誰かを特定する為に、私はもう一つ罠わなを仕し掛かけようと思うのだ」

　罠という言葉に、思わず顔を上げた。

「それはいったいどんな罠ですか？」

「里桜姫と青丞の結婚だ」

　にんまり笑った龍宝帝に、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「裏切り者を特定するのと結婚と、どういう関係が？」

　まったく意味がわからなかった。龍宝帝が持っていた扇せん子すをさっと拡ひろげた。

「以前から腹心達は、私の顔を見れば青丞と里桜姫を結婚させろとうるさかった。あまりにごり押しがひどいのと、腹心達を疑い始めていたのもあって、何か他に結婚を勧すすめる理由があるのではないかと思った。そこで手の者に調べさせたのだ」

　手の者、という言葉に朱咒の顔が浮うかんだ。龍宝帝の命令なら、たとえどんな事でもやってのける内ない偵てい官吏の裏の顔を持つ朱咒が調べたのに違いないと思った。

「すると、その手の者がこんなものを見付けた」

　龍宝帝が傍かたわらの文ふ箱ばこから一枚の紙を取り出した。見ると、それは一度焼いたのか、紙の左側に焦こげたようなあとがあった。如月が龍宝帝から紙を受け取って、こちらに手て渡わたしてくれる。

　それに目を通して、思わず息を吞んだ。

「これは……！」

　焼けているので、後半の内容はわからない。

　ただ、前半には『青龍家の青丞と、白虎家の里桜姫の結婚の儀ぎを行わせよ。その時に、国がひっくり返るほどの大事件が起こるだろう。その大事件とは……』とある。

　そこから先は焼け焦げていて読めなかった。

　おそらく後半に、大事件がどんなものなのか書いてあったのに違いない。

「これは敵の密書のようだ。腹心達がいつも使っている、大内裏の部屋にある火ひ鉢ばちの中から出てきた。焼いて処分しようとしたようだが、完全に燃やせず残ってしまったようだな」

　龍宝帝の表情は変わらないが、わずかに目が悲しそうに伏ふせられている。

　信しん頼らいしていた腹心の中に裏切り者がいるのは、やはり辛つらいのだろう。

　龍宝帝は一度息を吸い込んで、そしてこちらに視線をさだめた。

「その密書だけでは、誰だれがどんな目的を持っているのかわからない。だからそれを調べる為に、逆に罠を仕掛けて裏切り者をあぶり出そうと思うのだ」

　そこまで言われて、ぴんときた。

「つまり、敵は大事件を起こす為に青丞と姉の結けつ婚こんの儀を行わせようとしている。だから、その裏切り者が誰か見み極きわめる為に、わざと敵の思おも惑わくに乗って、結婚の儀を行おうというお考えですか？」

「その通り。結婚の儀を行えば、裏切り者は必ず動く。腹心達の中であやしい動きをした者が裏切り者だ」

　とんでもない計画に開いた口が塞ふさがらなかった。

「危険ではありませんか？　敵の思惑に乗るなんて」

「だが、敵に動きが筒つつ抜ぬけのままではまずい。確かに危険かもしれぬが、他ほかに手はないのだ」

　確かにそうかもしれないと思う。

　裏切り者が大内裏にいては、せっかく進み始めた改革が頓とん挫ざしてしまうかもしれない。

「そんな計画があったのなら、どうして最初に言ってくださらなかったんですか？」

　龍宝帝が渋しぶい表情になった。

「私も里桜姫ひめの事は気に入っている。青丞と結婚させて、青龍家に迎むかえ入れたいと本気で思っている。里桜姫が受け入れてくれるなら、そのまま本当に結婚させてしまおうと思っていた。裏切り者は見つかるし、可愛かわいい嫁よめはくるし、一石二鳥だなと」

　うんうんと頷いている龍宝帝に心底呆あきれた。

「主上！　姉は好きになった人としか結婚はしないと申しておりました。結婚を強制されるのは、姉が一番嫌いやがる事です。主上がどうしてもと言われれば断れませんが、姉は意に染まない結婚をさせられたと、主上を恨うらむかもしれません」

　ついきつい口調になった。龍宝帝が目に見えて慌あわて出す。

「いや、そんなつもりはない。ただ、青丞は何度も白虎家を訪おとずれて里桜姫と話をしているし、仲が良さそうだから、結婚したら良いのではと……」

「仲がいいのと結婚は違います。そんな事情があるのなら、姉の結婚はお断りします。いくら裏切り者を捕つかまえる為とはいえ、政治に利用されて結婚させられる姉の身にもなってください。姉が可哀かわい想そうです」

　無礼だとわかっているが、それでも言葉がとまらなかった。

　じっと見つめると、龍宝帝がばつの悪い顔をした。

「私も無む理り強じいはできないとわかっている。しかし裏切り者をあぶり出すには、結婚の儀を行うのが一番確実なのだ」

　腕うで組ぐみをした龍宝帝に向かって、すっと口角を上げた。

「主上、わたしに考えがあるのですが、聞いて頂けますか？」

「考えとは何だ？」

　龍宝帝が首を傾かしげた。実は話を聞いていて、ある計画を思いついていた。

　胸に手を当てて、わざと自信ありげな顔をした。

「わたしが姉の代わりをして、結婚の儀を行うというのはどうでしょう？」

　さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれたのか、龍宝帝と如月が目を丸くした。

「お前が？」

「はい。わたしは姉と顔立ちがよく似ています。白虎家に伝わる秘薬を使えば、髪かみや目を黒くする事もできます。姉は病弱ですから騒さわぎには巻き込みたくないのです。だからわたしが姉に変装して、結婚の儀を行います。それなら、姉を危険な目にあわせる事もないですし」

　すっと姿勢を正して、龍宝帝を見み据すえた。

「姉よりもわたしの方が、裏切り者を見付ける為にうまく立ち回れると思います。改革の為に、一刻も早く裏切り者を見付けたいのは、わたしも同じ気持ちです。ぜひ、姉の代わりをさせてください」

　言い切ると、啞あ然ぜんとしていた龍宝帝が、やがて満足げに頷うなずいた。

「予想外の提案に、はっきりとした物言い。お前と話すのはやはり楽しいな。わかった。裏切り者を見付ける為ためには、その方法が一番早くて確実なようだ。私からも頼たのむ。里桜姫の代わりをして結婚の儀を行ってくれ」

「かしこまりました。────主上、一つお願いがあるのですが、聞いて頂けますか？」

「何だ？　危険な任務を行ってもらうからには、それなりに褒ほう美びは必要だろう。私にできる事なら何でも聞いてやるぞ」

　機き嫌げんのいい龍宝帝に向かってにっこり笑った。

「裏切り者を捕まえたら、姉の結婚には二度と口を出さないと約束してください。本人の意思に任せて無理強いはしないと」

　渋い顔になった龍宝帝にたたみかけた。

「貴族の結婚は政略結婚が当たり前だとわかっています。ですが姉はそういう結婚はしたくないと常々言っていますし、わたしも祖父もその気持ちを尊重しようと思っています。あまりしつこく結婚をさせようとすると、姉は都を離はなれると言い出すかもしれません」

　やや俯うつむき加減でわざとらしく悲しむふりをした。龍宝帝が焦あせったように身を乗り出す。

「いや、それは困る。都を離れたらなかなか会う事もできないだろう」

「ええ、わたしも姉と離れるのは寂さびしいので、できるだけ都にいてほしいと思っているんです。ただ、今のままだと強ごう引いんな主上に幻げん滅めつ……ああ、いや、逆らえないあまり、田舎いなかに帰ってしまうのではと心配しているのです」

　涙なみだを拭ぬぐうふりはやりすぎだったかもしれないが、龍宝帝には効果があったようだ。

　如月と目を見合わせて、神しん妙みような顔で頷いた。

「わかった。私も里桜姫には都にいてほしいと思っている。白桜もたった一人の姉が近くにいなければ寂しいだろうしな。仕方ない。裏切り者が捕まったなら、里桜姫に結婚を無理強いしないと約束しよう」

　心の中でよしっと拳こぶしを握にぎったが顔には出さず、やや口元を綻ほころばせてけなげさを演出した。

「ありがとうございます。これでわたしも姉とずっと一いつ緒しよにいられると思います。では、裏切り者を捕まえるのに全力を尽つくします！　あの……青丞にも事情を話してよろしいでしょうか？　結婚の儀を行うには、青丞の協力がどうしても必要なので」

「ああ、協力者への説明はお前に任せるが、今回は大だい内だい裏りにいる裏切り者を探す作戦だ。どこで誰が聞いているかわからないから、極力他の者には作戦の事を言わない方がいいだろう。……では白桜、七日後に結婚の申し込みの使者を送るから、必ず了りよう承しようするように」

「御ぎよ意い！」

　決意の声を上げて、頭を下げた。
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　白桜は、如月から青丞が清せい涼りよう殿でんにある私室にいると聞いて、部屋の前までやってきていた。

「青丞、いますか？」

「白桜か？　どうぞ」

　許可をもらって襖ふすまを開けると、青丞は文ふ机づくえの前で巻物を読んでいた。

「昨日はありがとうございました。おかげで倉に入れました」

　文机を挟はさんで青丞の正面に座る。青丞が巻物を片付けながらこちらに目をやった。

「それはよかったが、鍵かぎはどうした？」

「倉から出たあとに朱咒に見つかってしまって」

　それだけで青丞には伝わったようだ。小さく息をついた。

「朱咒に鍵を渡わたしたのか。まあ、あいつならうまく返してくれるだろうが。……それより身分書はあったのか？」

「それが……叢雲の身分書があったと思われる箇か所しよが破かれていました」

　倉の中であった事を話すと、青丞の視線が鋭するどくなる。

「なるほど。叢雲の事を調べてほしくない誰だれかがいるようだな。しかし、如月が管理する倉に入って身分書を破って持って行くなど、誰にでもできる事ではないぞ」

「わたしもそう思います。身分書がなければ、叢雲の身元を探さぐるのは難しいです。彼の事を知っている者を地道に見付けるしかありませんが、これはおそらく時間がかかると思います。……それで実は今日来たのは別の用事なのです。主上から新たな任務を命じられて」

「新たな任務？」

「はい。里桜姫と青丞の結けつ婚こんの事ですが……」

「それは断る。里桜姫と結婚はできない」

　話が終わる前に言い切られて、思わず目を見開いた。

「いや、そうではなくて……」

「そうではないなら何だ？　誰が何と言おうと里桜姫を妻にはできないぞ」

　更さらに拒きよ絶ぜつされて、胸に矢が刺ささったかのような衝しよう撃げきを受けた。

（どうしてこんなに嫌がるんだろう。やっぱり嫌きらわれたんだろうか。最近は里桜姫に会いに屋や敷しきにも来ないし。もしかして、他ほかに好きな人でもできたのか……？）

　ふと浮うかんだ考えに、更に胸がずきりと痛んだ。

　どうしてこんな気持ちになるのだろうと考えを巡めぐらせる。

　以前、青丞が好きかもしれないと告白した事があった。あれからずっと考えているが、それが本当に異性に対する〝好き〟という感情なのかはわからない。

（青丞に拒絶されて傷付くって事は、やっぱり彼の事を特別に思っているんだろうか？）

　里桜姫に何度も会いにきてくれて、好きだと告げてくれた。

　強引な所もあるが、彼の真しん剣けんな気持ちはいつも痛いほど伝わってきた。

　しかし秘密を抱かかえて彼の愛情を受け入れるわけにはいかなかった。

　そのせいで何度も断っていたから、青丞はとうとう諦あきらめたのかもしれない。

　そう思うと、ふいに感情がたかぶって涙がこみ上げてきた。

　こぼれそうになる涙を、唇くちびるを嚙かんで必死に堪こらえる。

（最初に青丞を遠ざけようとしたのはわたしだ。本当に距きよ離りを置かれたからといって、悲しくなってどうする！　そんな勝手な言い分は通らないぞ）

「どうした、白桜。気分でも悪いのか」

　涙が浮かんでいるのを見られないように俯いた。それを心配したのか、青丞が声をかけてくる。拳をぎゅっと握り締しめ、大きく息を吸い込んで顔を上げた。

　何とか自分を叱しつ咤たして満面に笑えみを浮かべる。

「いえ、ちょっと目にごみが入ってしまって……。それより、姉と青丞の結婚の裏には、ある事情があったんです。大事な話なので、聞いてもらえますか？」

　胸のうちでは、青丞に嫌われたのかもと嵐あらしが吹ふき荒あれている。

　だがそれを表情にはみじんも出さなかった。

（わたしは白虎家の白桜。身体からだは女でも白虎家の跡あと取とりの男子だ。何があっても秘密を守り抜いて、男子としての行動を貫つらぬかなければ！）

　そう心に言い聞かせ、さきほどの龍宝帝との話を詳くわしく説明した。







「……というわけで、腹心達の中に裏切り者がいるようです。姉と青丞の結婚は彼らの中にいる裏切り者をあぶり出す為に主上がお考えになった作戦なのですが、姉は病弱なので騒さわぎに巻き込みたくありません。ですから、わたしが姉の代わりをしようと思います」

　白桜が説明すると、青丞の顔つきが厳しくなった。

「腹心達の中に裏切り者が？　まさかそんなはずはない。彼らは主上が帝みかどになる前から支えていた者達ばかりだ。忠義に厚く今までも主上のなさる事に黙もく々もくと従ってきたんだぞ」

「わたしも信じられません。でも状じよう況きよう的てきには彼らの中に裏切り者がいるとしか考えられないそうです。青丞、お願いです。協力してください。わたしが姉に変装するので、一緒に結婚の儀ぎを行って、裏切り者を見つけ出しましょう」

　身を乗り出したが、青丞はまだ厳しい顔つきを崩くずさなかった。

「しかし、それではお前が危険だ」

「姉が危険な目にあうよりはいいです。わたしはこれでも白虎家の跡取りです。国に仇あだをなす者を捕とらえられるなら、どんな危険もかえりみるつもりはありません」

　胸に手を当てると、青丞が急に声を荒あららげた。

「馬ば鹿かな事を言うな！　お前だって……！」

　何か言おうとした青丞が、ふいに途と中ちゆうで言葉を止めた。

「……どうしたんですか？　青丞らしくありませんよ。話の途中で黙だまるなんて」

　首を傾かしげると、青丞が苦虫をかみつぶしたような表情で、息をついた。

「とにかくお前を危険な目にあわせたくない。里桜姫ひめの代わりは誰かに頼たのんではどうだ？」

「そうはいきません。姉は尚侍ないしのかみをしていたので、腹心達に顔を知られています。違ちがう人物ではばれてしまう可能性が高い。わたしが秘薬を飲んで髪かみと目の色を黒くし、かつらを被かぶるのが一番だと思います」

　四神の跡取りと当主は特別な髪と目の色をしているが、白虎家に代々伝わる古文書に書いてある秘薬を飲めば、数日から十日ほどは髪や目の色を黒くする事ができた。

　体質に合わなければ効果はでないが、幸いな事に自分にはよく効いた。

「それはそうだろうな。お前がそうすれば、ばれる事はないだろう」

　青丞がぼそりと呟つぶやいた言葉が、心に引っかかった。

（あれ？　変じゃないか？　青丞が知っている里桜姫の顔は、姉様の顔のはず。わたしと姉様はそんなに顔は似てないのに、どうしてばれる事はないって納なつ得とくしたんだろう）

　以前青丞とお見合いした時、本当の姉である都み桜おに里桜姫のふりをしてもらった。

　青丞はその時、御み簾すを取り払はらって都桜の顔を見たのだ。

　変装すると言えば、似ていないと突つっ込まれるのではないかと内心びくびくしていた。

「……青丞が姉の顔を見たのは、お見合いの時だけでしたよね。わたしは姉に変装してもばれないぐらい似ているでしょうか？」

　心にとどめておく事ができなくて、ついそれとなく聞いてみた。

　青丞が軽く目を見開いたが、すぐに何でもなかったように口元に笑みを浮かべた。

「実はお見合いはずいぶん前の事だから、里桜姫の顔はよく覚えていないんだ。だがお前と里桜姫は似ていると思ったぞ」

　数年前というならともかく、数ヶ月前の、しかも愛していると言ってはばからない里桜姫の顔をよく覚えていないとはどういう事だろうか。

（……もしかして、よく覚えていないほど、もう里桜姫に興味がないとか？　特に好きでもないから、顔も忘れてしまったのかな？）

　まさかと思ったが、結婚の話を嫌いやがっていた様子を見ると、その考えが正しいような気がしてきた。途と端たんにまた胸がずきずきと痛む。息が苦しくて仕方ない。

　自分は白虎家の白桜だと言い聞かせても、心の中にいる里桜としての気持ちがあふれ出てくる。嫌われたかもしれないと思っただけで、辛つらくて悲しくて仕方なかった。

　それでもその気持ちをぐっと堪えて、無理に笑顔を浮かべた。

「そうですか。とにかくわたしが姉の代わりをするのはもう決定事じ項こうです。主上の許可も頂きましたし。この作戦には青丞の協力が不可欠です。どうかわたしと結婚してください」

　胸に手を当てると、青丞が珍めずらしく動どう揺ようしたような表情を見せた。

「結婚？　お前とか？」

「ええ、裏切り者を捕つかまえる為ための、偽いつわりの結婚ですが」

　なぜか急に青丞が不ふ機き嫌げんになった気がした。

「偽りか……。確かにお前とは結婚はできないな」

　声も何だか刺とげ々とげしかった。どうしたのだろうと思いつつ頷うなずいた。

「当たり前じゃないですか。男同士で結婚なんて無理ですよ」

　はははと笑ってみたが、青丞の機嫌は更に悪くなった気がした。

「そうだな。男同士ではそういうわけにはいかないな。……わかった。裏切り者の存在は放ほうってはおけない。捕まえる為に偽りの結婚をする事にしよう」

　どうも怒おこっているような様子だ。いつも冷静沈ちん着ちやくなのにこんなに感情を表すのは珍しい。

「どうかしたんですか？」

「別に。……白桜。これだけは約束しろ。危険な真似まねはするな。龍陽寮りようの時のように一人で行動するなよ。今度は必ず俺に相談するんだ。それが約束できないなら協力はしない」

　有う無むを言わせない口調だったが、心配してくれているのは伝わってきた。

　最近、青丞は妙みように過保護だ。その理由はよくわからなかったが、とりあえず頷いた。

「わかりました。何かあったらすぐ相談します」

　結けつ婚こんは一人ではできないのだから、まずは青丞に協力してもらわなければ始まらない。

　青丞と話もついたので、屋や敷しきに戻もどって使者を迎むかえる準備にとりかかる事にした。
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　帝からの使者達といくつもの牛ぎつ車しやが、白虎家の門の前にある大通りを埋うめ尽つくしていた。

　庭にも、贈おくり物が詰つまった黒くろ塗ぬりの箱をささげ持つ侍じ従じゆう達が詰めかけている。

　母おも屋やからその光景を見ていた白桜は、目が点になっていた。

「どうして主上は加減というものをしらないんだ。偽りの結婚なんだから、こんなに贈り物を用意しなくたって」

「白桜様……いえ、里桜姫、御ご使者をお連れしますよ。早く御簾の中へ」

　橘に急せかされて、慌あわてて御簾の中に入った。懐ふところに入れていた手鏡を取り出して、自分の姿を確かく認にんする。秘薬で髪と目の色を黒くし、床ゆかにつくほど長い髪のかつらを被っていた。

　新調したばかりの藤ふじ色いろの裳も唐から衣ぎぬを身にまとい、顔にはうっすら化け粧しようまでしている。

　結婚の申し込みをされるなんて人生で初めての事だ。

　たとえそれが偽りでも身体が硬こう直ちよくするほどに緊きん張ちようしていた。

「失礼致いたします」

　部屋の外から声がかけられた。慌てて鏡を隠かくし、居い住ずまいを正す。

　どうぞ、となるべくしとやかな声を出すと、襖ふすまが開いて前に結婚の申し込みをしにきた時と同じ使者が入ってくる。

　白いひげをたくわえ、穏おだやかな笑えみを浮うかべた使者は御簾の前に座ると一礼した。

「里桜姫にはご機嫌麗うるわしく。先日はお会いできなくて残念に思っておりましたが、ようやくお目にかかれましたな。光栄でございます。もう体調はよろしいのですかな？」

「はい。せっかくお越こし頂いたのに先日は失礼致しました。……本日は恐おそれ多くも龍宝帝からの御使者をお迎えできて、こちらこそ光栄に思っております」

　落ち着いた声を出そうとしたが、開け放たれた襖の向こうに見える庭が気になった。

　そこには侍従達が並び、それぞれ贈り物を持っている。使者がちらりと背後に目をやった。

「些さ少しようではございますが、これらは帝からの贈り物でございます。こちらに目録があるので読み上げましょうか？」

　分厚い冊子になっている目録に、思わず顔が引きつった。

「そんな事をしていたら明日あしたまでかかる……あ、いえ、目録には目を通しておきます。帝にお礼を申し伝えてください」

「そうでございますか。ではさっそく本題に。白桜様からお聞きになっていると思いますが、龍宝帝の子息青丞様との結婚の申し込みに参りました。ぜひ応じて頂けますよう」

　慇いん懃ぎんな態度の使者に、深々と頭を下げる。

「わたしでよろしければ、喜んで」

　使者が破顔した。これで結婚の準備はできたと心の中で拳こぶしを握にぎる。

（偽りなんだから本当はこういう面めん倒どうなやりとりは省きたい所だけど仕方ない。敵がどこで見ているかわからないからな。よーし、絶対に裏切り者を捕まえてみせるぞ！）

　決意を新たにしていると、満面に笑みを浮かべた使者がほっとしたように息をついた。

「これで結婚が決まりましたな。では青丞様にもこの事をお伝えし、しばらく準備の為の時間を頂く事になります。五日後の夜に青丞様が里桜姫の部屋に忍しのんでいらっしゃいますので、それから三日間こららに通って床とこ入いりし、結婚祝いの宴うたげとなりますので」

「ええ、三日間通って床入りして……え!?　と、床入りって!?」

　すっとんきょうな声を上げると、使者が驚おどろいたように目を見張る。

「里桜姫、そういう事はあまり大きな声で仰おつしやらない方が」

「ちょっと待ってください。三日間通うとか床入りとかって、そんな事をしなくても結婚の儀ぎを行えばいいのではないですか？」

　焦あせって身を乗り出すと、使者がたしなめるような顔つきになる。

「何を仰います。貴族の結婚は通い婚ですぞ。まずは思う相手の家に男性が文ふみを送るか、使者を送って結婚を申し込み、女性と家族が了りよう承しようすれば男性が屋敷に三日間通う。そして床入りし最後が御お披ひ露ろ目めの結婚祝いの宴です。陽真乙国ではこれらを称しようして結婚の儀と言うのです」

　知識としては知っている。貴族の結婚とはそういうものだと。

　だが今回は偽りの結婚なので、まさかそこまで徹てつ底ていしてやるとは思っていなかった。

（ああっ、そういえば主上に、敵がどこで見ているかわからないから一通り結婚のあれやこれやをやるって言われた！　そのあれやこれやに、と、とととと床入りも入っているのか？）

　混乱して冷や汗あせをかいたが、ふとある事を思いだす。

（……いや、大だい丈じよう夫ぶだ。だって今回は青丞も事情を知っているんだし）

　白桜が里桜姫ひめに変装して結婚の儀を行うと、青丞は知っている。それならば三日間彼と過ごすのは苦ではない。なぜなら、青丞は白桜を男だと思っているからだ。

　今までも大学寮や龍陽寮で同室だった事もあるし、三日間くらいは何とかなるだろうと思った。急に黙だまり込んだのを不ふ審しんに思ったのか、使者が慌てたように身を乗り出す。

「里桜姫、どうかなさいましたか？」

「いえ、何でもございません。人生の大きな決断だったので、少々取り乱しました」

　落ち着いた声を出すと、使者がほっとしたように微笑ほほえんだ。

「そうですか。では主上に里桜姫のお返事を伝えて参ります。さぞお喜びになる事でしょう」

　言い置いて、使者が部屋をあとにした。それを見送って、どうにか息をつく。

「焦ったけど、とにかく第一段階は突とつ破ぱした。あとはうまく立ち回らないとな」

　当たり前だが結婚なんて初めてだ。青丞の顔がふいに頭に浮かぶ。彼は里桜姫と結婚なんてできないと言っていた。事情がわかったので協力してくれるが、乗り気ではないようだった。

「やっぱり、嫌きらわれたのかな……」

　考えると、感情がたかぶってまた涙なみだが出そうになった。今まで彼の事を遠ざけてきたのは自分なのに、突とつ然ぜん背中を向けられるとどうしていいかわからなくなる。

「三日間は青丞と一いつ緒しよにいるんだ。それとなく本当に嫌いになったのか探さぐってみよう」

　秘密を守る為には里桜姫は嫌われたほうがいい。

　わかっているのに、いざそうなったら冷静ではいられない自分がいた。
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「里桜姫が結婚を受け入れたのか。それは朗報だな」

　凌箔はろうそくが一つ灯ともっているだけの薄うす暗ぐらい部屋にいた。

　酒の入った盃さかずきを持ったまま微笑むと、目の前の男が頷く。

「ああ、これであなたの計画とやらが実行できるのだろう？」

　男が興奮したように声を上げると、隣となりにいた皐月がたしなめるような目つきになる。

「まだ油断はできないよ。四神の跡あと取とり達が何かしてくるかもしれない。特に白桜は勘かんが鋭するどいから甘く見ていると怪け我がをするよ」

　男が皐月に目を向けて鼻白んだ。

「わかっている。あいつの事はよく知っているからな」

　声は悔くやしそうな響ひびきを持っていた。

　ここにいる三人に共通しているのは、龍宝帝と四神の跡取り達への恨うらみだった。

　凌箔は盃の酒を飲み干した。かっと腹の中が熱くなって心地ここちいい酔よいが身体からだを支配する。

　酒がこんなにうまいものだと知ったのは、都に来てからだった。

　そしてふと、初めて酒を酌くみ交かわしたのは親友だった叢雲とだと思いだす。

　白虎家の跡取りとして都に連れて来られた頃ころ、周りになじめなくて孤こ立りつしていた。

　そんな時に、都に来て初めての友は私だなと笑ったのは叢雲だった。

　厳しくて意地悪だけど、優やさしくて曲がった事が嫌いな男だった。

　そんな大切な友を死に追いやった龍宝帝を許すものかと、彼の弟である皐月と誓ちかった。

　皐月が男に向かって、笑みを浮かべる。

「いつも大だい内だい裏りの情報をもってきてくれるから助かるよ。結婚話が進んだおかげで、龍宝帝の信用を地に落とせる」

　男が皐月とこちらを交こう互ごに見て、首を傾かしげた。

「そろそろ詳くわしい事を教えてくれてもいいのではないか？　里桜姫と青丞が結けつ婚こんの儀を行うと、どうして龍宝帝の信用を地に落とす事ができるのだ？」

　皐月が含ふくみ笑いをした。可愛かわいらしい顔には似つかわしくない、邪じや悪あくさがあった。

「それはあとのお楽しみだ。でもこれだけは言っておくよ。結婚の儀が行われる時、国がひっくり返るほどの騒そう動どうが起きる。そのせいで龍宝帝の信用は地に落ちるだろう。あの男の吠ほえ面づらを見てやろう」

　皐月が笑い声を上げたのを聞いて、凌箔も堪こらえられずに肩かたを揺ゆらした。

　意味がわからないのか眉まゆ根ねを寄せている男に向かって、凌箔は身を乗り出した。

「大丈夫だ、心配するな。結婚の儀が行われれば、お前が憎にくんでいる龍宝帝や四神の跡取り達はとんでもない目にあう。お前の恨みは必ず晴らしてやるぞ」

　囁ささやきかけると、男がようやく嬉うれしそうに口角を上げた。

「あなたを信用しよう。必ず、龍宝帝や四神の跡取り達を死ぬほど辛つらい目にあわせてくれ」

　凌箔は大きく頷うなずいた。最高の舞ぶ台たいを作り上げるまで、あと少しだと微笑みながら。
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　廊ろう下かのところどころで、ろうそくが柔やわらかな光をもたらしていた。

　白虎家の母おも屋やは、いつもは騒さわがしいくらいに数多くの使用人達が行き交かっているが、今夜はみんな息を潜ひそめているかのように静かだった。

　いつになく静せい寂じやくに満ちた屋や敷しきで、白桜は緊きん張ちようして身体をかちこちにしていた。

　裳も唐から衣ぎぬに着き替がえるのを手伝っていた橘が、両りよう肩かたに手を置いてぽんぽんと叩たたく。

「肩の力を抜ぬいてくださいませ」

「わかっているけど、いよいよ今夜から青丞が屋敷に通ってくるんだと思うと、どうも落ち着かなくて」

　偽いつわりなのだから、青丞がきても話でもして過ごせばいいとわかっていた。

　それなのに本当に結婚するかのような緊張感に包まれ、心臓もばくばくと音を立てている。

「青丞は三日間この屋敷に通ってくる事になっているんだよな？　それが終わってから結婚祝いの宴を行って……」

　結婚の手順を頭の中で確かく認にんしていると、橘が首を振ふった。

「正確には、夫となる男性が妻となる女性の屋敷に夜だけ三日間通うのです。その三日間、女性が男性を拒きよ否ひする事なく迎むかえ入れれば、結婚が成立します」

　都の貴族は通い婚が主流だと聞いてはいたが、田舎いなか育ちでまだ結婚にはまったく縁えんがなかった為ため、詳しい事はよく知らなかった。黙って聞いていると、橘が話を続ける。

「そして三日目の夜に露ところ顕あらわしといって、二人の結婚を披ひ露ろうする宴うたげが開かれるのです。本来は女性の家で開かれるものなのですけど、今回は事情が違ちがうので大内裏で行うのでしょう？」

　橘にだけは、この結婚が偽りのものだと説明していた。さすがに大内裏に裏切り者がいるとまでは伝えていないが、橘は何も聞かずに計画に協力してくれている。

「ああ、今はおじいさまがいらっしゃらないので、十分な準備ができないからな」

　そういう理由をつけて、結婚祝いの宴は大内裏で行うよう提案したのは如月だ。

　敵が何か仕し掛かけてくるのは、結婚祝いの宴の可能性が高い。

　人の出入りも多くなるから、敵も侵しん入にゆうしやすくなるだろう。

　白虎家の屋敷では、敵が仕掛けてきた場合、対処が遅おくれる恐おそれがある。それなら大内裏で行った方が、警護もしやすく何かあった時に迅じん速そくに動けるというのが如月の言い分だった。

「三み日か夜よの餅もちいは妻の屋敷で作った物を夫が食す決まりですが、そちらはいかがいたします？」

　三日夜の餅とは聞いた事はあったが、詳しくはわからなかった。

　首を傾げていると、橘が再び口を開く。

「三日夜の餅は、結婚祝いに夫婦めおととなった二人が食べるものです。妻の家が作る決まりですが、今回は大内裏で宴を開かれるので、どうしたらいいかと思いまして」

「妻の屋敷で用意するものなら、こちらで用意しておいた方がいいだろう。手配を頼たのむ」

「かしこまりました。……それと気になっているのですが、〝里桜姫ひめ〟の結婚祝いの宴の時に〝白桜〟様がいらっしゃらないのは、おかしいのではないかと思います」

　橘が心配そうな顔をして、話を続けた。

「特に今は当主の上総様がいらっしゃいません。白虎家の代表として、白桜様が招待客の皆みな様さまに挨あい拶さつしないと。里桜姫の家族といえば、都では白桜様だけですから」

「それはわかっている。わたしもどうするか考えてはいるけど、身体は一つしかない。里桜姫と白桜が同じ場に居合わせるなんて無理だ」

　姉の結婚祝いの宴に弟がいないなんて確かにおかしな話で、裏切り者が知ったらあやしむかもしれないとは思っていた。悩なやんでいると、橘が何かを決意するように息を吸い込んだ。

「────では、私が結婚祝いの宴の時に里桜姫の代わりをするというのはいかがでしょう」

　橘はいつになく毅き然ぜんとした表情をしていた。さすがに驚おどろいて慌あわてて首を振る。

「そんな事はさせられないよ、危険だ」

「ですが大内裏で偽りの結婚祝いの宴を行うなんて、ただごとではありません。事情はわかりませんが、里桜姫が結婚される時の宴に白桜様がいらっしゃらないのはおかしいし、それをきっかけに白桜様の秘密が知られてしまうような事態だけは避さけたいのです」

　確かに橘の言う通りだった。龍宝帝達は偽りの結婚だと知っているが、招待客達は本物だと思っている。それなのに白桜が姉の結婚祝いの宴に出席しなければ、不ふ審しんに思われるだろう。

「気持ちはありがたいけど、巻き込めないよ。橘にはいつも迷めい惑わくをかけてばかりだし」

「いいえ。……私は上総様にご恩があるのです。幼い時に親兄弟を亡なくして一人ぼっちになった私を、父の知り合いだという上総様が引き取って育ててくれました。私にとっては、上総様と白桜様は家族も同然。秘密が知られて罰ばつを受ける所は見たくありません」

　橘がそっと手を伸のばした。指先を握にぎられて、優しい体温がその手から伝わってくる。

「結婚祝いの宴では、花はな嫁よめは御み簾すの中でじっとしているだけです。顔を見られるのは夫と家族だけですから、夫の青丞様の協力があれば、偽にせ者ものだとばれる事はありません。青丞様は、里桜姫を危険にさらしたくないと言えば、私が代わりをするのを納なつ得とくしてくださるはずです」

　確かにそれなら可能かもしれない。それに里桜姫として御簾の中に座ったままでは宴で何もできないだろう。白桜の姿の方が、裏切り者の動きを把は握あくしやすい。

「……本当にいいのか？」

　危険だからと断りたい。だが、大内裏に潜む裏切り者を野放しにはできない。

　考えた末、血を吐はく思いで言葉を発すると、橘が微笑ほほえんで頷いた。

「はい。お役に立てるなら、こんなに嬉しい事はありません」

　橘の手をぎゅっと握り返した。その手を額に当てる。

「すまない……。橘の事は必ず守る」

　橘を絶対に危険な目にはあわせないと、心に誓った。
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　りんりんりんとかすかに聞こえたのは、青丞の来訪を告げる鈴すずだった。

　この鈴が鳴ったら、使用人や家族は部屋にこもり婿むこになる男性と顔をあわせないようにするらしい。白桜は緊張しつつかつらを被かぶって里桜姫への変装を完かん了りようさせた。

　鈴の音が近づいてくると同時に、心臓の音もどんどん大きくなっていく。

（き、緊張する！　本当の結婚じゃないんだから、特に何も気にする必要はないのに。女の恰かつ好こうをしているからかもしれないけど、まるで本当に結婚するみたいだ！）

　心の中で叫さけんでいると、コトッと襖ふすまの向こうで音がした。

「失礼する」

　青丞の声が、いつもと違って聞こえた。何だか彼の声も緊張しているような気がする。

　背後で襖が開く音がした。逃にげ出したいくらいの緊張感があったが、何とかそれを心の奥にしまって勇気を振り絞しぼって後ろを向く。

「……！」

　何を言おうかと考える前に、青丞が息を吞のむ様子が伝わってきた。

「どうかしましたか？」

　襖を開けたまま動きを止めていた青丞が、何度か目を瞬またたかせてようやく部屋に入ってきた。

「前に見た時と、感じが違うな」

　そういえばと思いだす。龍陽寮りように潜せん入にゆうしていた時、事情があって里桜姫の恰好をした所を青丞に見られていた。おそらく彼の言っている〝前に〟というのはその時の事だろう。

「今日は薄うすく化け粧しようしているんです。橘にした方がいいと言われて。変ですか？」

「いや、よく似合っている。素す顔がおもいいが、化粧をしてもとても可愛かわいらしい」

　目を細められ、嬉しくてつい顔が綻ほころんだ。

（いつも美人の姉様と比べられていたから可愛らしいなんてあんまり言われた事ないな……。ん？　待てよ。素顔もいいとか化粧しても可愛らしいとか、女だったら確かに嬉しいけど、男に言う台詞せりふじゃないよな。もしかして、わたしを里桜姫だと勘かん違ちがいしてる？）

「あの……わたしは白桜ですが」

「ああ、わかっている」

　即そく座ざに返されて、里桜姫と勘違いしているのではないようだとわかった。

　だがそうすると、さきほどの言動がどうもおかしい。

　思わず眉まゆ根ねを寄せると、青丞がこほんと咳せき払ばらいした。

　目の前に座った青丞が、気を取り直したように息をつく。

「今夜から通う事になるが、その間に敵が何か仕掛けてくるだろうか？」

　声の調子も表情もいつもの冷静な青丞だった。

　さっきのは何だったんだろうと思いつつ、口を開く。

「わかりませんが、敵が仕掛けてくるとしたら、おそらく祝いの宴ではないかと如月様が仰おつしやってました。ですから宴は警護が万ばん全ぜんな大だい内だい裏りで行おうと言われて。ですが、敵の狙ねらいがはっきりしないので、ここにいる間も油断はしない方がいいと思います」

　里桜姫の恰好をしているのに、白桜として喋しやべるのは変な感じだった。

　青丞も気になるのか、落ち着かないように視線があちこちをさまよっていた。

「そうだな。何かあったら必ず俺に言え」

「はい」

　最近耳にたこができるぐらい聞いている台詞に返事をすると、そこで話が途と切ぎれた。

　急に沈ちん黙もくが辺りを支配する。

（うわっ、沈黙が重いぞ！　今までだって青丞とは何度も同じ部屋で寝ね泊とまりしたのに、今回は女の恰好をしているから調子が狂くるう。どうしたらいいんだ！）

「せ、青丞、疲つかれたでしょう。隣となりの部屋に布ふ団とんを用意しているので休んだらどうです？」

　手で襖を示すと、青丞が珍めずらしくうろたえるような表情になった。

「いや、俺はいい。何かあったらいけないから起きて見張っている。お前が休め」

「いえ、わたしも大だい丈じよう夫ぶです。青丞は昼間はお仕事もあるでしょうし、ゆっくり休んだ方が」

「お前だって、昼間もいろいろ忙いそがしいんだろう？　いいからお前が休め」

　何だかおかしな言い合いだった。

　いくら休めと言われても、青丞がいる隣の部屋で寝ねられるほど神経は太くない。

「いや、でも……ん？　なんだ、この足音!?」

　ふいに廊ろう下かの方から大きな足音がした。

　今夜は青丞がくるから、使用人も見張りの者も姿を見せないようにして、静かにしている習わしだった。それなのに足音がどんどん近づいてきたので、慌てて腰こしを浮うかす。

　青丞も腰の太刀たちに手をかけて、立ち上がった。

「敵かもしれない！　下がっていろ。お前は俺が守る！」

　こんな状じよう況きようだが、青丞の言葉に驚いた。守るなんて言われるとは思っていなかった。

（女の恰好をしているせいなのか!?　ちゃんとわたしが白桜だとわかっているはずなのに、まるで里桜姫相手に喋っているみたいだぞ）

　青丞の言動が不思議でならなかったが、考えている余よ裕ゆうはない。

　足音が襖の前で止まった。

　緊きん張ちようが身体からだを走る。隠かくしていた懐ふところ刀がたなを手に取って、襖を睨にらみつけた。

「誰だれだ！」

　青丞の声と同時に、襖が大きく開いた。そこに立っている人物を見て、肩かたの力が抜ぬける。

「なんだ、鵬玄か」

　仁に王おう立だちしている鵬玄は、部屋の中を見回して、まなじりを決した。

「結けつ婚こんとはどういう事だ！」

　声は部屋を揺ゆらすほどの迫はく力りよくがあった。

（しまった！　主上に極きよく力りよく他ほかの者には作戦の事を言わない方がいいだろうと言われていたから、鵬玄には黙だまっていたんだ。まずい、誤解しているっぽいぞ！）

「待ってくれ、鵬玄。これにはわけが……」

　話しかけようとしたが、鵬玄はまっすぐに青丞に目を向け、大おお股またで近づいた。

「青丞！　お前は絶対に結婚はしないと言っただろう。それなのに約束を破ったな。お前がそのつもりなら、俺だって考えがある！」

　事情を説明しようとしたが、鵬玄は素す早ばやい動きでこちらに近寄った。

「えっ!?　ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　あっという間に、鵬玄の肩に担かつぎ上げられた。慌あわてて彼の背中を叩たたく。

「下ろしてくれ。話を聞いて！」

「待て、鵬玄！」

　青丞がすぐさま腕うでを摑つかもうとしたが、鵬玄が腰の大太刀を抜いて、彼の喉のどに突つきつける。

「黙れ！　お前の言い訳はきかない」

　いつも大人の対応をする鵬玄には珍しく、怒いかりの感情が[image: ]ほとばしっていた。

　陽真乙国一の武官と名高い鵬玄が本気を出すと、さすがに青丞もいつもの調子が出ないようだ。振ふり上げられた大太刀を避よけたせいで、青丞が体勢を崩くずす。

　その隙すきを見み逃のがさず、鵬玄が白桜を肩に担いだまま走り出した。

「待て！　鵬玄！」

　青丞が叫んだが、鵬玄は少しも足を緩ゆるめる事はなく、白虎家の屋や敷しきを駆かけ抜けた。
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「待ってくれ！　鵬玄、誤解なんだ」

　鵬玄の肩に担がれたまま、白桜は何度も彼の背中を叩いた。

　屋敷は警護を固くしてあったはずなのに、誰も止めにでてこない。

　おそらく鵬玄は屋敷に入る時も止められたはずだ。

　それなのに部屋まで来たという事は……と考えると警護の者達に何をしたのか想像がついた。

　門が見えてきて、このままでは外に連れ出されてしまうと焦あせった。

（まずいぞ。敵がどこで見ているかもわからないのに。このままではせっかく立てた計画が滅め茶ちや苦く茶ちやになる！）

　何とか身体を捻ひねって、鵬玄の耳元にどうにか顔を近づける。

「鵬玄！　これは敵を誘さそい出す為ための罠わななんだってば！」

　屋敷の中だが敵の目がどこにあるかわからないので、目立たないように声を落とした。

　小さいが鋭するどい声は鵬玄に届いたらしく、ようやく足を止めてくれる。

　息を荒あらくしている彼の背中をもう一度叩いて、再び耳元で囁ささやいた。

「下ろしてくれ。事情を話すから。だいたい、わたしと青丞が結婚するわけないだろう！　青丞は里桜姫ひめとわたしが同一人物なんて知らないんだから」

　鵬玄が眉根を寄せつつも、下ろしてくれた。ようやく地に足がついて、ほっと息をつく。

　辺りを見回すと、門に近い庭の片かた隅すみだった。

　鵬玄を見上げようとして、ふいに抱だきしめられる。

「なっ！」

「どんな事情があろうと、青丞には渡わたさない」

　声はさきほどと打って変わって静かなものだった。

　広い胸に抱かかえ込まれるようにして、逞たくましい腕が身体を包む。

　鵬玄の体温、彼の香かおり、熱い吐と息いき。すべてが間近で感じられて、一気に顔が赤くなった。

「な、何を言っているんだ。何度も言うけど、これは計画で……」

　慌ててもがいたが、鵬玄の腕は緩まなかった。

　どうしていいかわからずに、とりあえず落ち着かせようと計画の全ぜん貌ぼうを話してきかせる。

　大内裏に裏切り者がいる事。その裏切り者が腹心達の中にいるらしい事。

　それが誰か見み極きわめる為に、里桜姫のふりをして結婚の儀ぎを行う事を説明した。

「……というわけなんだ。だから、今回は〝白桜〟が〝里桜姫〟に変装して結婚の儀を行うという作戦で、青丞だってそれを承知なんだ。青丞はわたしを男だと思っているんだし、結婚のまねごとをしているだけなんだよ」

　事情を説明すれば、鵬玄はわかってくれると思っていた。しかし彼の表情は厳しいままだ。

「このまま本当に結婚するなんて事はないんだろうな？」

「当たり前じゃないか。何でそんなにおかしな事を言うんだ？　青丞はわたしを白桜だと知っているんだ。男同士で結婚なんてできるはずないと思っているよ」

「……そうは思っていないと思うが」

「え？　何て言ったんだ？」

　鵬玄が何か呟つぶやいたようだったが、すぐに首を振った。そしてようやく腕を緩めてくれる。

「何でもない。それよりいくら作戦とはいえ、男と二人で夜中に同じ部屋はまずいだろう」

「大丈夫だよ、今までだって青丞とは何度も同室になった事があるし」

　今いま更さら何を心配しているんだろうと思った。何か言いたげな鵬玄だったが、一度口を真一文字に引き結んでから、しばらく経たってようやく口を開く。

「お前が心配だ」

　そっと頰ほおに手を当てられた。鵬玄の目がじっと見つめてくる。

「青丞には、気をつけろ」

　目を見開いた。そんな事を今まで言われた事はなかったのに。

「気をつけろってどういう意味だ？　青丞がどうか……」

「見付けたぞ！」

　声が聞こえた方を見ると、大きな木を回り込んでくる青丞の姿が目に入った。

　怒りを顕あらわにした青丞が、鵬玄に向かって走り寄る。

「貴様！　どういうつもりだ」

　青丞が鵬玄に摑みかかった。右みぎ腕うでを振り上げたのを見て、慌てて背後からしがみつく。

「待ってください！　鵬玄は事情を知らなくて誤解しただけなんです。今説明しましたから」

　必死で声を上げると、青丞が鵬玄を睨みつけたまま、動きを止めた。

　二人はどれぐらい睨み合っていただろう。青丞が仕方なさそうに腕を下ろす。

　こちらに目を向けた青丞は、明らかに不ふ機き嫌げんだった。

「ずいぶん必死で庇かばうんだな。そんなに鵬玄が大事か」

　怒りの空気をまとった青丞に圧あつ倒とうされそうだ。

「大事って……それは親友ですから」

　その答えで更さらに不機嫌になったようで、青丞の鵬玄を見る目つきがもっときつくなった。

（何でそんなに怒おこるんだ。計画の邪じや魔まをされた感じになったから、そのせいなのか？）

　そうは思ったが、どうも青丞の怒りは違ちがう所にあるような気がした。

「……とにかく屋敷に戻もどりましょう。敵がどこで見ているかわかりませんし」

　青丞と鵬玄はまだ睨み合ったままだった。

　何とか落ち着かせようと二人の間に割って入ると、最初に目をそらしたのは青丞だ。

「そうだな。まったく、誰かさんが先走ったせいで計画に支障が出る所だった」

　珍めずらしく嫌いやみを放った青丞に、鵬玄がほくそ笑えんだ。

「ああ、俺に太刀たちを突きつけられて動けなくなるような情けなさでは、計画に支障も出るだろう。俺が代わりをしてやろう。俺の方が白桜を守ってやれる」

　鵬玄の言葉も明らかな嫌みだ。かっとなったのか、青丞が鵬玄に摑みかかろうとした。

　それを察して、慌ててもう一度二人の間に入る。

「やめてください。二人とも！　とりあえず屋敷に戻りますよ」

　大おお柄がらな男二人の争いを止めるのはかなり勇気がいった。

　それでもこんな所で殴なぐり合いになるのはごめんだった。青丞が渋しぶ々しぶと手を下ろす。

「わかった。お前がそう言うのなら。では鵬玄、お前は帰れ。計画の邪魔だ」

　冷たくあしらう青丞に、鵬玄は余よ裕ゆうの笑みを浮うかべた。

「待て。俺も手伝わせてもらう。もちろん、白虎家に泊とまり込んでな」

「邪魔だと言っただろう。白桜、戻るぞ」

　青丞に手を握にぎられた。そのまま手を引っぱられて母おも屋やへ行くよう促うながされる。

　鵬玄がさっと前に回り込んだ。

「いいや、手伝わせてもらうぞ。さきほど屋敷に入る時に警護の者がいたが、ちょっと撫なでただけですぐに気を失うような柔やわな者達ばかりだった。頼たよりないから俺が警護をする」

　やはり屋敷へ入る時に強きよう行こう突とつ破ぱしてきたらしい。呆あきれつつも青丞に目をやった。

「確かに鵬玄は腕が立ちます。事情も知られた事ですし、手伝ってもらった方がいいかと」

「お前は俺が守ってやるから大だい丈じよう夫ぶだ」

「さっき俺に太刀を突きつけられて動けなかったくせに？」

「なんだと！」

　怒ど鳴なって鵬玄に詰つめ寄ろうとした青丞を、慌てて止めた。

「もういい加減にしてください！　青丞、ここはわたしの屋敷です。屋敷の警護を誰だれにしてもらうかはわたしが決めます。鵬玄、何を突つっかかるような事ばかり言っているんだ。鵬玄らしくないぞ。絶対に大だい内だい裏りの裏切り者を捕つかまえたいんだ。喧けん嘩かせずに協力してくれ」

　二人を交こう互ごに見つつ話をしていると、ふと青丞が眉まゆ根ねを寄せた。

「……俺には敬語なのに、鵬玄とは普ふ通つうに話すんだな」

（ん？　何だか青丞の声がすねているような気がする。いや、でもまさかそんなはずはないよな。氷の貴公子と呼ばれるほど冷静沈ちん着ちやくな青丞が、すねているなんてあり得ない！）

「ええ、鵬玄は親友ですし」

「親友ね。お前はそう思っていても、鵬玄はそうは思っていないかもしれないぞ」

「馬ば鹿かな事を。白桜は親友だ。……ああ、そうか。親友にもなれないからうらやましいのだな」

　また睨にらみ合いを始めた二人に、思わず声を荒らげた。

「二人とも本当にいい加減にしてください！　青丞、鵬玄には手伝ってもらいます。鵬玄、ここにいるなら青丞ともめるような事は言わないで。この計画には、大内裏の裏切り者を捕まえる目的があるんです。二人ともそれを肝きもに銘めいじてください」

　言い切ると、青丞が仕方なさそうに息をついて背を向けた。

「わかった。裏切り者を捕まえるのが最優先だ。これ以上は何も言わない」

「俺もだ。大人しくしていると約束しよう。だからここにいさせてくれ」

　ようやく納なつ得とくしてくれたようだが、二人とも無言で相手の顔を見ようともしない。

　この三人で朝まで一いつ緒しよにいるのかと思うと、早々に疲つかれが身体からだを支配した。
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　昨夜は散々だったと、白桜はため息をついた。

「結局朝まで青丞と鵬玄と過ごしたけど、二人とも睨み合うか無視するかですっごく部屋の空気が重かった。また今夜も同じ目にあうのか……」

　二人の間に挟はさまれて神経をすり減らし、一いつ睡すいもできなかった。朝になって帰っていく二人を、心の中で万ばん歳ざいして送り出したのだ。日中はさすがに疲れ果てて、横になって過ごした。

　庭が夕焼けに染まってきた頃ころに再び鵬玄がやってきて、警護の者達の様子を見に行った。

　もうすぐ青丞も来る時刻なので、裳も唐から衣ぎぬを着て里桜姫ひめとしての準備は万ばん端たんだ。

　御み簾すの中に座って、最近の青丞と鵬玄の様子について考える。

「青丞がおかしくなったのは、龍陽寮に潜せん入にゆうした頃からだ。やけに心配性しようになって危険だからとわたしの行動を止めるようになった。鵬玄も青丞に一目置いていたのに、最近は顔を見ると突っかかってばかり。いったい二人はどうしたんだろう？」

　考えても答えは出なかった。

　庭に目を向けると、だんだんと夜の闇やみが庭を浸しん食しよくしていくのが窺うかがえる。

　通い婚こん、二日目の夜が始まろうとしていた。

「……とりあえず、今夜を乗り切る事を考えよう。明日あしたの夜は三日目だから、結けつ婚こん祝いの宴うたげがある。青丞と鵬玄と三人で過ごすのは今夜だけだ」

　そうは思ったが、やはり気が重かった。

「白桜様、お客様がいらっしゃいました」

　囁ささやくような声は橘だ。背筋を伸のばして、声がした襖ふすまの方を向く。

「青丞が来たのか？」

「いえ、それが……。あ、お待ちくださいませ！」

　焦あせったような橘の声が聞こえたと思ったら、襖が大きく開いた。

　そこに立っている人物を見て、思わず目を丸くする。

「作戦決行ご苦労様です。陣じん中ちゆう見み舞まいに来ました」

「おやおや、如月。大きな声を出しては駄だ目めだよ。これでも隠おん密みつ作戦の真っ最中なんだから」

「そうだったな、朱咒。では小声で言おう。〝白桜、陣中見舞いに……〟」

「如月様。お見えになった理由はわかったので、何回も言い直さなくてけっこうです」

　口元に両手を当てて囁き声を出そうとした如月に、思わず頰が引きつった。

　朱咒と如月が部屋にずかずかと入ってきて正面に座ると、鈴すずの音が鳴った。

　どうやら青丞が到とう着ちやくしたようだ。開いた襖の向こうを見ると、鵬玄が庭の方から駆かけ寄ってくる所だった。廊ろう下かに上がろうとした鵬玄が、青丞と鉢はち合あわせする。

　またしても無言で睨み合いを始めた二人を見て、朱咒が立ち上がってひょいっと首だけを廊下に出した。

「あれ？　なぜそんなに目つきが悪いんだい？　二人とも」

　朱咒の軽い調子がこんなにありがたいと思えた事はなかった。明るい笑顔を振ふりまいてくれるおかげで、昨夜の重い空気が噓うそのようだ。青丞が呆れたような顔をして腕うで組ぐみをした。

「朱咒、何をしている？」

「如月と一緒に陣中見舞いに来たんだよ」

「陣中見舞い？　敵がどこで見ているかわからないんだぞ。そんな事を……」

　呆れた口調の青丞の言葉を遮さえぎって、朱咒が手を上げて部屋に招き入れる仕草をした。

「では敵に見つからないうちに、さっさと襖を閉めよう。早く入って入って」

　まるで自分の部屋のような態度だった。

　青丞と鵬玄が眉根を寄せつつも部屋に入ると、みんなで輪になって座った。

　朱咒が全員の顔をゆっくりと見回す。

「今のところ何もないようだね、よかった。白桜が昼間報告に来るかと思っていたけど、姿を見せなかったから、主上が心配されていてね。私達に様子を見にいくよう仰おつしやって」

「すみません。昨夜は敵は現れませんでしたが、いろいろとあって疲れてしまったので」

　如月が顔をのぞき込んできた。

「元気がありませんね。では私が作った夜食をどうぞ。食べて元気を出してください」

　如月が持っていた風ふ呂ろ敷しきを拡ひろげた。途と端たんに、部屋の中に異い臭しゆうが立ちこめる。

「た、玉子が腐くさったようなすごい臭においがしますけど……」

　思わず鼻を押さえると、青丞が慌あわてたように腰こしを浮かせた。

「白桜、すぐに処分しろ。如月は料理好きだが、食べたらあまりのまずさに高熱を出すぞ」

「失礼でしょう、青丞様。私の料理は陽真乙国一と評判ですよ」

　憤ふん慨がいしている如月に、思わず首を傾かしげた。

「誰にですか？」

「朱咒にです」

　自信ありげな顔をしている如月の隣となりで、朱咒が少しだけ困ったように微笑ほほえんだ。

「親友だからね、作ってくれたら食べないと悪いかなと思って。だけど、医者でよかったよ。おかげで高熱が出る前に薬を調合できるからね」

　食べたあと、薬を飲まないといけないほどまずい料理とはどんなものか、かなり気にはなったが実際に口にして確かめる度胸はなかった。

「……如月様、気持ちだけ頂きます」

　風呂敷を包み直して返すと、如月が口を尖とがらせた。

「白桜は食べてくれると思ったのに……」

　仕方なさそうに包みを受け取り、如月が肩かたを落とした。朱咒が如月の背中をぽんっと叩たたく。

「そう落ち込まないで。それより、主上からのお呼び出しの事は言わなくていいのかい？」

「ああ、そうでした。鵬玄殿どの、青丞様からあなたも計画を知って協力する事になったと主上がお聞きになりまして。それならばぜひ、結婚祝いの宴の警護をあなたに任せたいと仰っておられます。もう明日の話なので、急いで大だい内だい裏りに戻もどって準備するようにとの事です」

　鵬玄が困こん惑わくした表情になる。

　きっと屋敷を離はなれている間に何かあるのではと、心配しているのだろうと思った。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶだ。裏切り者が動くとしたらやはり明日の結婚祝いの宴だと思う。鵬玄が警護を仕切ってくれたら、安心だ」

　それでも渋しぶい顔をしている鵬玄に、朱咒が微笑みかけた。

「今晩は私と如月もここに泊とまるつもりだ。君がいない間に『何か』あるといけないからね。私達がちゃんと見守っておくから、鵬玄は大内裏を頼たのむ」

　なぜだか言葉の一部分を強調した朱咒を見つめて、鵬玄が表情を引き締しめた。

「主上のご命令なら仕方ない。では大内裏で警護の準備をしておこう。……朱咒、頼んだぞ」

　目は青丞を見ていたが、声は朱咒に向けられていた。

　鵬玄が襖へと向かった。そして部屋を出ようとして、ふいにこちらに目を向ける。

「白桜、くれぐれも無む茶ちやはするな」

「ああ、わかっているよ」

　頷うなずくと、ようやく鵬玄が部屋をあとにした。残ったのは朱咒と如月、そして青丞と自分だ。

「さて、夜は長い。酒でももらおうか」

「馬ば鹿かな事を言うな、朱咒。任務の最中だぞ」

「如月はまじめだな。本当に昔から変わらない」

　肩を揺ゆらして笑う朱咒に、ふとある事を思いだした。

「そういえば二人は大学寮で同室だったと言ってましたね。親友なのはその頃からですか？」

　以前そんな話を聞いた気がした。あれはそう、里桜姫争そう奪だつ戦の時だ。

　朱咒と如月がふいに口を閉じて目を見合わせる。

「あれ？　どうしました？　何か変な事を言いましたか？」

「……いや、同室だった話か。そういえばそんな話をしたな。だけど、同室だったのはわずかな間だけだったんだ」

「そうなんですか？　でも仲がいいですよね」

　微笑みかけると、如月がむっとした顔で朱咒に目をやった。

「こんないい加減でちゃらんぽらんな奴やつと仲がいいなんて思われるのは不ふ愉ゆ快かいですので、もうこの話はやめましょう。……それにしても白桜が女装したら里桜姫にそっくりですね。本当にうり二つだ」

　しげしげと見つめられて、一気に冷や汗あせが流れた。

「姉弟きようだいですから、似ていて当然です」

「そうですね。血の繫つながりがあるというのは不思議なものです」

　あっさり納なつ得とくしてくれたのでほっとしていると、如月が辺りを見回すような仕草をした。

「ところで、里桜姫ひめはどちらにいらっしゃいますか？　ご挨あい拶さつしたいのですが」

　心の中で悲鳴を上げて、思いっきり顔が引きつった。

「姉は具合が悪くてもう休んでいるので……」

「それはいけませんね。今回の事で名前をお借りしていますから、主上にくれぐれもよろしくと伝えてほしいと言われています。襖ふすま越ごしでもよろしいので、お見舞いをさせてください」

（ま、まずいぞ。わたしがここにいるのに、里桜姫に会えるわけがない！　如月様は里桜姫と会った事があるから、偽にせ者ものではごまかせないし）

　どうするかと焦っていると、青丞がたしなめるような目つきをした。

「もう休んでいると言っているだろう。起こしては可哀かわい想そうだ。挨拶はまた今度にしろ」

　思わぬ助け船だった。朱咒も肩を竦すくめる。

「そうだよ。それにこんな夜よ更ふけに女性を訪たずねるなんて、恋こい人びとでもない限り失礼な行こう為いだよ」

　如月が仕方なさそうに息をついた。

「確かにそうかもしれませんね。では今夜は諦あきらめましょう」

（助かった……！　でも、朱咒はわたしの秘密を知っているから助けてくれたんだろうけど、青丞が止めてくれたのにはちょっと驚おどろいたな。今まではそんな事してくれなかったのに）

　何だかおかしな感じだった。最近の青丞は様子が変だなと思う事が多い。それも自分と接する時や、自分に関係している事で何か行動を起こそうとした時におかしくなるような気がした。

　今までの事を思いだして、ふととんでもない考えが頭に浮うかんだ。

（まさか……。わたしの秘密がばれているなんて事はないよな？　でももしそうだったら、青丞の事だから秘密を知っていると言うと思うんだけど、特に何も言わないものな）

　青丞は氷の貴公子などと言われているが、本当は情熱的な男だ。

　斜に構えている印象があるが、実はまっすぐな性格で噓が嫌きらいだった。

　彼が秘密を知ったとしたら、何かよほどの理由がない限り黙だまっているはずがないと思った。

　考え込んでいると、如月がふいに真しん剣けんな顔になる。

「明日あしたの夜は結けつ婚こん祝いの宴うたげです。敵が何か仕し掛かけてくるのは明日だとは思いますが、念の為ために今夜も油断しないでくださいね。敵を欺あざむく為にも、通い婚の慣習に従って行動してください。よろしいですね、白桜」

　名前を呼ばれて、慌てて顔を上げた。

「は、はい。もちろんです」

　朱咒が何かを思いだしたのか、膝ひざをぽんっと打った。

「そういえば気になっていたんだけど、結婚祝いの宴で君が里桜姫の姿になるなら、白桜がいない事になるね。姉の里桜姫の結婚祝いの宴に弟の白桜がいないのはまずくないか？」

　やはりそれは世間的にはかなりおかしな事なのだろう。

　先に気付いて解決策を提案してくれた橘に感謝した。

「明日は〝里桜姫〟は御み簾すの中で座っているだけなので、女によう房ぼうの橘に身代わりをしてもらいます。わたしは〝白桜〟の姿で宴に参加します。その方が何かあった時に動きやすいので」

　実は昼間、秘薬の効果が切れて紅くれないの瞳ひとみに戻っていたが、もう薬は飲まずにそのままにしておいた。秘薬を飲んでしまうとまた数日から十日間程度は髪かみと目が黒くなってしまうからだ。

　如月が厳しい目をこちらに向ける。

「そんな事をして、もし御簾の中にいるのが本物の里桜姫でないとわかったら、どうするつもりですか？　裏切り者を捕つかまえるどころの騒さわぎではなくなってしまいます。主上もさすがにもう本当に結婚させるつもりはないので、宴だけは本物の里桜姫に参加してもらってください」

　有う無むを言わせない口調だったが、わかりましたと言うわけにはいかない。

　白桜と里桜姫は一人しかいない。同時に同じ場所にはいられないのだ。

「ですが、姉は体調が悪くて……」

「体調の問題なら、医師を付き添そわせます。御簾の中で座っているだけでいいし、本当に結婚するわけでもありません。裏切り者を野放しにすれば、この国の破は滅めつにも繫がりかねません。明日はこの国の未来を賭かけた大勝負の日と言ってもいい」

　如月の鋭するどい目が心臓を射い貫ぬくようだった。

「私が知っている里桜姫は、こんな時に体調が悪いからと知らないふりをするような方ではありません。事情を知ったら這はってでも協力してくれる方です。それとも、御簾の中に座ってもいられないほど体調が悪いのですか？　もしそうなら、今すぐに医師の手配を……」

「待て待て、如月」

　腰こしを浮かせかけた如月を、朱咒が手で制した。

「医師の手配はいらないだろう。私がいる。医師の私が里桜姫を診しん察さつして、明日協力できる状態か判断しよう」

　事情を知っている朱咒の提案はありがたかったが、如月の表情は厳しいままだ。

「お前の専門は怪け我がや骨だろう。里桜姫の症しよう状じようにあった医師を呼ぶ」

　朱咒の手を振り切って立ち上がった如月に、青丞が小さく息をついた。

「里桜姫を危険な目にはあわせたくない。明日は俺が一いつ緒しよに御簾の中にいるから、偽者でも大丈夫だ。ばれないようにうまくやる」

　青丞には昨日のうちに、橘の事を話してあった。彼もその件については了りよう承しよう済みだ。

「危険だから巻き込みたくないという気持ちはわかりますが、この計画には陽真乙国の未来がかかっています。一度里桜姫と話をさせてください。明日がどれだけ大事な日か説明します」

　如月はまったく引く気配はなかった。

（まいったな。話をさせろと言われても、わたしがここにいる以上は会わせるわけにはいかないし。如月様は里桜姫の顔を知っているから、橘に代わりをしてもらってもばれてしまうし）

　どうするべきかと焦あせっていると、青丞がちらりとこちらに目を向けた。

「……白桜、ちょっと」

　青丞に促うながされて立ち上がり、二人で隣となりの部屋に行く。青丞が襖ふすまを閉めて、声を潜ひそめた。

「如月は一度言い出したらきかない。まじめでいい奴だが、融ゆう通ずうがきかなくてな。ここは里桜姫に協力してもらうと言って納得させよう。明日は里桜姫は御簾の中に座っているだけだ。御簾の中に入れるのは夫の俺と弟のお前だけだから、橘に代わりをしてもらっても大だい丈じよう夫ぶだ」

　思わず目を瞬またたかせた。てっきり里桜姫に協力してもらおうと説得されると思っていた。

「それでいいのですか？」

「ああ、お前が白桜の姿になるなら仕方ないだろう」

　ぼそっとした呟つぶやきに思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「どうして、わたしが白桜の姿になると仕方ないのですか？」

　青丞が一いつ瞬しゆん目を見開いた気がした。それを見て、さきほどの青丞の様子が頭をよぎる。

（さっきもわたしが女だと知っていて庇かばうような物言いをしたよな。それに最近わたしに関かかわると変な事を言い出すし。まさか、本当に秘密がばれているなんて事は……）

　青丞の表情を探さぐろうとじっと見つめた。彼は何気ないそぶりで口元に手を当てて、こちらに顔を向ける。手を下ろすと、いつもの冷静な表情があった。

「お前が里桜姫に変装しないなら、彼女を宴に出席させるしかない。だがそれでは危険な目にあうかもしれない。それを避さけたいから橘が代わりをするのを了承した。できたら女性の橘も巻き込みたくないが、この状じよう況きようでは〝仕方ない〟という意味だ。言葉が足りなかったな」

　微笑ほほえまれて、更さらに疑いの眼まな差ざしを強くした。

（納得できるような、できないような説明だぞ。でももしわたしが女だと知っていたら、青丞の性格から言って絶対に黙ってるはずがないと思うんだけど……）

　青丞が腰に手を当てて、小さく息をついた。

「変な目で見るな。俺だってたまには言葉が足りない時もある。……それより、如月には里桜姫が行くと返事をしよう。明日は里桜姫の不在がばれないように俺も協力するから」

「はい……」

　言動が不ふ審しんに思えた。もしかして秘密を知っているのではと思うと、背中を冷や汗あせが伝う。

（もしわたしが女だと知っていたら……。愛する里桜姫の正体が女らしさのかけらもない〝白桜〟だとわかって、幻げん滅めつしているんではないだろうか。だから、最近は里桜姫に会いに来ないし、結婚なんてできないと言ったのかもしれない）

　そう考えると、息もできないぐらいに胸が苦しくなった。

　見上げると、青丞がいつもと変わらない表情で首を傾かしげている。

「どうかしたのか。何か他ほかに如月を納なつ得とくさせるいい手でも思いついたのか？」

　口調も態度も普ふ段だん通りだ。その様子に眉根を寄せた。

（いや、でももし知っていたとしたら、こんな普通の態度でいられるはずがない。でも青丞の最近の様子は本当におかしいし……。うわぁぁぁ！　知っているのか知らないのか、いったいどっちなんだ、青丞！）

　頭を抱かかえたい衝しよう動どうに駆かられたが、何とか堪こらえた。

「おい、何をぼうっとしているんだ。そろそろ戻もどるぞ。さっさと如月を説得しないと面めん倒どうだ」

　青丞が不思議そうな顔をしていた。腰に手を当てた彼は、本当に普段と変わらない様子だ。

（……やっぱり知らないんだよな？　だってもし知っていたとしたら、もっと態度に出すはずだし。ばれてはないと思うけど、……念の為に青丞の様子をそれとなく観察しよう）

「……わかりました」

　青丞の様子も気になるが、今はまず如月の説得をしなければならない。

　じっくり考えるのはあとにしようと決め、二人で如月が待つ部屋へと戻った。







「今、青丞と一緒に姉に事情を話してきました。明日は協力してくれるそうです。姉はもう寝しん衣いに着き替がえて布ふ団とんに入っているので、如月様にお目にかかるのは遠えん慮りよしたいそうです」

　白桜は部屋に入って如月の前に座り、心苦しく思いつつ噓うそをついた。

　噓は好きではないが、今回は仕方ない。如月がようやく笑えみを浮かべた。

「そうですか。それはよかった。ではこれで明日は万ばん全ぜんの態勢で臨のぞめますね。お会いできないのは残念ですが、もう布団に入っていらっしゃるなら仕方ありません」

　これ以上里桜姫ひめに会わせろとごねられたらどうしようかと思っていたが、何とか切り抜ぬけられたようだった。気を取り直し、胸に手を当てる。

「では明日はわたしは白桜として動きます。そして裏切り者が誰だれかを必ず突つき止めますので」

　決意を口にすると、如月が満足げに笑った。

　その笑みがあまりにも自然だったので、これで如月の追つい及きゆうも終わりだと思った。

「いい心がけです。そうそう、明日あしたはもちろんですが、今夜も油断はしないでくださいね。そういえば確かく認にんしようと思っていたのですが、敵を徹てつ底てい的に騙だます為ためにお二人はもちろん同じ布団で寝ねているんですよね？」

　言葉は、屋や敷しきをふっとばすほどの爆ばく薬やくと同じぐらいの破は壊かい力があった。

「え!?　い、いや、あの、そこまでしなくても……」

　慌あわてふためくと、如月がかっと目を見開いた。

「何を言っているんです！　夫婦めおとになろうという二人が別々の布団で寝ていたらおかしいでしょう。敵がどこで見ているかわからないんですよ」

　如月の強い口調に押されるようにのけぞったが、何とか体勢を立て直して首を振る。

「でも、一晩同じ部屋にはいますよ。わざわざ同じ布団に入らなくても、敵だってそこまではわからないと……」

「甘い！　砂糖に蜜みつをかけて飴あめをくるんだようにとんでもなく甘いですね。敵は警護の厚い大だい内だい裏りで暗あん躍やくするぐらいです。どこに潜んでいるかわからないのだから、油断してはいけません。この計画は青丞様と里桜姫が結けつ婚こんしたと、敵が信じなければ意味がないのですから」

　理路整然とした言葉に、確かにその通りだと思った。しかしここで負けてはならない。

　どんなに男の恰かつ好こうをしても、乙女おとめとしての心は残っている。

（青丞と二人で同じ布団で寝るなんて、絶対にできないぞっ）

「いや、理り屈くつはわかるんですが、無理です！」

　叫さけぶと如月が眉根を寄せた。

「何をそんなに焦っているんですか？　男同士なのですから、一緒の布団に寝たって問題はないでしょう。どうしても無理だと言うなら、なぜなのか理由を簡潔に述べてください」

「か、簡潔にと言われましても、いろいろと複雑で一言では説明できなくて……」

「白桜、私は無む駄だという言葉がもっとも嫌きらいです。だらだら話をされるのも無駄の一つ。無駄な事をされるといらいらして頭痛がするので、さっさと納得いく理由を説明しなさい」

　笑顔なのに、言葉は針のように鋭するどかった。

「如月は完かん璧ぺき主義でいけないね。白桜だっていろいろと事情があるんだろうし……」

　朱咒が如月を止めるように腕うでを摑つかんで引っぱろうとした。しかし如月はその手を振ふり払はらう。

「私が一番嫌いなものが〝無駄〟で、その次が〝あやふや〟です。何事もはっきりしないと気がすみません」

　如月がきっちりした性格なのはよくわかっていたが、ここまでとは思わなかった。

（まずいぞ。朱咒が助け船を出してくれたのに引く気はないし。どうすればいいんだ……！）

　額に冷や汗をかいていると、ふいに青丞が如月の方に顔を向けた。

「今夜一晩一緒の布団に入ればいいだけだろう。そんなの男同士だからまったく問題はない。そうだな、白桜」

　青丞が目配せした。見つめると、青丞がそっと頷うなずく。

（青丞の言いたい事がわかった！　今はとりあえずわかったふりだけしておけばいいんだ。如月様達には別の部屋で休んでもらえば、一いつ緒しよの布団で寝ているかなんてわからないんだし）

「は、はい……」

　とりあえず了りよう承しようしたふりをした。

　このままではなぜ一緒の布団で寝られないのかとしつこく聞いてくるだろう。

　どこでぼろが出るかわからない。できたら波風は立てたくなかった。

　如月はまだ納得していないような顔をしていたが、やがて渋しぶ々しぶと息をついた。

「いいでしょう。お二人とも、敵を騙す為にも完璧を目指してください。どれだけ完璧にできるか、私が隣となりの部屋で見張っていますからね」

「え!?　そ、それは……」

「なんですか。その嫌いやそうな顔は。もしや私を騙そうと思ってるんではないでしょうね。ちゃんとお二人で同じ布団に入って一晩過ごして頂きます。何なら私が布団の用意をしましょう」

　如月が勢いよく立ち上がる。焦あせって隣にいる朱咒に目を向けた。

　自分を女だと知っている彼なら、何とかしてくれるのではないかと期待を込めて。

「すまない、白桜。如月は一度言い出したらきかないんだ。……健けん闘とうを祈いのる」

　申し訳なさそうに両手を顔の前で合わせた朱咒を見て、愕がく然ぜんとした。

（そんなっ！　青丞と本当に、と、ととと床とこ入いりするのかーっ？）

　叫びは声には出せなかった。逃にげたいけど逃げられない。

　もしここで逃げれば、如月が追いかけてきてまたしつこく逃げた理由を聞かれるだろう。

　よく言えば几き帳ちよう面めんで、悪く言えば粘ねん着ちやく質しつな如月を騙し通す話術は、自分にはなかった。
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　寝衣に着替えた白桜は、部屋に敷しかれた布団を前に、正座したまま固まっていた。

　隣に続く襖ふすまが開いた気配がしたので慌ててそちらを向くと、わずかな隙すき間まからこちらを窺うかがう如月の視線とぶつかった。

「くれぐれも〝完璧〟にお願いします」

　静かだが有う無むを言わせない声に頷くしかなかった。

　襖が閉じられると、今度は反対側の襖が音もなく開く。

　そこには寝衣に着替えた青丞が、いつもと変わらない冷静な表情で立っていた。

「明日は結婚祝いの宴うたげがある。今夜も何もなさそうだから、敵が仕し掛かけてくるのはおそらく明日だろう。寝られる時に寝ておけ」

　声も普段と少しも変わらない。どぎまぎしつつも、心のどこかでほっとしていた。

（青丞が秘密に気付いたかもと思っていたけど、この様子だとそれはないな。いくら青丞でも女性と二人で同じ布団で寝るなんて、少しは動どう揺ようするはず。でもまったくいつも通りだし）

　疑いは晴れたが、乙女の危機は継けい続ぞく中だ。

　どうするべきかと頭の中でぐるぐる考える。しかし何もいい案は浮うかばなかった。如月と、彼に無む理り矢や理りつきあわされている朱咒が隣で見張っている。この状じよう況きようでは逃げられない。

（ええーい！　覚かく悟ごを決めよう。青丞はわたしが女だと気付いたわけではないんだ。だったら、男同士のように接すればいい。……でもでもでも、同じ部屋で過ごした事は何度もあるけど、一緒の布団で寝るなんてとんでもない事だぞ。どうしたらいいんだ）

　心の中で悲鳴を上げつつ考えていると、青丞が自然な動作で布団に入った。

「どうした？　さっさと寝ないと疲つかれがとれないぞ。……それとも、俺と一緒に寝られないわけでもあるのか？」

　疑いを持つ声だった。青丞のこんな声は久しぶりに聞いた気がする。

「い、いえいえ、とんでもない！　そんなわけなんてこれっぽっちもあるわけないじゃないですか！　は、ははははは。それでは寝ましょうか！」

　頭をかきつつ、乾かわいた笑い声を上げた。こうなったら仕方ないと自分に言い聞かせる。

（朝までもう少しだ。布団だってそこそこ大きいし、端はしと端で寝れば大だい丈じよう夫ぶだ）

　青丞が布団の右端で、右の方を向いて目を瞑つぶる。

　それを見届けて、大きく息を吸い込んで気合いを入れ、布団の左端に入って反対を向いた。

　目を瞑ったが、緊きん張ちようして心臓が大きく鳴って、ちっとも眠ねむ気けはやってこない。

　それでもかちこちに身体からだを固まらせてじっとしていると、背後で青丞が動く気配がした。

「眠ねむれないのか？」

「い、いえ、あの、すっごく眠いです！」

　すっとんきょうな声を上げ、慌てて布団を頭から被かぶる。

「……敵がどこで見ているかわからない状況だから休みにくいだろうが、今のうちに寝ねておいた方がいい。俺は昼間も大内裏に行っていたから、一いつ睡すいもしていなくて瞼まぶたが今にも閉じそうだ。すぐに寝てしまうだろうから、お前も気にせず寝ろ」

「は、はい」

　返事してしばらくすると、背後で寝ね息いきが聞こえてきた。

　そっと振り向くと、青丞がいつのまにかこちらを向いていた。

「青丞、寝たのか？」

　声を出したが、青丞は目を閉じたままぴくりともしなかった。ようやく大きく息を吐はく。

（やっぱり青丞はわたしが女だと気付いていないんだ。いくらなんでもわたしが里桜姫ひめだって知ってたら、同じ布ふ団とんにいてぐっすり眠れるはずがないし）

　安心したら、突とつ然ぜん眠気が襲おそってきた。昼間は屋敷で休んでいたものの、横になっただけで眠るほどの余よ裕ゆうはなかった。瞼がだんだんと重くなって意識が遠くなっていく。

　ふと、頭を撫なでられた気がしたが、それが現実なのか確かめる前に眠気に負けてしまった。
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　青丞は白桜の寝ね顔がおを見つめて、思わず頭を撫でていた。

「……ようやく寝たようだな。ゆっくり休め」
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　寝たふりをしたのは効果があったようだ。

　好きな女性と一緒の布団で寝られるほど神経は太くない。

　目の下に隈くまを作っていた白桜を少しでも休ませたくて芝しば居いをしたのだ。

　改めて白桜の寝顔を見つめた。

　かつらを被ったままの白桜は、どうみても女性だ。

　そのせいか、愛いとおしさを心にとどめておけないでいた。

　本当は抱だきしめてしまいたい。それは昨夜からずっと堪こらえている衝しよう動どうだ。

　白桜の秘密を知らないふりをしている以上、どんな姿をしていようと、男同士として接しないといけないとわかっている。それでも女だと知っていると告げて、好きだと告白できたらどんなにいいだろう。危険な目にあわないように、腕に抱いて守ってやりたいといつも思う。

　だがその気持ちをぐっと心に押し込めた。

　そんな事をする理由は、白桜の夢を知ったからだ。

　白桜は男女の区別なく、官かん吏りとして働ける世の中になればいいと言っていた。

　おそらくそれは、女に戻もどってもこの国の為ために働きたい、都に残りたいという思いからきているのだろうと察しはついた。

　その途と方ほうもない夢を叶かなえてやりたいと思った。

　そうしたら、女に戻ってもずっと一緒にいられるかもしれない。

「──愛している。お前の願いを叶える為なら、どんな事でもしよう」

　噓うそ偽いつわりのない言葉を、いつか起きている白桜に言える日がくればいいと、青丞は思った。







「告白はけっこうだけど、誰だれもいない時にしてほしいね」

　密ひそやかな声が聞こえて、青丞はそっと布団から身を起こした。

　わずかに開いた襖の隙間から、朱咒が顔を覗のぞかせている。

　白桜を起こさないよう気をつけながら、立ち上がって襖の方へと向かった。

「如月に聞かれたらどうするんだい？」

「あいつは眠らせると言っていただろう」

　襖から隣の部屋を覗くと、如月があぐらをかいたまま壁かべにもたれて眠っていた。

　実はさきほど朱咒とこっそり如月を眠らせる計画を立てていた。

　如月はまじめなせいか、ちょっとでも矛む盾じゆんする事があるとそれを追つい及きゆうする癖くせがあった。

　彼にこれ以上里桜姫について突つっ込まれると、白桜の秘密がばれる恐おそれがある。

　それにさすがに白桜と朝まで同じ布団にいるのは、いろんな意味で苦行だった。

　そこで朱咒にしばらく如月を黙だまらせてくれと頼たのんだのだ。

「如月は用心深いから薬を盛るのも大変だったんだよ。感謝してほしいな」

「よくも言う。如月をどこかに連れ出してくれるだけでよかったのに、薬を盛ろうと言い出したのはお前じゃないか。嬉うれしそうな顔で薬の入ったお茶の用意をしていたくせに」

「如月は働き過ぎなんだよ。特に最近どうも心配事があるみたいで、あんまり眠れてないみたいだったから、ゆっくり寝かせてあげようと思って」

　朱咒がため息をついた。珍めずらしいなと、如月に目をやる。

「心配事とはなんだ？　如月が眠れないほど悩なやむなんてかなりの事だろう」

「多分家族の事だと思うよ。だからあまり口出しせず、そっとしておこうと思っているんだ」

　如月に家族がいるというのは初めて聞いた。

　彼は親の地位で出世が決まると言っても過言ではない大だい内だい裏りで、自分の力だけでのし上がってきた逸いつ材ざいだ。大内裏に住み込んでいて、実家に帰ったという話も聞いた事がなかったから、親兄弟はいないのかと思っていた。

「如月の事より、白桜はどうだい。私の眠り薬はどうやら効いたようだね」

　朱咒と一いつ緒しよに、布団で眠る白桜に目をやる。実は眠り薬は白桜のお茶にも仕込んであった。

「ああ、こんな手は使いたくなかったが、ずっと一緒の布団で朝まではさすがにな」

　腕うで組ぐみをしてため息をつくと、朱咒がぷっと吹ふき出した。

「氷の貴公子殿どのも好きな女性の前だと形無しだね」

　思わず苦く笑しようした。どうも白桜が秘密がばれたのではと疑っているような気配があった。

　確かに最近の自分は、言動がおかしかったという自覚はある。疑いを晴らす為にも、何でもないふりをして布団に入ったが、さすがにずっと一緒の布団にはいられないと思った。

　ぐっすり眠っている白桜に改めて目をやると、自然と笑えみがこみ上げた。

「……本当によく眠っているな。人の気も知らないで」

　愛しい愛しい里桜姫。愛しすぎてこんな時は憎にくらしくさえ思う。

　どうして燃えるようなこの思いに気付いてくれないのだろうと。

「少し休んだらどうだい？　白桜も如月も明け方までぐっすりだ。夜が明ける頃ころにまたここに戻ればいい。二人は私が見ておくよ」

　迷ったが、朱咒の言葉に甘える事にした。

　明日あしたは結けつ婚こん祝いの宴うたげだ。裏切り者を捕つかまえる為に、少しでも体力を温存しておきたい。

「何かあったら、すぐ呼んでくれ」

　言い残して、奥にある小部屋へと足を向けた。

　決戦は、明日だった。
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　白虎家には、大内裏からの迎むかえの牛ぎつ車しやが訪おとずれていた。

　今夜はいよいよ結婚祝いの宴が行われる。かつらをとって束帯姿になった白桜は、里桜姫の裳も唐から衣ぎぬを着て不安げな顔をしている橘に微笑ほほえみかけた。

「もうすぐ青丞が迎えにくる。彼の指示に従っていれば大だい丈じよう夫ぶだ。もし御み簾す越ごしに誰かに話しかけられても黙っていていい。青丞が対応してくれるから」

　橘の手が震ふるえていた。その手を胸の前で組んで、決意したように頷うなずく。

「わかりました。私にできる精いっぱいの事をいたします」

「……すまないな、巻き込んでしまって」

　目を伏ふせると、橘が微笑んで胸に手を当てた。

「私が言い出した事です。気にしないでくださいませ。それにこんなに綺き麗れいで高価な裳唐衣を着る機会なんてもう一生ないと思います。初めて行く大内裏にも興味があります。青丞様も一緒ですし、御簾の中で黙ってじっとしているだけですから、何とかなると思います」

　新調した裳唐衣をまとって嬉しそうな顔をしているが、それが心配をかけまいとする橘なりの気き遣づかいだとわかっていた。話をしていると、ふいに襖ふすまの向こうから声がかかる。

「白桜、用意はできたか？」

　青丞の声だった。橘の頭から単ひとえの着物を被かぶせて顔を隠かくし、襖を開ける。

　廊ろう下かで待っていた青丞が、橘に向かって手を差し出した。

「妻となった女性の顔を見られるのは夫と家族だけだ。そうやって顔を隠していても、誰もおかしくは思わないだろう。あとは、俺に任せろ」

　青丞が事情を知っているのは心強かった。

　彼に手を引かれて部屋を出る橘の姿を見て、ふいに何かが心の底に湧わいて出た。

（いつか、ああやって青丞も本当に妻をもらうのかもしれない。里桜姫ひめと結婚はできないと言っていたから、もしかしたら誰か別に好きな人ができたのかも……）

　なぜか心にもやもやが広がった。切ないような悲しいような気持ちがあふれ出てくる。

　どうしてこんなに青丞を意識するのだろうと考えて、ふと昨夜の夢を思いだす。

　昨夜は青丞と一緒の布ふ団とんに入って、すごく緊きん張ちようしていたのにいつのまにか寝ねてしまった。

　自分の神経の図太さにびっくりだ。

　深い眠ねむりの中で見た夢は、今思いだしても顔が真っ赤になるようなものだった。

（どうかしている。青丞が〝愛している。お前の願いを叶える為なら、どんな事でもしよう〟とか言ってくれる夢を見るなんて。青丞がそんな事を言うわけないのに……）

　何でそんな夢を見たのかまったくわからない。

　もしや自分の願望なのかと思うと、死にたいほど恥はずかしかった。

　青丞は、一見冷たく見えるが、面めん倒どう見みが良くて情熱的な男だ。彼が身を挺ていして危険から守ってくれた事が何回あっただろう。自分のせいで怪け我がを負った事だってある。

　青丞の事を思うと、どうして苦しいような切ないような気持ちになるのか。

　彼の夢を見て、なぜこんなに胸が苦しくなるのか。

　答えは簡単なような気もしたが、今はまだそれを考える時間も心のゆとりもなかった。

「……今はまず裏切り者を探すのが先決だ。いろんな事はそれが終わってから考えよう」

　大きく深呼吸して、気を取り直した。そして廊下に向かって一歩を踏ふみ出す。

　この胸の痛みも切なさも全部、今は心の中にしまっておこうと決意して。
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　青丞と橘を乗せた牛車が大内裏へと入っていく。

　馬に乗ってあとをついてきた白桜は、それを見届けてほっと息をついた。

「よかった、何事もなく大内裏についたみたいだ」

　牛車に続いて大内裏の門を潜くぐり、侍じ従じゆうに馬を預けてすぐに紫し宸しん殿でんにある広間へと向かった。

「おや、久々にその姿を見た気がするよ。女の子の恰かつ好こうも可愛かわいいけど、やっぱりそちらの方が君によく似合っているね」

　広間に入ろうとすると、背後から声が聞こえた。振ふり向くと朱咒だった。

　廊下を歩いてきた彼に、軽く会え釈しやくする。

「橘……いえ、里桜姫は？」

　如月を騙だます為ために噓うそをついたが、本番では橘が代わりをすると朱咒には説明してあった。

「青丞と一緒に広間の御簾の中にいるよ。今のところ、偽にせ者ものだとばれてはいない。今回は青丞が隣となりにいてくれるから、御簾をはぎ取られない限りは心配ないだろう」

　朱咒が先に立って広間の襖を開けてくれた。中では数十人の正装した貴族達が、がやがやと話をしていた。どうやら招待された貴族達のようだ。彼らの前には贅ぜいを尽つくした料理の載のった膳ぜんと酒がある。そろそろ結婚祝いの宴が始まるようだった。

　朱咒に促うながされて、用意された席についた。

「あっ、鵬玄」

　御簾の方に目を向けて、その手前に鵬玄が姿勢を正して座っているのに気付く。

　鋭するどい眼光で辺りを見回している彼は、かなりの迫はく力りよくがあった。

　隣に座った朱咒が耳元で囁ささやく。

「さっき鵬玄にも橘の事を話しておいたよ。絶対に御簾の中には誰だれも入れないと約束すると君に伝えてくれと言われた。彼の事だから、力ちから尽ずくでも約束は守るだろうね」

「御簾の外に鵬玄。中に青丞か。これなら誰も橘には近づけないでしょう。よかった、橘を巻き込んでしまったから、彼女に何かあったらと心配していたんです」

　話をしていると、ふいに笙しようと笛の音が辺りに響ひびいた。

　集まった貴族達が姿勢を正し、口を閉じる。

　下座の方にある襖を開けて、女官が二人、銀盆ぼんをささげ持って現れた。

「三み日か夜よの餅もちいだ。結婚祝いの餅もちを食べて、祝しゆく宴えんが終われば晴れて二人は夫婦めおとになる。ここからが本番だね」

　朱咒がそっと辺りにいる貴族達を見回した。

「主上の子息の青丞と白虎家の里桜姫の結婚だから、招待されているのは大だい内だい裏りでもかなりの地位にある方ばかりだ。この中に裏切り者は必ずいるはずだ。それが誰か探し出さないとね」

　声は柔やわらかいが、鋭い響きも合わせ持っていた。

「ええ、裏切り者は誰か、大方の予想はついています」

　視線を、御簾の近くにいる腹心達四人に向けた。彼らは今まで龍宝帝に尽くしてきた。

　その中に裏切り者がいるとは信じたくないが、状じよう況きようから見ると間ま違ちがいはなかった。

「主上がいらっしゃるのは宴えんもたけなわになってからだ。敵が何をしてくるかわからない以上、本当は宴に出席するのは控ひかえて頂きたかったが、どうしても出ると仰おつしやって。だからせめて、遅おそめにいらしてもらうように説得しておいたよ」

　朱咒はため息混じりだ。龍宝帝の性格から察するに、敵がいるからと隠れたりはしないだろう。警護する者達には気の毒だが、龍宝帝らしいと思った。

「わかりました。ではわたしは腹心の方々に探さぐりを入れます」

「何か不ふ審しんな言動に気付いたら、すぐに教えてくれ。そうそう。危ない事はしないようにね」

　さっと手を取られて、口付けされた。あまりの早はや業わざに目が点になる。

「ああっ、またやられた！」

「緊張している顔も可愛いけど、にっこり笑え顔がおじゃないと不審に思われるよ。じゃね」

　朱咒が手をひらひらと振った。相変わらずの彼に呆あきれつつ、御簾の方に目を移した。

　そちらでは三日夜の餅が載った銀盆を、女官が御簾の前にいる鵬玄に渡わたしていた。

　鵬玄は御簾をわずかに上げて、銀盆を差し入れる。

　そして、御簾の中をじっくりと見つめて、こちらに顔を向けた。

「お二人が祝いの餅を食されました」

　おお！　と歓かん声せいが上がった。

　同時に酒の入ったとっくりを持った貴族達が、わいわいと話を始める。

「めでたいですな。これで、白虎家と青龍家に縁えにしができましたぞ」

「そうでございますな。陽真乙国も安あん泰たいです」

　貴族達が酒を酌くみ交かわし、宴うたげが始まった。

　その様子に目をやりつつ席を立ち、一度広間を出て廊下を回り込み、上座の方に近づいた。

「失礼します」

　朱咒に言われた通り、にっこり笑顔を心がけて襖を開けると、ちょうど目の前で腹心達が酒を飲んでいた。

「おおっ、白桜殿どの。本日はお日ひ柄がらもよく」

「里桜姫と青丞殿がとうとうご結けつ婚こん！　本当におめでたいっ」

「これで陽真乙国の未来も明るくなりますな」

「ええ、早く青丞殿と里桜姫の可愛いお子様が見たいものです」

　わはははははと笑い続ける四人の腹心達は、完全に酔よっ払ぱらいだ。

（こ、子どもって！　わたしと青丞の子どもなんて想像できない！　いったいどんな……!?）

　思わず顔が真っ赤になった。一人であたふたしている間に、腹心達のとりとめのない会話は続いている。さすがに恥ずかしくなって気を取り直し、膝ひざをついて話しかけた。

「あの……」

「青丞殿と里桜姫のお子様の名前は何になりますかな？」

「おお、もうそろそろ考えはじめてもよいでしょうな。国一番の陰おん陽みよう師じを呼んで名前を考えさせましょう。めでたく美しく可愛らしく凜り々りしい名前を！」

「それっていったいどんな名前ですか!?」

　思わず聞いてみたが、腹心達に思いっきり無視された。

　何度話しかけても自分達の会話に夢中で、ちっとも返事が得られない。

　どうしたものかと考えていると、ふいに背後から声をかけられた。

「お酒はいかがか？」

　振り向くと、大雅が盃さかずきを持って座っていた。

「大雅殿。いらっしゃっていたのですか？」

「めでたいので倒たおれるまで飲むと父が言うのでな。連れて帰る者がいないと迷めい惑わくをかけるだろう。それにしても青丞殿がうらやましい。里桜姫ひめに憧あこがれていた者として代わりたいぐらいだ」

　そういえばと思いだす。

　彼は里桜姫争そう奪だつ戦に参加し、里桜姫と会う権利を得ようといろいろと画策していた。あの時の大雅は上じよう昇しよう志向が強くて苦手だったが、今の彼は落ち着いていて、話もしやすかった。

「そうですか。……あ、すみません。わたしはお酒は苦手で」

「そうか。これは失礼」

　あっさりと盃を引っ込めてくれてほっとした。

「お酒につきあえなくて申し訳ありません。……みなさんとお話ししたかったんですが、お酒を飲んで更さらに話が弾はずんでいるから入りにくくて」

　腹心達に目をやると、競きそうように盃の酒を飲み干していた。

　どうすれば彼らから話を聞きだせるだろうかと悩なやんでいると、大雅がふっと笑った。

「そんな事をしていていいのか？　白虎家にとって、今日は重大な日だぞ」

　ふとした一言だった。しかしその言葉には、なぜか含ふくみがあるような気がした。

　大雅を見つめると、彼はにやにやとしていた。

　その笑い顔も何だかしっくりこなかった。

（この笑みは、里桜姫争奪戦でわたしを馬ば鹿かにした時と同じ笑みだ）

　わずかに眉まゆ根ねを寄せると、大雅が慌あわてたように目をそらした。

　そしてすぐに取り繕つくろうかのような笑みを浮うかべる。

「いや、重大というのは、白虎家の里桜姫が結婚される日だからな」

　何も言っていないのに、わざわざ言い訳をするような言い方をしたのも気になった。

（何だろう……。何だか大雅殿と話しているともやもやした感じがする）

「……そうですね。そうそう、わたしは他ほかの方々にもご挨あい拶さつがあるのでこれで失礼します。皆みな様さまへのご挨拶は酔いがもう少し醒さめた頃ころにいたしましょう」

　腹心達に目をやった。

　しかし目の端はしではしっかりと、大雅がほっとした表情をするのを捉とらえていた。

　その表情にも違い和わ感かんがあった。まるで何かから逃にげられたかのような安あん堵どの表情だ。

（どうしてこんな顔をするんだ？）

　不思議に思ったが、おそらく直接聞いても答えてはくれないだろう。

　軽く会釈して広間から再び出る。廊ろう下かでは料理を運ぶ女官達が慌あわただしく行き来していた。

　邪じや魔まになってはいけないので、廊下の角を折れた所まで歩く。そちらはどうやら人ひと気けがないようなので、壁かべにもたれてさきほどの大雅の様子を思い浮かべた。

「以前とはまるで違ちがう人物のように丸くなった大雅殿。だけど、人間そう簡単に角がとれて丸くなるものかな？」

　実は最初に大雅に会った時からずっとそう感じていた。

　大雅がどれだけ出世欲よくが強いかは嫌いやというほど知っていた。

「そういえば倉に忍しのび込んだ時、衛兵の仕事をしていた大雅殿を見かけたな。あの時大雅殿は、見回りをしている事を鵬玄に知られて、それを恥はじるような顔をしていた。今の下級役人の仕事を心を入れ替かえてやっていると聞いたけど、あの態度からはどうもそうは思えなかった」

　慣れない見回りの仕事だから、不満そうな顔をしているのかとも思った。

　しかしあの時に見せた唇くちびるを嚙かむような動作は、出世欲の強い彼が望まない低い位の仕事をさせられて不満をためている、そんな印象を受けた。

　改心した彼を信じたいとずっと思っていたが、それが演技だとしたら……。

「大雅殿は腹心の一人、右大臣光永様の息子むすこだ。もし彼が、父親から大内裏での話し合いの内容を聞きだしていたとしたらどうだろう？」

　光永が息子の大雅に大だい内だい裏りでの密談をつい漏もらしてしまったというのは、あり得ない事ではない。誰だれしも家族の前では無防備になるものだ。

　それを大雅が敵に伝えていたとしたら、密談が筒つつ抜ぬけだったというのにも納なつ得とくがいく。

「ずっと考えていたけど、やっぱり腹心達の中に裏切り者がいるとは思えない。だって彼らは想月の事件の時に、命がけで主上の味方をした」

　あの時の彼らの勇ゆう敢かんな姿は目に焼き付いている。敵に寝ね返がえる貴族も多い中で、彼らは龍宝帝への忠義を貫つらぬいた。一歩間ま違ちがえば殺されていたかもしれないのに、彼らは敵を前にして一歩も引かなかった。そんな彼らの中に裏切り者がいるなんて、どうしても思えなかった。

「……では少々失礼します」

　考え込んでいた所に、廊下の曲がり角の向こうから声が聞こえた。それが大雅の声だと気付き、そっとそちらを覗のぞく。大雅が広間から出て、こちらとは反対の方向に足を向けた。

「どこに行くんだ？」

　一度彼があやしいと感じたら、その行動の何もかもが気になった。

「何かわかったら教えろと朱咒に言われたけど、でも……」

　大雅が気になった理由は何気ない一言と表情だ。特に問題ないと言われればそれまでで、自分でもどうあやしいのかうまく説明できないぐらいだった。

「……よし、彼の様子を探さぐってみよう。わたしの勘かん違ちがいならそれでいいし、もし何かわかれば朱咒に報告すればいい」

　大内裏の中なので、それほど危険な目にあう事もないだろうという気持ちもあった。

　壁に隠かくれて、一度深呼吸する。そして彼に気付かれないよう、あとをつけた。

　もし大雅が裏切り者だったなら、きっと父である光永は悲しむだろうし、右大臣としての彼の立場もなくなるだろう。

　どうか自分の勘違いであってほしいと祈いのりながら、注意深く廊下を進んだ。
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「……から、もうすぐだ」

　庭はもう日が落ちていたが、満月のおかげでどうにか辺りは見み渡わたせた。

　大雅を追って紫し宸しん殿でんを出た白桜は、宜ぎ陽よう殿でんの近くで一度彼の姿を見失った。手入れされた松が並ぶ庭で彼を捜さがしていて、どこからか声が聞こえてきたので、それを頼たよりに足を進める。

　すると宜陽殿の建物の陰かげで、衛兵と話をしている大雅を見付けた。

「衛兵と何を話しているんだろう？」

　不思議に思って耳を澄すましたが、声を落としたのか何を喋しやべっているのかわからなかった。

　気配を殺して彼らのそばにある植え込みまで足を忍ばせた。

　衛兵は背を向けているので顔はわからないが、大雅の表情を見て取れるぐらいの距きよ離りまで近づくと、ようやく話し声が聞こえてくる。

「……もうすぐ主上が来る。もったいぶって宴えんもたけなわになった頃にしか姿を見せないらしい。準備はいいか？」

　大雅は乱暴な言こと葉ば遣づかいと威い圧あつ的な表情をしていた。それは里桜姫争奪戦の時に見た彼そのものだった。驚おどろきに目を見張っていると、小こ柄がらな衛兵が頷うなずいた。

「もちろん。いよいよだね。わくわくするよ。仲間達は大内裏に百人ほど潜もぐり込ませてある。結けつ婚こんの儀ぎの贈おくり物や何やらで出入りが多かったし、あなたが用意してくれた許可状があったから何とか入り込めたよ。宴うたげをめちゃめちゃにして龍宝帝を死ぬほど辛つらい目にあわせてやろう」

　あまりの事に愕がく然ぜんとした。彼らの言う仲間とは、おそらく敵だろう。

　その敵が百人も大内裏にいるなんて、とんでもない事態だった。

「俺が用意したんじゃない。父にさせたんだ。里桜姫への結婚のお祝いを運ばせると言ったら、ほいほい許可状をくれた」

　大雅がほくそ笑えむ。話から察すると、大雅が敵と内通しているのは間違いがないようだ。

「父親を騙だますなんて悪い奴やつ。大内裏での密談もうまく父親を誘ゆう導どうして聞きだしたんだろう？」

「ああ、最近は大人しく仕事をしていたから、機き嫌げんがよくてな。父は酒に弱いから、酔よわせて聞きだしてやった」

「なるほど。他人ならいくら酔っていても警けい戒かいするだろうけど、息子相手に酒を飲んだらつい口も軽くなるよね。特に以前は問題ばかり起こしていたけど、最近になってようやく落ち着いてきた息子が相手ならなおさらだ。……それが演技だとも知らないで」

　衛兵がくくっと笑う。彼らの会話を聞いていて、思わず眉根を寄せた。

（あの衛兵、ずいぶん親しげに大雅と話すんだな。大雅の手下とかいう感じじゃなさそうだ。裏切り者が大雅だったなら、彼から情報を得ていた仲間がいるはず。あの衛兵はその仲間の一人なのかもしれない。大雅の背後にいる者達が誰なのか突つき止めなくては！）

　更に二人の様子を窺うかがうと、大雅がふいに目つきを鋭するどくさせた。

「出世したいと思って何が悪い。……俺は兄弟の中でも一番賢かしこかったのに、跡あと継つぎではないからといつも邪じや険けんにされてきた。だから自分の手でのし上がってやろうと決めたんだ。その為ための努力は惜おしまなかった。それなのに……」

　ぎりっと大雅が唇を嚙む音が聞こえてきそうだった。

「青丞とちょっともめたせいで、父は俺に謹きん慎しんしろと言い渡わたした。仕方なく謹慎して復帰したら、みんな俺を遠巻きにして無視する。主上の息子ともめた俺とは関かかわり合いたくないとな！　おかげで罪人を見張るような仕事に配はい置ち換がえされた。これではもう出世も望めない」

　大雅の握にぎった拳こぶしが震ふるえているのがわかった。

「そもそもこんな事になったのは、白桜のせいだ。争そう奪だつ戦の時、白桜に宝のありかを示す手がかりをよこせと言ったのに、知らないと言い張って逃げた。だから少しばかり追い回しただけなのに、青丞が文句を言って俺を殴なぐったんだ！」

　自分の名前が出てきて、どきりとした。大雅が憎にく々にくしげに話を続ける。

「白桜のせいで青丞ともめて、出世の道も閉とざされた。あの二人が死ぬほど憎い……！　里桜姫ひめとの結婚の儀なんてぶちこわしてやる。主上の息子だから青丞を追い落とすのが難しいというなら、主上ごと今の地位から引きずり下ろしてやる！」

　暗い怒いかりが大雅の身体からだから放たれているのが見えるようだった。

　衛兵が大雅の肩かたにそっと手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今回の事がうまくいけば、国がひっくり返るほどの醜しゆう聞ぶんが明らかになる。その醜聞が公おおやけになれば、お前が大だい嫌きらいな白桜の命はない」

　ぶっそうな言葉が聞こえて、思わず目を見開いた。

（わたしの命はない？　いったいどういう事だ？）

　驚いて話の続きに集中した。大雅がぐっと眉まゆ根ねを寄せる。

「その醜聞とやらはいったい何なんだ？　『あの方』もそんな事を仰おつしやっていたが、詳くわしい内容は教えて頂けなかった」

　あの方、という言葉が聞き捨てならなかった。

　やはり大雅の背後には誰かがいるようだ。今回の事も、大雅が一人で仕組んだとは思えない。

　おそらく、あの方という人物が裏で糸を引いているのではないかと察しがついた。

「それはあとでのお楽しみだ。ただ、これだけは言っておく。この醜聞が明らかになれば、お前の嫌いな白桜はもちろん、あいつを可愛かわいがっている龍宝帝もただではすまないよ。当然、その息子の青丞もね。よかったな、お前の嫌いな者達全員がとんでもない目にあうぞ」

　衛兵の声は面おも白しろがっているような響ひびきがあった。どうもこの声の調子には覚えがあったが、あまりに衝しよう撃げき的な話の内容に驚きすぎて、ゆっくり思いだしている暇ひまはなかった。

（醜聞っていったいなんだ？　わたしの命はないとかぶっそうな事を言っているし……。彼らが何をしようとしているのかはわからないけど、これだけはわかった。大内裏での密談を外に漏もらしていたのは、大雅だったんだ！）

　さきほど結婚の儀をぶちこわしてやると言っていた。仲間を大内裏に引き込んだとも。

　おそらく宴で何かする気に違ちがいない。すぐに朱咒に知らせなければと焦あせった。

　慌あわてて移動しようと足を踏ふみ出す。そこにどうやら小枝が落ちていたようだ。

　ぱきっと小さな音が足の下から聞こえて、まずい！　と思った時にはもう遅おそかった。

「何だ！　今の音はっ」

　大雅の鋭い声がした途と端たん、走り出した。ここで捕つかまるわけにはいかない。

「あの髪かみの色は……白桜かっ。おのれ、あいつはいつも邪じや魔まばかり！」

　大雅の憎しみに満ちた声が背後から聞こえたが、絶対に足は止めなかった。
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　青丞は御み簾すの中で、隣となりにいる女性をそっと見つめた。

「顔色が悪いぞ。大丈夫か？」

　隣にいるのは、花はな嫁よめである里桜姫……ではなく、白虎家の女によう房ぼうである橘だった。

　膝ひざに置いた手を震わせていた橘だが、凜りんとした表情を浮うかべて頷いた。

「少し緊きん張ちようしているだけです。それより、どなたかがあやしんでいる気配はないですか？」

　里桜姫の代わりに、橘が御簾の中にいる事は絶対に知られてはならなかった。

　身代わりを名乗り出たという橘の勇気には、感服するばかりだ。

「大丈夫だ。今のところみんな酒と料理に気を惹ひかれているようだからな。もし誰だれかがあやしんだとしても、俺が守るから安心しろ」

　橘がわずかに口角を上げて頷いた。

「青丞、ちょっと」

　御簾の外から鵬玄の声がした。何やら焦っているような様子が伝わってきて、御簾の方へと膝でにじりよる。御み簾す越ごしに、鵬玄の囁ささやきが聞こえた。

「さっきから白桜の姿が見えない」

「何だと？　いったいどこへ行ったんだ。また何かに巻き込まれているんじゃないだろうな」

　思わず腰こしを浮かせた。龍陽寮に潜せん入にゆうした時も、わずかに目を離はなした隙すきに敵と相対して危険な目にあっていた。御簾の向こうから鵬玄が頷く気配がする。

「どうも嫌いやな予感がするんだ。捜さがしに行きたいが、ここを離れるわけにもいかない」

　白桜からくれぐれも橘を頼たのむと言われているので、青丞も広間を離れるわけにはいかない。

　だがこのまま白桜を放ほうっておくわけにもいかなかった。

「白桜様を捜しにいってください」

　どうするべきかと考えていると、橘の声が聞こえた。

　顔を向けると、橘のまっすぐな視線とぶつかる。

「白桜様が何か危険な目にあっているかもしれないのでしょう？　御簾の中には誰も入れない決まりですし、私はここでじっとしているから大丈夫です。だから白桜様を捜してきてくださいませ。あの方は……私の家族も同然なのです」

　きっと内心は不安で仕方ないはずなのに、気き丈じような声だった。

「……青丞。信しん頼らいできる配下を数人連れて来ている。ここの見張りは彼らに任せれば大丈夫だ」

　御簾の向こうにいる鵬玄と橘を交こう互ごに見やる。

　橘が大丈夫だと言いたげに大きく頷うなずいたのを見て、立ち上がった。

「ここは鵬玄の配下が守ってくれる。白桜を見付けたらすぐに戻もどるから」

「はい、いってらっしゃいませ」

　橘に見送られ、御簾を出た。鵬玄と同様、嫌な予感に胸をざわつかせながら。




　　　　[image: ]




　白桜は宴が行われている紫し宸しん殿でんへと向かって走っていた。

　背後から足音が聞こえている。話を聞かれた大雅が怒りの形相で追ってきているのが、振ふり向かなくてもわかった。心臓はばくばくいっているし、走っているせいで息をするのも辛い。

　それでも必死で庭を駆かけた。

（主上に裏切り者は大雅だったと伝えなくては！　しかも大雅達は仲間を百人も大内裏に引き込んで、宴うたげで何かする気だ。急いで朱咒達に伝えないと）

　衛兵が言っていた〝醜聞が公になれば、白桜の命はない〟という言葉が頭を駆け巡めぐる。

　それが何なのか、実は覚えがあった。

　白虎家の白桜は〝女〟である。

　それは誰にも知られてはならない秘密だ。もし陽真乙国でも名門貴族である白虎家の跡あと取とりが女だったと知られたら、おそらく国を揺ゆるがすほどの醜聞になる。

　知らなかったとはいえ、自分に目をかけていた龍宝帝の立場もないはずだ。

（でも、まさか秘密を知っているはずが……）

　心の中で呟つぶやいて、ふいにさきほどの衛兵を思いだす。衛兵の声の調子には覚えがあった。

（あの話し方はどこかで……あっ！）

　突とつ然ぜん目の前に現れた誰かに思いっきりぶつかった。そのまま尻しり餅もちをついて考えが中断する。

　慌てて見上げると、驚おどろいた顔の朱咒が立っていた。

「どうしたんだ？　捜したんだよ。急にいなくなるから」

　頭の中はさきほどの衛兵と大雅の会話でいっぱいになっていた。

　もし、今考えたように醜聞というのが自分の秘密に関かかわる事だったら、おいそれと彼らの事を口にするのはまずいのではないかと思う。

　それでも意を決して立ち上がった。

「裏切り者を見付けました」

　背後から走ってくる足音が聞こえて、毅き然ぜんとした態度で振り向く。

　今は裏切り者を捕とらえる事が何より先決だった。

「大雅が裏切り者です！」

　走ってきた大雅が近くで立ち止まり、般はん若にやのごとき形相になる。

「貴様……！　何を言っている。朱咒殿どの、信用なさるのか？　私と貴き殿でんはかなり前からの知り合いだろう？　そんな世よ迷まい言を……」

　取り繕つくろおうとした大雅に、朱咒が冷めた視線を送った。

「確かにあなたとは前からの知り合いだが、つきあった年月は短くても、白桜とは密度の濃こい時間を過ごしている。あなたの言う事と白桜の言う事、どちらを信用するかと言われたら、間ま違ちがいなく白桜だ」

　朱咒が背に庇かばうように前に立ってくれた。

　ガサッと音がしたので振り向くと、青丞と鵬玄が植え込みをまたいで駆け寄ってくる。

「今、大雅が裏切り者だと聞こえたぞ」

　青丞が朱咒と並ぶようにして、大雅と向き合った。

「二人とも、どうしてここに？　橘……いえ、姉は？」

「信頼の置ける配下に御簾を守らせている。心配するな」

　囁いた鵬玄が、大雅に顔を向けて睨にらみつける。

「なるほど、大雅が裏切り者だったとしたら、どうやって大だい内だい裏りの情報を知ったのかも納なつ得とくがいく。父の右大臣様から大内裏の情報を聞きだし、それを敵に流したのだな」

「おのれっ、四神の跡取り達め！　お前達はずっと目め障ざわりだったのだ。俺だって生まれも育ちもいいのに、どうしてお前達だけ一目置かれて特別扱あつかいされる！」

　どうやら大雅の本ほん性しようが出たようだ。憎にく々にくしげな表情で、唸うなるような声を上げた。

　三人の背に庇われるようにしていたが、黙だまっていられなくて朱咒と青丞の間をすり抜ぬけた。

　そして大雅と向き合う。

「確かにわたし達は四神の跡取りとして特別扱いされているかもしれませんが、その名に恥はじないように努力し、ふるまいにも気をつけています。ですがわたしが知っているあなたは、出世の為ためなら人を陥おとしいれる事も厭いとわない方だ」

　なるべく静かな声を心がけた。興奮している相手に同じように声を荒あららげても、何も解決しない。怒ど鳴なり合うだけの不毛な言い合いはしたくなかった。

「そんな自分の事しか考えないあなたを、誰も尊敬はしないし、敬意も払はらわないでしょう。周りの人はあなたの言動をよく見ているはずです。あなたが出世できないのは、青丞のせいでも誰のせいでもない。あなたの心構えのせいだと思います」

「馬ば鹿かな事を言うなっ。青丞のせいに決まっているだろう。そいつが俺ともめたのを根に持って、裏で手を回して俺を閑かん職しよくに追いやったんだ！」

　青丞が眉まゆ根ねを寄せて、一歩前に出た。

「たかが少々もめたぐらいで処分してもらうように手を回すほど、俺は暇ひまじゃない。それに、あの時主上も見なかった事にすると仰おつしやっていただろう。誰もお前の出世を阻はばんだりしていない。閑職に追いやられたというなら、それは何か別の理由だ」

「違ちがう！　お前のせいで……」

「違わない。噓うそだと思うなら、お前の上役を連れて来て、どうして配はい置ち換がえしたのか聞いてみればいい。だいたい、俺はお前の上役が誰だれかも知らないし、お前がもともとどういう仕事をしていたのかも知らない。それでどうやって手を回すと言うんだ」

　冷静に言い返されて、大雅が鼻白んだ。

「噓だ！　噓だっ噓だ、噓つきめ！」

「何を騒さわいでいる」

　響ひびいた声は、腹にずんとくるほど威い厳げんがあった。

　慌あわてて振り向くと、龍宝帝が如月と腹心達を連れて、堂々とした態度で庭に立っていた。

「せっかく宴に参ったのに、四神の跡取り達が血相を変えて出て行くから、いったい何事かと思って来てみれば。何をもめているのだ？」

　朱咒がさっと目をやると、如月がため息をついた。

「お止めしたが、何かもめごとかと面おも白しろそう……ああ、いや、興味深そうにされて、どうしても庭に出ると仰って。危険だから広間にいてくださいと何度もお願いしたのに」

「何を言っている。大内裏で危険な事などあるはずがない。もしあったとしたら一大事だ。大内裏の責任者である私が、何があったのか把は握あくしないでどうする」

　なぜだか龍宝帝は楽しそうだ。肩かたで息をしている大雅に目を向けて、眉根を寄せた。

「お前は確か、光永の息子むすこだったな。いったいどうした、そんな怖こわい顔をして」

　龍宝帝の背後にいた光永が、慌てたように大雅に近寄ろうとした。

「大雅、いったい……」

「来るな！」

　大雅が叫さけんだ。その声に驚いたのか、光永が足を止める。

「あんたはいつも兄上達ばかり可愛かわいがって、末っ子の俺は放ほったらかしだった。兄上が出世するのが先で、俺はいつも後回し。だから自分の力でのし上がってやろうと決めたんだ！」

　大声を上げる大雅が何だか可哀かわい想そうな気さえした。唇くちびるを嚙かみしめて、まっすぐ彼を見つめる。

「あなたはあなたなりに努力をしていた。自分を高めようとするのはとても素す晴ばらしい事だと思います。ですが、その方法が間違っていたと思います。主上もいらっしゃいますし、罪を告白すれば、少しは恩情が……」

「恩情などいるか！」

　大雅の叫びと同時に、彼の背後から数え切れないほどの衛兵の姿をした男達が現れた。

　男達を見て、大雅が勝ち誇ほこったように笑う。

「俺には味方がいる。青丞に邪じや魔まされて出世の道を閉とざされた。こいつのせいで、閑職に追いやられたんだ。だから復ふく讐しゆうしてやるんだ」

　その言葉に一番驚きよう愕がくした顔をしたのは、光永だった。

「馬鹿な事を言うな。お前を配置換えさせたのは私だ。青丞殿は関係ない」

　大雅が目を見開いて、息を吞のんだ。そして何度も首を振ふる。

「噓だ……！」

「噓ではない。お前が出世しようと努力していたのは知っているが、人を蹴け落おとすような事を裏でやっていたのも知っていた。お前が一いつ緒しよに働いていた者の手て柄がらを横取りしたり、悪い噂うわさを立てて大内裏から追い出したりしたのも知っている」

　大雅がぐっと言葉に詰つまった。反論しないのは真実だからだろう。

「このままでは、お前は駄だ目めになると思った。だからあえて下級役人の仕事をさせたのだ。苦労して働いて、立場の違う者と交流を深めれば、変わってくれるのではないかと信じて」

　兄ばかり可愛がられたというが、光永なりに大雅の事を気にかけているのだと思った。父の優やさしさを間違って受け止めていた大雅は、それが受け入れられないのか何度も首を振る。

「違う、噓だ。青丞が手を回したに違いないんだ。父上は青丞を庇っているんだろう！」

　叫んだ大雅は、興奮したように荒い息をしていた。

「みんな噓つきだ。四神の跡取りばかり特別扱いされる世の中なんて理り不ふ尽じんではないか！」

「────そうだな、世の中は理不尽だ」

　大雅の声とは対照的な、落ち着いた声だった。声の主は、龍宝帝だ。

「特にこの国は、親の地位で子どもの出世が決まる、とても不平等な国だ。力のある者だけが得をして、弱い者は一生這はい上がれない。お前も兄がいては、思うような出世は望めなかったはずだ。悔くやしい思いもしただろう？」

　大雅は言葉を失っていた。

　まさかこの国を治める帝みかどがこんな事を言うとは、思っていなかったのだろう。

「私もこんな世の中はおかしいと思っている。だから私は大学寮りようを改革すると決めた。誰もが努力次し第だいで好きな仕事に就ついて出世できる世の中にする為に。それが叶かなえば、お前も頑がん張ばり次第では父の位である右大臣になる事も可能だぞ」

　呆ぼう然ぜんとしている大雅に、龍宝帝はゆっくりとかんで含ふくめるようにして語りかけた。

「私はお前が望む〝自力で出世できる世の中〟を目指そうとしているのに、お前はそれを邪魔している。世の中の理不尽さをよく知っているお前が、だ。よく考えてみろ。今ならまだやり直す事は可能だ。もうここでやめておけ、大雅」

　龍宝帝が手をさしのべた。信じられないようなものを見る目で、大雅がその手を見つめる。

「俺は……」

「大雅！　騙だまされないで。ここでやめても罪に問われて大内裏を追い出されるだけだ！」

　どこからか声が飛んできた。それはさきほど大雅と話していた衛兵の声とよく似ていた。

　大雅が大きく目を見開いた。そして辺りを見回して、またしても首を振る。

「噓つきが！　俺を捕つかまえる為に適当な事を言っているんだろう！　俺は自分の手で、この国を変えてやるんだ。俺が出世できないような世の中なら、それを根本的に変えればいい。青丞が帝の息子だからみんな言いなりになるというなら、帝が替かわればいいんだ」

　大雅の笑い声が庭に響いた。さすがに龍宝帝が眉根を寄せる。

「ほう、私が替わればいいというのか？　いったい、誰と？」

「帝に相応ふさわしい人物だ。もちろんあなたでも青丞でもない」

「大雅！　何を馬鹿な事を言っているのだ！」

　光永が叫ぶと、大雅がほくそ笑えむ。

「今まで俺の事を放ったらかしだったくせに、今いま更さら父親ぶって何を言っているんだ。……俺の能力を認めてくださる方がいるんだ。その方はこの国を変えるお方だ。俺はその方について、この国でもう一度のし上がってやるんだ」

　ふいに大雅が歪ゆがんで見えた。出世欲よくの強さが仇あだになって、間ま違ちがった道を進み始めている。

　彼を止める術すべはないかと焦あせっていると、大雅が片手を上げた。

「宴うたげに乱入するつもりだったが、もういい。ここで決着をつけてやる！」

　大雅の合図とともに、衛兵の姿をした男達が腰こしの太刀たちに手をかけた。

「主上をお守りしろ！」

　如月の声が聞こえて、大だい内だい裏りを警護する本物の衛兵達が庭に駆かけ込んでくる。

　敵に向かって太刀を抜ぬいた。争いは嫌きらいだが大雅の目を覚まさせるには戦うしかなかった。







　大雅が手引きした衛兵の姿をした男達は、かなりの手て練だれ揃ぞろいだった。

　白桜は太刀を構えて、敵を睨にらみつける。斬きりかかってきた敵の太刀を太刀で受け止めると、息がかかりそうなほど間近で、敵がにやりと笑った。

「ひ弱な坊ぼうやだな。そんなに細くては俺の太刀を跳はね返せまい」

　敵は見上げるほど大おお柄がらだった。多少は太刀を使えるようになったとはいえ、同等に戦える相手ではないと、太刀を交かわしただけでわかった。

　それでも負けたくなかった。眼光を鋭するどくして、気合いを込めて声を上げる。

「力では負けるかもしれないが、気持ちでは負けない！」

　叫んで何とか太刀を押し返した。

　まさかそんな力があるとは思わなかったのか、敵が一いつ瞬しゆんよろめく。

　その隙すきを逃のがさずに太刀を振り上げようとしたが、さすがに敵も百ひやく戦せん錬れん磨まなのかすぐに体勢を立て直し、切っ先を向けて威い嚇かくした。

「なかなかやるな。坊や。もう油断はしないぞ」

　殺気を放たれてぞっとした。それでも睨み返すと、敵に誰かが体当たりした。

「白桜！　俺の後ろにいろ」

　体当たりされて転んだ敵との間に入ってきたのは青丞だった。彼の背中が目の前に来る。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶです！　それより主上をお守りしなければ」

　庭の中央に目をやると、龍宝帝を囲むようにして如月と朱咒、そして腹心達がいた。

「どけ、私は自分の身は自分で守れる」

　龍宝帝が太刀を抜こうとすると、腹心の一人、兵ひよう部ぶ省しようの蔵持卿きようが大きく首を振った。

「とんでもありません。こんな時こそ大人しく守られていてください」

「私はそこそこ太刀は使えるぞ」

「存じています。太刀をお教えしたのは私ですから。あなたは最高の教え子でした」

　兵部省の蔵持卿は大内裏の守護と国を守る兵を司つかさどっている。

　自分にも他人にも厳しく、無骨で絶対にお世辞を言わないので有名だった。

　その蔵持卿に最高の教え子と言われるという事は、龍宝帝はかなりの腕うでなのだろう。

　青丞がこちらを庇かばうように左手を横に上げ、右手で持っている太刀を敵に向けた。

「主上は大丈夫だ。太刀の腕は俺が保証する。それにあれだけの手練れが揃そろっていれば、主上の守りは完かん璧ぺきだ。だからお前は大人しく俺の後ろにいろ」

　青丞の背中が大きく見えた。太刀はそれなりに使えるようにはなったが、それでも戦いのまっただ中にいるのは震ふるえるほど怖い。

　思わず頼たよりがいのある背中にすがりたくなったが、そんな弱い自分を心の中で叱しつ咤たした。

「青丞、わたしは白虎家の跡あと取とりです。あなたに守ってもらって隠かくれているわけにはいきません！　わたしも戦います」

　胸に手を当て毅き然ぜんとして青丞を見上げた。

　怖こわくて怖くて仕方ないが、それでも恐きよう怖ふに負けて逃にげるわけにはいかない。

　青丞が何か言おうとして口を開きかけた。

　だがしばし逡しゆん巡じゆんするように視線をさまよわせる。

「……わかった。では主上の所にいって、お守りしろ。ここは俺が引き受ける」

　青丞が斬りかかってきた敵をさばきつつ、手で龍宝帝の方へと促うながした。

「でも……あっ、危ない！」

　声を上げたのは、またしても青丞に敵が斬りかかろうとしたからだ。

　こちらを向いていた青丞は、一瞬敵への反応が遅おくれた。

「うわぁぁ！」

　だが叫さけんだのは敵の方だった。駆けつけた鵬玄が敵を一刀両断にしたのだ。

「白桜、ここは俺と青丞に任せろ。朱咒の所にいけ」

　青丞と鵬玄が互たがいに背中をあわせて、敵を威嚇した。

　最近は顔をあわせれば睨み合いばかりの二人だったが、戦う時の呼吸はぴったりだ。

　ここにいては、おそらく彼らの足手まといになると判断した。

「わかりました。健けん闘とうを祈いのります！」

　頷うなずいた二人を見届けて、龍宝帝の方へと駆け出した。
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　龍宝帝は、紫し宸しん殿でんの門に近い場所にいた。

　白桜が走り寄ると、龍宝帝を守っていた如月と朱咒、そして腹心達が敵を威嚇しつつ迎むかえてくれる。如月が襲おそいかかってきた敵と太刀を合わせ、力で押し返した。

「白桜、主上を紫宸殿の中へ誘ゆう導どうしてください。まったく、こんな状じよう況きようだというのに戦いに参加したくてわくわくしている馬ば鹿かな上役がいて、非常に迷めい惑わくです。上役の説得をしていると私の頭が爆ばく発はつしそうなので、青丞様達を手伝ってきます」

　目は据すわり、言葉や声からもいらいらしている様子が伝わってくる。

　龍宝帝がむっとしたように腰に手を当てた。

「その上役とはいったい誰だれの事だ？」

「鏡を見てください。映ってますから」

　言い放った如月に龍宝帝が何か言おうとしたが、朱咒と蔵持卿にそれぞれ腕を摑つかまれた。

「ここは大人しく避ひ難なんしましょう。主上」

「ええ、敵も怖いですが、本気で怒おこった如月はもっと怖い」

　蔵持卿が如月に顔を向けて話を続けた。
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「如月、主上を紫宸殿に案内するのは私達に任せろ。ここはお前に頼たのむ。敵を制圧しろ」

「わかりました。では白桜、あなたも主上をお守りして一いつ緒しよに紫宸殿へ」

　頷いて、龍宝帝を囲んでいる朱咒達を先導して紫宸殿へと急ぐ。

　敵が追いかけてきたが、如月が見事な太刀さばきで足止めをした。

「すごいな、如月様」

　走りつつ背後に視線をやって如月の戦いぶりに目を丸くしていると、朱咒が苦く笑しようする。

「如月はなかなか強いよ。私が本気で戦っても勝てるかどうか微び妙みような所だ」

　朱咒のもう一つの顔は、化か蛇だという名の龍宝帝直属の内ない偵てい官かん吏りだ。

　その彼がそこまで言うからには、如月もおそらく相当な腕なのだろうと思った。

　あとは如月に任せ、足を速めて紫宸殿の庭へ入る。庭から直接建物に入るのが一番近道だ。

「あっ……！」

　庭に入って建物が見えた所で、思わず足を止めた。

「やはり、ここに来たか」

　建物の手前に立っていたのは、十人ほどの衛兵の姿をした男達。そして中心に大雅がいた。

「あそこからなら、一番近い紫宸殿に避難すると読んだが、どうやら当たったようだな。俺の目的はまだ達していない。俺は主上に言いたい事があるんだ」

　ほくそ笑んだ大雅に、背後にいた龍宝帝がふっと笑った。

「ほう、何を言いたいんだ？　だいたい、お前は何が望みなのだ？　光永から情報を聞きだしたのは、改革に反対する者達に頼まれたからだとわかる。しかし里桜姫ひめと青丞が結けつ婚こんするよう仕向けようとしたのはなぜだ？」

　龍宝帝と大雅の会話を聞きながら、心の中で嫌いやな予感がしていた。さきほど大雅と衛兵が話していた〝醜しゆう聞ぶん〟という言葉が頭をよぎる。大雅が龍宝帝を指さした。

「結婚の儀ぎは、あなたを帝みかどの座から降ろす為ために必要だったらしい。結婚の儀を行えば、とんでもない醜聞が明らかになるそうだ」

「らしい？　そうだ？　ずいぶんといい加減な物言いだな」

　苦笑した龍宝帝に、かっとなったのか大雅が怒いかりで顔を赤くした。

「黙だまれ！　俺はあなたを帝とは認めていない。本当に帝に相応ふさわしい人物は別にいる。その方が今回の事を計画されたのだ。その方こそ、この国を統すべるのに相応しい方だ！」

　言い放った大雅に、光永が怒りの形相を浮うかべた。

「何を恐おそれ多い事を言っているのだ！　この馬鹿者が！」

「馬鹿はあなただ、父上。こんな愚おろかな帝に命を賭かけて仕えるなど。俺は俺の能力を認めてくださる方を見付けたんだ。閑かん職しよくに追いやられて絶望していた俺を救ってくださった。あの方の為なら、俺は何でもする」

　大雅の笑えみが薄うすら寒く感じた。ふと、こんな笑みを浮かべる人物が他ほかにいた事を思いだす。

　途と端たんに、背筋がぞっとした。

（庭で大雅と話していた衛兵。さっきも思ったけど、話し方に覚えがあった。それに彼らが話していた〝醜聞〟。やっぱりそれはわたしの……）

　冷や汗あせが背筋を伝う。背後にいた龍宝帝が、大雅をじっと見つめた。

「なるほど。その、お前の能力を認めてくださる方とはいったい誰だ？」

　どくんどくんと心臓の音がやけに大きく感じられた。嫌な予感がどんどんひどくなる。

「しゅ、主上、まずは紫宸殿へ。避難が先です」

　この場を離はなれたかった。もし彼らの言う醜聞が自分の思っている事と同じだったらと思うと、息もできないぐらいの胸むな苦ぐるしさを覚える。

「いいや、大雅の話を聞きたい。私より帝に相応しい男というのに興味がある」

　余よ裕ゆうの態度を崩くずさない龍宝帝に、大雅が両りよう腕うでを拡ひろげて天を仰あおいだ。

「そろそろ約束の時刻だ。────では、それがいったい誰なのか、自分の目で確かめられるがよかろう！」

　大雅が声を張り上げたと同時に、突とつ然ぜん辺りに煙けむりが舞まい上がった。

「なんだ、これはっ。主上をお守りしろ！」

　辺りで怒ど号ごうが響ひびいて、慌あわてて龍宝帝の姿を確かく認にんしようときびすを返そうとした。

「初めまして。お会いできるのを楽しみにしていた」

　声には覚えがあった。その声を聞いた途端、喉のどの奥でひゅっと息を吞のむ。

　その声を持つ人物がここに来た意味と醜聞の意味を、一気に悟さとったからだ。

「お前は……！」

　珍めずらしく龍宝帝の驚おどろいたような声が聞こえた。

　唇くちびるをわななかせながら、大雅がいた方を見やる。

　彼の背後にある大きな置き石の上に、誰かが立っていた。

　白い着物、白金の髪かみ。そして顔には角を生やした鬼おにの面。

「お前はもしや、金の鬼か！」

　龍宝帝の言葉を聞いた途端、絶望のあまり足の力が抜ぬけて地面に膝ひざをついた。

　以前、姫達をかどわかし都を騒さわがせた金の鬼。

　その正体が誰なのか、よく知っている。

　そして金の鬼も、誰にも知られてはならない自分の秘密を知っていた────。
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　大だい内だい裏りに突然現れた金の鬼を、龍宝帝が睨にらみつけていた。

　白桜は手の震ふるえが止められないでいた。

　信じられない思いで二人を交こう互ごに見つめると、龍宝帝が金の鬼に向かって一歩踏ふみ出す。

「お前は金の鬼だな。よくも姫達を誘ゆう拐かいして恐ろしい目にあわせてくれたものだ。自分からやってくるとはよい度胸だ。今度こそ捕つかまえてやろう」

　以前金の鬼が事件を起こした時、龍宝帝は捕まえようと手を尽つくしたが、逃にげられた経けい緯いがあった。煮にえ湯を飲まされた龍宝帝は、金の鬼を必ず捕とらえるようにと手配をかけていた。

　金の鬼が胸を張って腕うで組ぐみをする。

「確かに姫達は連れ去ったが、全員父親の許可を得ている。あれは誘拐などではない」

「馬鹿な事を言うな。お前は罪人だ」

　龍宝帝が叱しつ責せきすると、金の鬼が懐ふところに手を入れて一枚の紙を取り出した。

「これをよくみろ。娘むすめを私に預けると父親達が一筆したためたものだ。私は父親に頼まれて彼女達を預かっただけだ。よって、私は罪を犯おかしてはいない」

　ひらりとその紙を投げやった。紙は風にのって蔵持卿きようの足もとに落ちる。

　蔵持卿がすぐに拾い上げて目を通し、絶句した。

「これは……！」

「言っておくが偽にせ物ものではないぞ。姫達の父親に確かめてもらってもいい」

　金の鬼が余裕の言葉を投げかけた。

　龍宝帝が蔵持卿から紙を受け取り、それに目をやって表情を厳しくする。

「なるほど。父親達に交こう換かん条件でも出して書かせたのだな。──金の鬼よ。お前は何者だ？」

　その質問はしてほしくなかった。龍宝帝の話を遮さえぎるわけにもいかず、息をするのも忘れるくらい緊きん張ちようして、二人の会話を聞いていた。

　金の鬼が、置き石からさっと飛び降りる。

　それなりに高さがあるはずなのに身軽に着地して、面に手をかけてゆっくりと取った。

　現れた美び貌ぼうに、全員が一いつ瞬しゆん息を吞んだ。

「私の名は凌箔。白虎家の正式な跡あと取とりだ」

　宣言するような堂々とした声が聞こえて、めまいがして今にも倒たおれそうになった。

（とうとう、凌箔の存在が主上に知られてしまった……！）

　凌箔の言う通り、彼はもともと白虎家の正式な跡取りだった。

　しかしある事が原因で龍宝帝を深く憎にくみ、暗殺を企くわだてたために祖父の上総が殺した……事にして都を遠く離れた地で幽ゆう閉へいしていた。

　最近になって都に舞い戻もどり、大学寮りようの改革の邪じや魔まをし、再び龍宝帝の命を狙ねらっていた。

　死んだと偽いつわって幽閉していた事が公おおやけになれば、上総は龍宝帝を騙だました罪に問われるだろう。

　しかも一族の中に帝の命を狙う謀む反ほん人がいるとなれば、白虎家全体が罰ばつを受けるかもしれない。それだけは避さけたくて、内密に凌箔を捜さがし龍宝帝を狙うのを止やめるよう説得しようとしていた。

　だが龍宝帝に彼の存在が知られた以上、もうどうする事もできなかった。

「凌箔……？　その名には覚えがあるぞ。そうか、六年前に私の命を狙ったのはお前だな。死んだと思っていたが」

　龍宝帝の視線を感じて、びくりと身体からだが震える。こうなる前に凌箔をとめたかったが、遅おそかったようだ。彼の存在が明らかになった以上、もう隠かくしておけないと思った。

　立ち上がって龍宝帝を真っすぐ見つめる。そしてなるべく冷静な声を心がけた。

「申し訳ありません。二度と都には現れないよう幽閉していたのですが」

　その言葉だけで、勘かんの鋭するどい龍宝帝はある程度を察したようだった。

「なるほど。四神の古ふる狸だぬきと言われた上総も身内は可愛かわいかったとみえる。……凌箔、その白金の髪と紅くれないの瞳ひとみは確かに白虎家の血を引く証あかし。どうやらお前は本物のようだな。しかし、もうお前は白虎家の跡取りではないだろう。今はこの白桜が跡取りとなっている」

　凌箔の紅の瞳がこちらに向いた。それだけで心臓が止まりそうだ。

　何か言おうと口を開こうとしたのに、顔全体が強こわばって表情すら変えられなかった。

　そんな様子を見て凌箔は薄く微笑ほほえんだ。

　そしてもったいぶったような動作で両手を拡げ、ゆっくりと口を開く。

「いいや、白桜には重大な秘密があり、跡取りにはなれない」

　それはもっとも口にしてほしくない言葉だった。

　思わず一歩後ずさる。凌箔の笑えみが怖こわくて仕方なかった。

（まさか、わたしが女だとここで話す気か？　あ！　そういえば……！）

　ある事を思いだして、血の気が引いた。以前凌箔に三つの選せん択たくを迫せまられ、そのうちの二つを拒きよ否ひして彼の企たくらみを潰つぶした。そして必然的に残った最後の選択は、秘密に関するものだった。




〝最高の舞ぶ台たいでお前の秘密を世間に明らかにしてやろう〟凌箔は屋や敷しきに現れてそう宣言した。




　身体ががたがたと震え出す。とうとう、みんなに女だと知られてしまうのだろうかと。

　凌箔が心を見み透すかしたように、一歩こちらに歩み寄った。

「そうだ、白桜。私はお前の秘密を明らかにする時は最高の舞台でと言った。今日は青丞と里桜姫ひめの結けつ婚こんの儀ぎだ。結婚は人生にとって一番大きな出来事だと言ってもいい。お前にとって今日は『最高の日』だと思わないか？」

　言いたい事がわかって、ぞっと背筋が寒くなった。また一歩後ずさると凌箔が一歩近づく。

「苦労したのだぞ。この状じよう況きようを作り上げるのに。大雅を使って、青丞と里桜姫の結婚を応おう援えんするよう父親に吹ふき込ませて。それでもなかなか龍宝帝が乗り気にならなかったようだから、わざと敵が結婚の儀を行わせ、そこで何かをやろうとしているという密書を見付けさせて」

　龍宝帝から見せてもらった半分焼け焦こげた密書を思いだす。

『青龍家の青丞と、白虎家の里桜姫の結婚の儀を行わせよ。その時に、国がひっくり返るほどの大事件が起こるだろう。その大事件とは……』

　そう書いてあった密書が見つかったので、龍宝帝は裏切り者を捕まえようと結婚の儀を進めようとした。

「まさか……あの密書も策略の一つだったのか？」

　凌箔がほくそ笑んだ。その笑みを見て、彼の策略の全ぜん貌ぼうにようやく気付き、震えが走った。

「そうだ。あの密書が見つかれば、結婚の儀を行わせてどんな大事件が起こるのか見届け、裏切り者を捕まえる計画を立てるだろうと思った。知略に長たけて自信家な龍宝帝なら、必ずな」

　流し目で見た凌箔に、龍宝帝が初めて見るような怒いかりの表情を浮うかべた。

　それは、凌箔の思おも惑わく通りに動いてしまった自分への苛いら立だちなのかもしれない。

「密書を見付けても龍宝帝が動かないようなら、また違ちがう手を考えるつもりだった。だが何とか結婚の儀を行う手はずになったと聞いて、私もほっとした。準備はなかなか大変だったが、お前との約束を守らねばと思ってな」

　楽しそうに両手を拡ひろげたまま語る凌箔に、龍宝帝が眉まゆ根ねを寄せた。

「そんな面めん倒どうな計画を立てて、いったい何をしようとしているのだ。さっきから言っている白桜の秘密とはなんだ。最高の舞台を作り上げる為ための結婚の儀とはどういう事だ？」

「話は順を追った方がいい。おそらく今すぐ白桜の秘密を口にしても、あなたは信じないだろう。だから、証しよう拠こを用意する為にもこの結婚の儀は必要だった。……〝姉の里桜姫〟の結婚祝いの宴うたげに〝弟の白桜〟がいないのはおかしいからな」

　その言葉で、なぜ彼が結婚の儀にこだわったのかを悟った。

（そうか、結婚の儀を行わせようとしたのは、里桜姫と白桜が同席しなければならない状況を作り上げる為だったんだ！　姉の里桜姫が結婚するなら、弟の白桜が祝いの席に来ないわけにはいかない）

　凌箔がいくら口で白桜と里桜姫が同一人物だと言っても、龍宝帝は敵の言う事をそうそう鵜う吞のみにはしないだろう。だから証拠を突つきつける為にこんな事をしたのだ。

　もし今、里桜姫がいるはずの御み簾すをはぎ取られたら、そこにいるのは橘だ。

　里桜姫は具合が悪くて身代わりを立てたと言い張る事はできるだろう。

　だがそれなら屋敷にいるはずだから、行って確かく認にんしようと言われたら終わりだ。

『白桜』がここにいる以上『里桜姫』はどこにも存在しない。身体は一つしかないのだから。

　愕がく然ぜんとした。秘密をさらす為だけにどうしてこんな大がかりな事をと思ったが、ここまでされたらもう言い逃のがれはできなかった。

　凌箔はおそらく、先々までを読んでごまかせない状況を作り上げたのだ。

「驚おどろいているな、白桜。お前の秘密を明らかにするのに相応ふさわしい場とその証拠を揃そろえる為の場を用意してやった。みんなにお前の秘密を知ってもらおうじゃないか」

　凌箔が視線を送ったのは、宴が行われていた広間の方角だ。

　そしてそれは、庭に面した廊ろう下かを上がってすぐの襖ふすまの向こうにあった。

「やめろ！」

　叫さけんで凌箔に向かって走り出そうとしたが、目の前に突とつ然ぜん現れた衛兵に行く手を阻はばまれる。

　見ると、どうやらさきほど大雅と話していた衛兵のようだった。

　近くでその顔を見て、思わず目を見開く。

「皐月……！」

「じっとしてなよ、白桜。これからが面おも白しろくなるんだからさ」

　声は知っている皐月のものより、いくらか低かった。

　だからさきほどは彼だと気付かなかったが、声の調子には覚えがあった。

「さあ、龍宝帝。白桜の秘密を知りたければ、私についてくるがいい。とても驚くものだぞ」

　凌箔がみんなを広間へと促うながした。朱咒がさっと龍宝帝の前に出る。

「いい加減な事を言わないでもらいたいね。白桜に秘密なんてないさ。そうやって私達を混乱させて何かする気だろう？　そうはいかない」

　朱咒は秘密を知っている。その上で庇かばってくれているのだとわかった。

　冷静な口調の朱咒に、凌箔は小さく息をついた。

「秘密があるかないかは私の証拠を見てから判断すればいい。本当に秘密がないなら、黙だまって見ていればいいのではないか？」

　朱咒の視線が一瞬きつくなる。龍宝帝が朱咒の肩かたに手を置いた。

「凌箔の言う通りかもしれぬ。何をする気かは知らぬが、ここまで大がかりな事を仕組んだのだ。結末が何かは見届けてやろう」

　広間へと足を進めた龍宝帝を見て、もう駄だ目めだと、これでおしまいだと、足の力が抜ぬけてへたりこみそうになる。頭がくらくらして何も考えられなかった。

　とうとう自分が女だとばれてしまうかもしれない。

　ずっと守り通してきた秘密だった。もし秘密が知られたら、白虎家の一族全員が処しよ刑けいされてもおかしくない。田舎いなかに住む父や姉までも罪に問われてしまうだろう。

　だからこそ噓うそをつき通してきたのに、こんな形で知られるとは思ってもいなかった。

（……いいや、まだだ。まだ秘密がばれたわけではない。凌箔を止める手段はあるはずだ！）

　倒たおれそうになりながらも、一いち縷るの望みをかけて両足に力を込めて踏ふん張った。

　具体的にどうしたらいいかなんてわからなかった。だけど気持ちで負けてしまえば、そこで勝負は終わると思った。自分の肩に白虎一族の命運がかかっている。

　何とかできるのは自分だけ、そう思ったら頭が急に回転を始めた。

　広間へ向かう龍宝帝に向かって、声を上げる。

「主上、お待ちください！　凌箔の言う事を信用しないでください。彼は主上に深い恨うらみを持ち、お命を狙ねらっています。大学寮りようの改革に反対して、龍陽寮で雅が楽がくの会の時に爆ばく破は騒さわぎを起こそうとしたのも、裏で糸を引いていたのは彼です」

　なるべく冷静な声を出した。興奮したり焦あせったりしては、凌箔の思うつぼになるような気がした。龍宝帝がこちらと凌箔に交こう互ごに目をやる。

「そうだったのか？　ではなぜ凌箔の事を報告しなかった？」

「それはお詫わびします。正直に言いますが、一族から謀む反ほん人が出たと知られたくありませんでした。数年前にも主上のお命を狙い、またしても政まつりごとの邪じや魔まをしようとした彼を、どうにか表に出さずに止められないかと考え、報告を控ひかえていたのです」

　深々と頭を下げた。何とか龍宝帝に、凌箔の言う事を信用しないようにと伝えたかった。

「わたしは家族が大事です。一人の謀反人のせいで、連帯責任で家族が罰ばつを受けるのだけは避さけたかったのです。報告しなかったのはわたしの罪です。いかなる処分も受けますが、今はまず避ひ難なんしてください。凌箔の口車にのってはなりません。彼は主上のお命を狙っています」

　秘密を守りたいという気持ちはもちろんあるが、龍宝帝の身が心配なのも噓ではなかった。

　凌箔が秘密を公おおやけにすれば、自分に目をかけていた龍宝帝にも迷めい惑わくがかかるだろう。

　女を官かん吏りとして採用するなど、あってはならない事だ。もしその責任を追つい及きゆうされたら、いくら龍宝帝でもただではすまない。みんなを守る為にも、ここは噓をつき通すしかなかった。

　朱咒が心のうちに気付いてくれたのか、龍宝帝と向き合った。

「そうです、主上。凌箔が狙っているのは主上です。まずはここからお逃にげください。凌箔は私と白桜で捕とらえます」

　龍宝帝が悩なやむそぶりを見せた。その様子を見て、ふいに凌箔の目が憂うれいを帯びる。

「確かに私は龍宝帝を殺したいほど憎にくんでいる。覚えているか。あなたのせいで死んだ叢雲を」

　龍宝帝は表情を変えなかったが、わずかに目が伏ふせられた。

「六年前だ。あなたに無実の罪を着せられて、叢雲は自害した。彼は私の親友だった。何より大切な存在だった」

　責せめるような口調だった。

　何も言わない龍宝帝に、凌箔は初めていらついたような表情を見せた。

「あんなに実直でまじめな男に罪を着せるなど、鬼おにはお前だ。龍宝帝。私は彼の敵かたきを討うつと誓ちかった。絶対にお前を苦しめて殺してやる……！」

　怒りで興奮したのか、凌箔の口調がふいに荒あらくなる。これだけ言われても、龍宝帝は無言のままだった。凌箔は一度大きく息を吸い込んで、また冷静な口調に戻もどった。

「……だが、今回はあなたの命を狙うのが目的ではない。目的は白桜の秘密を世に知らしめる事だ。だから私は今日はあなたには手を出さない。それは約束しよう」

　凌箔がこちらをじっと見つめた。その顔にはうすら笑いが浮かんでいる。

「白桜の秘密はなかなかのものだぞ。この襖の向こうにその秘密の証拠がある。それを見るだけでいいのだ。それとも、そんな事もできないほど龍宝帝は弱虫なのかな？」

　馬ば鹿かにしたような言い方はわざとだろう。それに触しよく発はつされるほど子どもではないだろうが、癇かんに障さわったのは確かなようだ。龍宝帝がゆっくりと頷うなずいた。

「……わかった。その証拠とやらを見せてもらおう。でたらめかもしれないが、もし本当に白桜に秘密とやらがあるのなら、それが何か興味がある」

　何があっても対処できるという自信が、龍宝帝の表情から見て取れた。

　凌箔が襖に手をかける。何とか止めたかったが、やたら騒さわぐとやぶ蛇へびになるかもしれない。

　息が苦しくて今にも足の力が抜けそうだったが、気を強く持った。

（この場をうまく切り抜ける手はあるはずだ。うろたえずに冷静に状じよう況きようを判断しなくては！）

　凌箔が襖を開くと、宴うたげが行われていた広間が窺うかがえた。

　広間では、奥の方で招待客達がひとかたまりになって震ふるえている。衛兵達が太刀たちを抜き、彼らを囲むように立っていた。どうやら彼らは敵が用意した偽にせの衛兵のようだ。

　御簾の方には、偽の衛兵と戦ったのか武官達が数人倒れていた。衛兵達は総勢二十人ほどいる。多勢に無勢ではさすがに武官達も歯が立たなかったのかもしれない。

　凌箔が広間に入って、客達の前で膝ひざをつく。

「安心しろ。お前達に手は出さない。聞きたい事があるだけだ。この御簾の向こうにいるのは誰だれだ？」

　広間の奥に下げられた御簾を、凌箔が指した。

「り、里桜姫ひめです」

　客達の中で一番前にいた男が、震えながらも声を上げた。

「では里桜姫は、宴が始まってから今まで御簾から出てきたか？」

　凌箔が更さらに質問すると、男が何度も首を振ふった。

「いいえ。青丞様は、さきほど御簾から出てこられましたが、それ以外は誰も出入りしていません。里桜姫はまだ中にいらっしゃいます」

　凌箔が勝ち誇ほこったような表情で立ち上がった。

「ここにいる客達全員が証人だ。中にいるのは間ま違ちがいなく里桜姫のはずだ。そうだな？」

　念を押すように凌箔が聞くと、客達が頷く。

　その様子を見ながら、握にぎった手に汗あせをかいていた。背中にも冷や汗が伝う。

　まずい状況だった。里桜姫は尚侍ないしのかみをしていたから、龍宝帝や腹心達に顔を知られている。

　御み簾すの中を見られたら、偽にせ者ものだとすぐにばれるだろう。

　どうして里桜姫がいないのかと聞かれたら、答えようがなかった。

　凌箔がこちらに向き直った。その顔は自信に満ちている。

「さあ、いよいよ白桜の秘密を公にしよう。とんでもない事なので、おそらくそう簡単には信じてもらえないだろう。だから、まずは証しよう拠こを見せよう」

　凌箔が御簾に手をかけた。途と端たんに心臓がとびあがりそうになる。

　とうとう秘密が知られてしまう。白虎家の跡あと取とり白桜が本当は『女』だという秘密が。

　これから来る最悪の事態に備え、覚かく悟ごを決めて両足を踏ん張った時だった。

「うっ……！」

　御簾にかけた凌箔の手めがけて、何かが飛んできた。すんでの所で凌箔が避よけて、その何かが御簾に当たって落ちる。畳たたみに落ちたのは、短刀のようだった。

「女性がいる御簾をみんなの前で上げようとするなど、無礼だろう。女性は夫と家族以外にはそう簡単に姿を見せないものだ。それが陽真乙国の貴族の姫の常識だ」

　堂々とした声を上げ、広間に入ってきたのは鵬玄だった。

　鵬玄は凌箔に睨にらみを利きかせつつ、こちらに歩み寄る。

「白桜、衛兵の偽者達は捕らえて庭の騒ぎを鎮ちん圧あつした。もうすぐ青丞も来る。あとは任せろ」

　力強い親友の言葉に、ようやく大きく息が吸えた気がした。鵬玄が凌箔に目を戻す。

「お前が金の鬼か。やっと直接会えたな。俺は玄武家の鵬玄だ、お前を捕らえる。覚悟しろ」

　大太刀を抜いた鵬玄を見て、凌箔の顔から笑えみが消えた。

「なるほど、お前が妖よう鬼き帝ていか。四神の跡取り達は、どうやら白桜の秘密を守りたいと思っているようだな。……龍宝帝、この男を止めては頂けまいか。誓って、今は誰も傷付けるつもりはない。ただ、白桜があなたや世間を騙だましているという事を伝えたいだけだ」

　凌箔は龍宝帝を見み据すえ、自信ありげな表情になった。

「白桜は白虎家の跡取りにはなれない。その理由は白桜の秘密に関係している。その秘密のせいで、あなたや世間に噓をついているのだ。その秘密が何か、知りたくはないか？」

　そんな言い方をしたら、龍宝帝の性格上、何と答えるかは想像がついた。

「……鵬玄、控えていろ。捕つかまえるのは、凌箔の言い分を聞いてからでいい」

　龍宝帝の言葉は絶対だ。逆らう事なんてできない。

　鵬玄が逡しゆん巡じゆんするように目を動かして、やがて太刀を下ろした。

（もう駄目だ……！　主上が凌箔の話を聞くと言ったら、誰にも止められない）

　目を瞑つぶった。もう自分の夢も希望も叶かなえられない。何もかも終わりだった。

　震える手で腰こしの太刀を握る。

　いざとなったら、この命をもって龍宝帝に騙した事への詫びをしようと思った。命と引き替かえなら、一族を罪には問わないでほしいという願いを聞き入れてもらえるかもしれない。

　そう、心に決めた時だった。

　廊ろう下かの方からたくさんの足音が聞こえてきた。

　そちらに目を向けると、青丞が如月と衛兵達を連れて駆かけつけてくる所だった。

「いったい、どういう事だ！」

　叫さけんで一番乗りで広間に入った青丞を、龍宝帝が手で制した。

「彼が話があるそうだ。彼が言うには、白桜には秘密があるらしい。その証拠が御簾の向こうにあるそうだ」

　青丞の顔色が一いつ瞬しゆんで変わった。

「馬鹿な事を。止めろ、鵬玄！」

　凌箔に一番近い場所にいた鵬玄に向かって、青丞が叫ぶ。しかし鵬玄は動かなかった。

「主上に止めるなと命令を受けている」

「だからなんだ、そんな命令など無視しろ！」

　普ふ段だんの青丞からは考えられないような言葉だった。

　凌箔のもとへ走り寄ろうとした青丞を、再び龍宝帝が手で制した。

「黙だまっていろ、青丞。私は凌箔の話を聞くと決めたのだ。邪魔はするな」

　青丞はその言葉を無視して手を振り払はらい、凌箔に駆け寄ろうとした。
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「鵬玄、青丞を止めろ」

　龍宝帝の命令を受け、鵬玄が苦しい顔をしつつも青丞に体当たりする。

　二人で畳を転がって、先に起き上がった鵬玄が青丞に馬乗りになって押さえつけた。

「落ち着け、青丞。この場は引け。暴れれば暴れるほど、白桜の為ためにはならないぞ。────機会は必ずくる」

　囁ささやく鵬玄の声が耳に届いた。凌箔が青丞達から目を離はなし、再び御簾に手をかけた。

「では改めて、まずは証拠をお目にかけよう」

（これで最さい期ごだ。みんな、さようなら─────）

　ぎゅっと目を瞑り、太刀の柄つかを握り締しめた。秘密を知られたら刃やいばを喉のどに突つき立てる覚悟だ。

「この中にいる里桜姫は──────っ！」

　ふいに凌箔が、言葉を止めた。

　慌あわてて瞼まぶたを開けて見つめると、凌箔はまっすぐ前を見ていた。

　その顔には驚おどろきの表情が広がっている。

　いつも余よ裕ゆうのある態度をとる彼にしては珍めずらしく、唇くちびるは震え、狼ろう狽ばいしている様子が伝わってきた。御簾にかけた手は動く事なく、身体からだを硬こう直ちよくさせてまっすぐに一点を見つめている。

（いったい、どうしたんだ？）

　突然絶句した凌箔の視線の先が気になって振り返った。

　そこには腹心達と朱咒に守られるように龍宝帝が立っている。

　その背後では、さきほど青丞と一いつ緒しよに駆けつけた如月と衛兵達が庭で騒さわぎを見守っていた。

　特別何かおかしな状況ではないだろう。それなのに凌箔はそちらを見つめて、言葉を失っていた。まるで幽ゆう霊れいか物の怪けでも見たような表情だ。彼のそんな顔を見るのは初めてだった。

「いったい、どうし……」

「そんなはずはない……」

　龍宝帝が声をかけようとしたが、凌箔はまったく耳に入っていないようで、そう呟つぶやいた。

「そんなはずはない、そんなはずはない！」

　凌箔のうろたえた姿は初めて見る。何度も何度も首を振り、叫ぶような声を上げた。

　何をそんなに取り乱しているのかと、もう一度彼の視線の先に目をやったが、そこにはさきほどと同じ光景が広がっているだけだった。

　突然の凌箔の変へん貌ぼうにみんなが啞あ然ぜんとする中、一番に我に返ったのは朱咒だった。

「今だ、鵬玄。青丞と凌箔を捕とらえろ！」

　鵬玄がさっと青丞の上から退いた。そして二人で凌箔に駆け寄る。

「──余計な事が言えなくなるようにしてやる」

　殺気とともに放たれた呟きが、いったいどんな意味を持っているのか一瞬で悟さとる。

　鵬玄は本気だった。それなのに、彼が大おお太刀だちを振り上げても、まだ凌箔は動かない。

「危ない！　凌箔っ」

　声は皐月だった。龍宝帝達がいるのとは反対の襖ふすまから飛び出してきて、鵬玄の太刀が凌箔の身体を切り裂さこうとする直前に、彼に体当たりして押し倒たおした。

　青丞が隙すきを逃のがさず、凌箔と皐月に走り寄ろうとした。

　だが皐月が現れた襖の向こうから数人の男達が現れて、青丞と鵬玄の前に立ちはだかる。

「凌箔！　あとちょっとだったのに、いったいどうしたんだ？　とにかく立って！」

　皐月の声に、身体が反応した。このままでは逃にげられる、そう思った途端、足が動いた。

　凌箔は龍宝帝を狙ねらっていて、誰だれにも知られてはならない自分の秘密を知っている。

　ここで逃がせば、またとんでもない事を仕し掛かけてくるだろう。

（絶対に逃がさない！）

　走り寄ったが、さきほど現れた男達が皐月と凌箔を守るように立ちはだかった。

「白桜！　この続きはまた今度だ。必ずお前と龍宝帝を地じ獄ごくに落としてやるからな！」

　皐月が右手を振ふり上げて何かを投げた。

　握り拳こぶしぐらいの黒い何かが畳に落ちると、広間には白い煙けむりがもうもうと立ちこめる。

　あまりの煙けむたさに目を瞑った。その時、煙の中からふと凌箔の声が聞こえた気がした。

　聞き間ま違ちがえでないなら、彼は確かにこう言った。

〝叢雲……〟と。
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　煙が晴れた時には、もう凌箔達の姿はなかった。

　天と地がひっくり返ったような騒ぎの中、鵬玄と蔵持卿きようが龍宝帝と招待客達を避ひ難なんさせ、衛兵になりすました敵を本物の衛兵に命じて連行させていた。

　白桜は避難を手伝いつつ、さきほど龍宝帝がいた襖の辺りを見つめる。

（秘密を話す直前に、凌箔は何かに驚いて言葉を失った。わたしとしては助かったけど、いったい何に驚いたんだ？　結けつ婚こんの儀ぎまで行わせるような大がかりな事をしたのに、目的を遂とげずに姿を消すなんて、凌箔らしくない。何か相当の理由があるはず）

　凌箔の視線の先にいたのは、龍宝帝と腹心達、そして朱咒。

　その背後には、駆けつけた如月と衛兵達が十人ほど。

　それ以外に人はいなかったし、景色にも特別変わりはなかった。しかし凌箔はその光景を見て、狼狽したのだ。そして凌箔が消える直前〝叢雲〟と呟いたのを確かに聞いた。

（もしかして、叢雲に関係のある誰かを見かけたのかもしれない）

　叢雲は謎なぞの男だ。身分書は破られ、彼を知っている者も今のところ見つからない。

　どんな人物なのか、どんな姿をしていたのかもまったくわからなかった。

　彼が関かかわった事件についても謎のままだ。

　凌箔がもし、叢雲に関係のある誰かを見て驚いたのだとしたら、それは誰なのか────。

「白桜。何をぼうっとしているんだい？　早くここを離れたほうがいいよ」

　考え込んでいると、朱咒に声をかけられた。

　彼の顔を見て、ふと以前に言われた言葉を思いだす。

〝これ以上叢雲の事は調べない方がいい〟

　あれはそう、如月から鍵かぎを盗ぬすんで身分書のある倉を調べた時の事だった。

　あの時の朱咒はどこかおかしかった。凌箔と皐月の復ふく讐しゆうを止める為に、叢雲の事を調べたいと言ったら、〝罪人に情けをかける必要はない〟などというような冷たい言葉を発した。

　声や言い方は優やさしかったが、あの時の朱咒には妙みような違い和わ感かんがあった。

（もし、朱咒が叢雲の事を知っていたとしたら？　朱咒は主上直属の内ない偵てい官かん吏りだ。表には出せないような裏の仕事を引き受けている。彼なら叢雲の事を知っていたっておかしくない）

　朱咒が叢雲の事を調べるなと言っていたのは、心配しての事だと思っていた。

　だが、もしそれが違ちがうとしたら──────。

　そう考えた途と端たん、ぞっとした。

　見慣れているはずの朱咒の顔が、まったく知らない人物のように思えた。

「どうしたんだい？　白桜」

　にこやかな朱咒に何と返したらいいかわからなくて俯うつむくと、鵬玄と青丞が駆け寄ってきた。

「白桜、〝里桜姫ひめ〟を連れて白虎家の屋や敷しきへ帰れ。今なら騒ぎに紛まぎれて大だい内だい裏りを抜ぬけ出せる」

　鵬玄が囁くと、青丞も頷うなずいた。

「ああ、結婚の儀は終わりだ。もともと裏切り者を捕つかまえる為の偽にせの結婚だったんだ。大雅は逃げようとしていたが、どうにか捕まえた。主上には俺がうまく話しておく。招待した客達にも裏切り者を捕まえる為の偽の結婚だったと説明しておくから、心配するな」

　朱咒に目をやった。彼は普ふ段だんと変わらない笑えみを浮うかべている。

　彼には何度も助けてもらっていた。秘密を守る為に協力もしてくれている。

　そんな彼が自分に噓うそをついているとは思いたくなかった。

「……わかりました。わたしは先に失礼させてもらいます」

　いろんな事があって頭の中が混乱していた。一度一人になってじっくり考えたかった。

　それにこれ以上ここにいると、龍宝帝に凌箔が言っていた秘密とは何だと聞かれかねない。

　まずは橘とこの場を離れた方がいいと判断した。

　秘密は何だと聞かれても、証しよう拠こがなければ何とか言い逃れができる。

　それに今は、御み簾すの中で怯おびえているであろう橘を連れて帰るのが先決だった。

「あとはよろしくお願いします」

　一礼して、すぐに橘がいる御簾へと駆かけ寄った。
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「凌箔、いったい何があったの？　もう少しで白桜の秘密を暴ばく露ろできたのに！」

　隠かくれ家に戻もどっても、凌箔は呆ぼう然ぜんとしていた。

　すぐ近くにいる皐月のわめき声がやけに遠く感じる。

　さきほど大内裏で、白桜が女だと龍宝帝やその場にいた貴族達に教えてやるつもりだった。

　白桜を可愛かわいがっていた龍宝帝はどんな顔をするだろう。

　自分を跡あと取とりから外した白虎家の一族もこれで終わりだと、ほくそ笑んだ。

　だが、その秘密を口にしようとした瞬しゆん間かん、とんでもないものを目にした。

　衝しよう撃げきの光景を見た途端、頭の中が真っ白になり、息すら止まりそうになった。

　そのせいで、白桜の秘密を口にするどころではなくなってしまった。

「……皐月は、見なかったのか？」

「見なかったのかって、何を？　僕はあなたが指示した通り、何かあったらすぐに突とつ撃げきできるように隣となりの部屋で待機していたよ。急に黙だまってしまったから慌あわてて出ていったんだ。その後は連れて逃げるのに必死で、周りの事を気にする余よ裕ゆうはなかったんだけど」

　皐月は怒おこりつつも、不可解な表情をしていた。

「ねぇ、どうしたの？　何を見たの？　いつも冷静で何事にも動じないあなたがそんなに驚おどろくなんて、かなりの事でしょう？」

　凌箔は混乱した頭を何とか整理しようとした。

「────あの場に、怪かい物ぶつがいた。それも、人の皮を被かぶった恐おそろしい怪物だ。あれが見み間ま違ちがいでなければ……」

　そう、見間違いでなければと考えて、頭が急激に沸ふつ騰とうした。怒いかりの炎ほのおが全身を焼き尽つくす。

「……皐月、六年前の事件には、私達が知らない真相が隠されているぞ」

　皐月が息を吞のんだ。眉まゆ根ねを寄せて、肩かたに手を置く。

「それって兄さんが自害する原因になった事件の事？」

「ああ、私達は騙だまされていた。本当の敵は龍宝帝ではない……！」

　唇くちびるをぎりりと嚙かんだ。痛みとともに口の中に血の味が広がって、さきほど見た光景が夢ではなかったのだと思い知った。
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　結婚祝いの宴うたげから数日経たって、白桜は龍宝帝に呼び出されて大内裏を訪おとずれていた。

「よく来たな。白桜。お前なら逃げないと思っていた」

　龍宝帝は正面の御み帳ちよう台だいに座っていた。

　笑みを浮かべているが、目は笑っていないのを見て、深々と頭を下げる。

「直接お目にかかってお詫わびをしたかったのです。凌箔の事を黙っていて申し訳ありませんでした」

「なるほど、先手を打って謝ろうというわけか？　お前達白虎一族は六年前、凌箔は死んだと噓をついた。つまり私を騙したという事だ。それがどれだけの罪になるかわかっているのか？　凌箔を幽ゆう閉へいしていたと言っていたが、取りようによっては匿かくまっていたとも言えるのだぞ」

　そう言われても仕方がなかった。龍宝帝の厳しい言葉は続いた。

「白虎一族が謀む反ほん人を匿っていたと知ったら、世間は大おお騒さわぎだ。私を騙した罰ばつも受けてもらわねばならない。当主の上総は旅に出ていると言っていたな。どこに行ったのだ」

「祖父は、凌箔を幽閉していた富ふ士じ山さんへ行っています。富士山では凌箔の祖父母、つまり祖父の弟夫妻が彼を見張っていました。それなのに凌箔は都に現れました。祖父は凌箔が逃にげた事を知らせる文ふみ一つ来ないので、弟夫妻に何かあったのではないかと心配したのです」

　もう噓をついたりせず、真実を伝えた方がいいと思った。龍宝帝が小さく頷く。

「なるほど。上総に話を聞くのが筋だが、帰って来ないのではどうしようもないな。急ぎ、富士山へと誰だれかを向かわせてすぐに帰ってくるよう連れん絡らくさせよう。……それにしても、これは大変な事だぞ。白虎家から謀反人が出るなど」

　息をついた龍宝帝に向かって、姿勢を正した。

「その事ですが、実はお願いがございます。わたしに凌箔を捜さがす許可を頂けませんか？」

「お前がか？　だがお前達は親類だろう。身内可愛さに凌箔をまた逃がすのではないか？」

「そう言われても仕方ないと思っています。ですが、お約束します」

　まっすぐに龍宝帝を見つめた。

　鋭するどい視線を向けられ、震ふるえるほど怖こわいと感じたが、それでも目はそらさなかった。

「凌箔は必ずわたしが捕とらえます。これ以上愚おろかな事はさせません。ですからどうか、わたしに凌箔を捜す時間をください。白虎家の一族はもう彼とは関わりをもっていません。身内だからといって容よう赦しやもしません。捕まえて、必ず主上の御ご前ぜんに連れて参ります！」

　言い切ると、龍宝帝が拡ひろげた扇せん子すで口元を隠した。

「お前がそこまで必死になる理由は、一族が大事だからか？」

「はい、わたしには祖父も父も姉もいます。会った事はないけれど、他ほかにも血の繫つながった親類達がたくさんいます。たった一人の謀反人の為ために、その全員が罰を受けるのだけは避さけたいのです。必ず凌箔を捕まえますので、どうか他の者達の命はお救いください！」

　正直な気持ちだった。何があっても家族だけは守りたい。

「ほう、他の白虎家の一族は罪に問わないでくれと言うのか？　だがそんなに都合のいい話を私が許すと思っているのか？」

　きつい口調と視線を向けられ、膝ひざに載のせた拳こぶしを握にぎり締しめた。

「主上、お願いです。家族を守る為なら何でもします……！」

　必死の願いを口にして再び畳たたみに額がつくまで頭を下げ、そのまま目を瞑つぶって動かずにいた。

　どれだけ時間が経っただろう。龍宝帝が息をつく気配がした。

「白桜、お前は今回、裏切り者を見つけ出す為に里桜姫ひめに変装する計画を立てた。宴の最さ中なかに、大雅があやしいと気付き、彼が裏切り者だと突つき止めた。────その功績は認めよう」

　声がさきほどより柔やわらかくなっていると感じた。

　慌てて顔を上げると、龍宝帝が苦く笑しようしていた。

「本来なら、謀反人を出した罪で白虎一族全員に罰を与あたえる所だ。だが、お前は今まで何度も私の危機を救ってくれた。だから今回一度だけ、その働きに免めんじて猶ゆう予よをやろう。いいか、一ひと月つき以内に凌箔を捕らえよ。それができたら、一族を罪には問わないと約束する」

　思わず顔が綻ほころんだ。嬉うれしさのあまり、またしても額を畳にこすりつける。

「ありがとうございます！」

　何とか首の皮一枚で繫がったとほっとしていると、ふいに龍宝帝が首を傾かしげた。

「ところで白桜。凌箔が言っていたお前の〝秘密〟とやらの事だが」

　思わず身体からだが硬こう直ちよくした。龍宝帝は何気ない表情でありながらも、探さぐるような目つきをしている。なるべく冷静にと自分に言い聞かせて、笑えみを浮かべた。

「秘密なんてありません。あれは凌箔が主上を陥おとしいれようとして、何か企たくらんでいたのでしょう。わたしもあんな事を言われて、心当たりがないのでびっくりしました」

　心臓は早はや鐘がねを打って、今にも意識が飛んでしまうくらい緊きん張ちようしていた。

　だがそれを絶対に顔にはださなかった。

「そうか？　あの時のお前は真っ青だったぞ。本当に秘密があって、それを知られてはまずいから、動どう揺ようしていたのではないか？」

　探るような目つきは、だんだんと鋭くなっている。震えかけた手をさっと握った。

（落ち着け！　まだ秘密がばれたわけじゃない。何とかごまかさないと！）

「……あの時は確かに動揺していました。でもそれは急に戦せん闘とうが始まって、大雅が裏切り者だとわかったせいです。ああ、そういえば光永様はどうされていますか？　息子むすこが謀反人に情報を漏もらしていたから、責任をとって右大臣の座を降りると言われていましたが」

　何とか話を変えたかった。本当に光永が気になっていた事もあって、質問してみる。

「光永は優ゆう秀しゆうな臣下だ。息子が道を踏ふみ外したのは親の責任だと言うから、一度右大臣の地位を解いてしばらくは謹きん慎しんさせるが、またほとぼりが冷めたら復帰させようと思っている」

「そうですか。……ではわたしはそろそろ失礼致いたします。凌箔の行方ゆくえを追いたいので……」

「待て、私の話は終わっていないぞ」

　立ち上がって背を向けようとしたが、鋭い言葉に動きが止まった。

（話をそらしたかったけど無理か。これ以上追つい及きゆうされたらまずいぞ）

　心の中で焦あせっていると、龍宝帝が座るよう手で促うながした。

　嫌いやだと言うわけにもいかず、仕方なく腰こしを下ろす。

「あの時お前が動揺していたのは、大雅が裏切り者だとわかったからか？　だが、そんなに親しくもない大雅に裏切られたからといって、あんなに真っ青になるのはおかしくないか？」

　龍宝帝は話をやめる気はないようで、身を乗り出して更さらに追及の手を強めた。

「白桜、凌箔の言う通り、お前には何か秘密があるのではないか？　そして、それは里桜姫にも関かかわりがある事ではないのか？　もしそうなら、話してみてはどうだ？　私はお前を気に入っている。悪いようにはしないから」

　そうは言うが、女なんですと言ったら、龍宝帝はきっと騙されたと怒いかりを顕あらわにするに違ちがいない。今度こそ、一族全員が龍宝帝を裏切った罰を受ける事になる。それだけは絶対に避けたかったが、どうやら納なつ得とくのいく説明をするまで帰してもらえないらしい。

（主上は勘かんのいい方だ。適当な噓うそをついても見破られる。秘密なんかないと言い張るしかない）

　俯うつむいて考え込んでいると、ふいに畳に影かげが映った。

　慌あわてて顔を上げると、いつのまにか龍宝帝がすぐ目の前にいた。

「噓はつくなよ、白桜。私は噓と裏切りがもっとも嫌きらいだ。私に対して噓をつくような臣下を大事な大学寮りようの改革に携たずさわらせるわけにはいかない」

　目があまりにも真しん剣けんだった。

　冷や汗あせが背中を伝い、どう言い逃のがれすればいいかと視線をさまよわせた。

「────主上。白桜の秘密なら、俺が話しましょう」

　聞こえた声に目を見開いた。広間の入り口に顔を向けると、青丞が立っている。

　龍宝帝の視線がようやくこちらからそれた。

「青丞、お前は白桜の秘密とやらを知っているのか？」

「ええ、ですが、主上が心配なさっているような事ではありません。主上は大雅が裏切った事により、他にも裏切り者がいるのではないかと心配なさっているのでしょう？　そのお気持ちはわかりますが、白桜は違います」

　青丞が広間に入って、龍宝帝と向き合った。

（どういう事だ？　どうして青丞がわたしの秘密を知っているなんて言うんだ？　いったい何を言う気なんだ。青丞！）

　青丞がちらりとこちらを見たあと、龍宝帝に目を戻もどす。

「主上、白桜の秘密とは────」

「秘密とは？」

　聞き返した龍宝帝に、青丞がにっこりと笑った。

「実は────白桜と里桜姫は双ふた子ごなのです」

　言われた言葉が一いつ瞬しゆん理解できなかった。龍宝帝が啞あ然ぜんとする。

「双子!?　それが秘密だというのか？」

「ええ、昔から双子は不ふ吉きつだという言い伝えがあったでしょう？　白桜が生まれ育った田舎いなかでは、まだそれが根強く残っているそうです。それで二人は一つ違いの姉弟きようだいだと噓をついていて。都ではそんな古くさい言い伝えは誰だれも気にしていないと言ったのですが」

　ため息混じりの青丞は、仕方ないなと言いたげにこちらを見つめた。

　龍宝帝が何度か目を瞬またたかせて、そして頷うなずいた。

「そうか。だから里桜姫と白桜はそっくりなのだな。いくら姉弟でも似すぎていると思っていた。同一人物なのではないかと思うほどだ」

「ま、まさか！　あ、あははははははは」

　核かく心しんを突かれたが、笑うしかなかった。今はとにかく龍宝帝をやりすごすしかない。

　同じように声を上げて笑っていた龍宝帝に、背中をばんばんと叩たたかれた。

「何だ、白桜の秘密とはそんな事だったのか。気にする事はないぞ。確かに昔は双子が不吉だと言われていた時もあったが、今では違う。……それにしても、凌箔はそんな事をもったいぶって言おうとしていたのか？」

「そ、それは、主上に噓をついていたので、それが罪だと言いたかったのではないかと」

　どんな理由で青丞がこんな事を言い出したのかわからないが、とにかくこの場を乗り切る為には、話をあわせるしかなかった。青丞が腕うで組ぐみをして真剣な表情になる。

「それもあるでしょうが、おそらく何か企んでいたのではないかと思います。あいつは主上のお命を狙ねらっているのです。あんな奴やつの言う事を真に受けない方がいいでしょう」

　その言葉で、ようやく龍宝帝は納得したようだった。

「なるほど。また何かを企む前に、早急に凌箔を取り押さえる必要があるな」

　青丞が胸に手を当てて、表情を引き締しめる。

「主上、その事でお話が。申し訳ありませんが、白桜との話を聞きました。俺にも白桜に協力する許可をください。ともに凌箔を捕つかまえる為に全力を尽つくします。一月以内に必ず捕まえますので、白桜と白虎一族を罪には問わないという約束は絶対に守ってください。お願いします」

　青丞が頭を下げた。誇ほこり高い彼がそんな事をする姿は滅めつ多たに見られない。

　自分の為に頭を下げてくれたのだと思うと、胸がいっぱいになった。

「いいだろう。朱咒や鵬玄もきっと協力すると言うだろうから、四神の跡あと取とり達で凌箔を捕とらえよ。よいな」

「「はい」」

　大きく返事したが、青丞の不可解な言動の意味は、まったくわからなかった。
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　青丞と広間を出て、無言の彼についていく。

　紫し宸しん殿でんと清せい涼りよう殿でんの建物の間にある小さな庭の辺りで、白桜はこらえきれずに声をかけた。

「青丞、ちょっと待ってください。こちらにいいですか？」

　彼を促し、庭へ降りた。日差しが強いので、木こ陰かげに入って辺りに誰もいない事を確かめる。

「……さっきは、どうして助けてくれたんですか？」

　白桜と里桜姫ひめが双子なんて真っ赤な噓だ。そんな話はした事もない。

　どうして青丞がそんな事を言い出したのかわからなかったが、これだけは言える。

　彼は、助けてくれたのだ。

　青丞がやや首を傾かしげた。改めて彼に目をやると、いつになく優しい表情をしていた。

「あれ以上主上に突つっ込まれて聞かれると、困るだろう？」

　心臓がどくんっと脈打った。
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「どうして、困ると思ったんですか？」

　青丞の目が細められる。まるで愛いとおしいものでも見るようなその目には覚えがあった。

　それは〝里桜姫〟に向けられる眼まな差ざしだ。

「お前を守りたい。困った状じよう況きようにいるお前を放ほうっておけなかった。────それが理由だ」

　声は静かだが、男らしい響ひびきがあった。

　心臓の音がどんどん激しくなっていく。

　この話し方と表情と態度は、まるで里桜姫相手の時の青丞だ。

「守りたい？　わたしを？」

　風が吹ふいて、白銀の髪かみを揺ゆらした。

　その髪が目に入ったので、かきあげながら見つめると、青丞が頷く。

「そうだ、お前を危険な目にあわせたくない……。そして、お前の〝本当の秘密〟を一いつ緒しよに守っていきたい」

　息を吞のんだ。そのまま呼吸さえ止まってしまいそうだった。

「秘密ってなんですか？　わたしには秘密なんて……」

　何とか声を絞しぼり出すと、ふいに青丞が歩み寄った。

　何事かと思う前に、ぎゅっと抱だきしめられる。

　逞たくましい腕うでだった。温かくて、ふわりと包み込むような優しさに満ちた腕だった。

「せ、青丞……！」

「お前と里桜姫は確かに同じだ。俺の愛した里桜姫はお前だ。……ずっと言いたかった事を言わせてくれ」

　言葉を句切って、青丞がそっと身体からだを離はなして目を見つめた。




「愛している。お前の願いを叶かなえる為ためなら、どんな事でもしよう」




　驚おどろきのあまり、言葉をなくした。それは夢の中で聞いた青丞の言葉と同じだった。

　もしやあれは夢ではなかったのかと気付いて、目を見開いた。

　それと同時に、青丞がそっと顔を近づける。

　抵てい抗こうする間もなく、唇くちびるが重なった。

　甘い口付けをされ、どうしていいかわからなかった。

　ただ、恋こいの嵐あらしに翻ほん弄ろうされる予感がした。









　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『白桜四神　八方ふさがりの結けつ婚こん!?』をお送りしました。

　ずばり今回は結婚騒そう動どうのお話です。

　ずっと書きたかったので、ハイテンションでお話作りしました。

　書いていてとても楽しくて、書き終わる時にちょっと寂さびしいと思ったぐらいです。

　皆みなさんにも楽しんで読んでもらえると嬉うれしいです。







　皆さん、夏休みはいかがでしたか？

　このあとがきを書いている時はまだ梅雨つゆ時なのですが、今年の夏はどこかにいきたいなと思っています。

　海にプールにお祭りに花火と、夏は楽しみが多いので心が弾はずみます。

　去年は出産直後で家に閉じこもっていたので、今年こそはと思っていますが、ありがたいことにお仕事が忙いそがしいので夏休みがとれるかは今のところ未定です。

　でも頑がん張ばって時間をとって、夏の思い出を作りたいと思っています。

　皆さんの夏も楽しい思い出ができているといいなと思います。







　イラストの硝しよう音おとあや先生。忙しい中、いつもありがとうございます！

　先生が描えがかれる白桜も青丞も鵬玄も大好きです。かっこいいといつもうっとりしています。

　これからもよろしくお願いします。







　毎回うんうん唸うなりながら考えるサブタイトルですが、今回は書き始める前の段階で決まっていました。いつも今回みたいに早く決まるといいのにと思いつつ、もう次の巻のサブタイトルに頭を悩なやませています。

　最後に、ここまで読んでくださってありがとうございました！

　いろいろとまた大変な事になっている『白桜四神』ですが、これからも白桜達の活かつ躍やくを見守ってもらえると嬉しいです。ではでは、また次にお会いできる事を祈いのって。
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